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TOPICS
●新体制でスタート（正副議長就任あいさつ・委員会構成・活動方針）
●４月臨時会・６月定例会報告（審議結果）・委員会報告
●一般質問（これって、どうなってるの？）
●令和6年度政務活動費の交付実績、９月定例会日程

No.85
令和７年 8月1日

GERO CITY COUNCIL

　９月定例会の会期日程（予定）をお知らせします。なお、一般質問
などの内容は新聞折込および下呂市メールでお知らせします。

９月定例会会期日程（予定）

※日程は変更になる
　場合もあります。

月　　日
９月　２日
１６日
１７日
１８日
１９日
２２日
２４日
２５日
２６日
３０日

火
火
水
木
金
月
水
木
金
火

午前9時30分～

本会議（初日）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
常任委員会
常任委員会
予算決算常任委員会（予算関係）
予算決算常任委員会（決算関係）
予算決算常任委員会（決算関係）
予算決算常任委員会（決算関係）
本会議（最終日）

会　議　内　容 時　　間曜日

場所 ： 本会議（下呂庁舎３階議場）
　　　委員会（下呂庁舎３ー１会議室）

　議会をより身近に感じていただけるよう、新体制での議会
だよりも工夫を重ねていきます。
　本年度も、「市議会による出前ヒアリング（座談会）」を積
極的に展開していきます。「ちょっと聞いてほしいことがあ
る」「議会に伝えたいことがある」そん
なご相談、大歓迎です！
　申し込みはHPからでも、お近くの議
員に声をかけてもらっても大丈夫で
す。どうぞお気軽にご利用ください。
　9月定例会は、前年度に市が使った
お金＝決算について審議します。ぜひ
ご注目ください！（Y・K）

編 集 後 記

「げろ議会だより」をお読みいただき、ありがとう
ございます。「読みたくなる議会だより」とするため、
皆さんの声をお聞かせください。
右の二次元コードを読み取り、アン
ケートに回答をお願いします。 https://www.youtube.com/channel/

UCALIKRpFipq7Mtpr--rJGKQ/featured
ライブ配信動画は、次回定例会までYouTubeから視聴できます。
過去の配信動画は、下呂市ホームページにて視聴できます。

インターネットライブ配信
本会議および常任委員会（付託案件審査）は、動画共有
サービス（YouTube）にてライブ配信を行っています。

「げろ議会だより」アンケート

　令和７年５月24日、下呂市中学生姉妹都市交流事業として３月末から約２週間にわたり海外派遣を行っ
た 「第36回ケチカン市派遣団」（９名）と 「第30回ペンサコーラ市派遣団」（20名）による合同報告会が
行われました。
　派遣団の皆さんは、現地での貴重な体験を通して得た学びや感動を発表してくれました。

【下呂市中学生姉妹都市交流事業　中学生海外派遣団合同報告会】
表
紙
の
写
真

令和６年度政務活動費の交付状況をお知らせします令和６年度政務活動費の交付状況をお知らせします

◆下呂市議会政務活動費制度のポイント

◆令和６年度政務活動費交付実績一覧

　政務活動費とは、議員の政策形成能力の向上、および議会の審議機能の強化を図るため、議員が市政に関する調査研
究活動 （政務活動）を行う際に必要な経費の一部として、議員または会派に対し交付されるものです。
　政務活動費に係る実績報告書等については、下呂市ホームページにて詳細を公開しています。

●適正と認められた実費だけを後日支給する完全後払い制としています。
●政務活動費の額は、議員１人当たり月額１万円 （任期中のみ対象）を交付の上限としています。
●政務活動費を充てることができるのは、市政の課題および市民の意思を把握し、市政に反映させる活動、その他住民
福祉の増進を図るために必要な活動に要する経費に限定しています。

●政務活動費に係る実績報告書等の公開 ・閲覧を行っていくことにより、政務活動費の使途の透明性の確保に努め、議
員活動の見える化にもつなげていきます。

下平裕次郎
桂川　融己
大西　尚子
高井　範和
桂川いずみ
加藤　久人
鷲見　昌己
田口　琢弥
森　哲士
田中　喜登
尾里　集務
中島ゆき子
今井　政良
中島　達也

110,000
110,000
110,000
110,000
110,000
110,000
120,000
120,000
120,000
120,000
120,000
120,000
120,000
120,000
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74,602 0 0 0
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113,389
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27,389
52,030
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0
33,050
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881,411

83,236
110,000
110,000
80,410
27,389
52,030
82,652

0
33,050
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48,125
105,168
27,389
50,789
837,627

（単位：円）

※交付基準日は毎月１日のため、１期議員（任期４/18～）については４月は算定対象外（交付上限額は11万円）

議員名 交付上限額 調査研究費 研修費 広報費 広聴費 要請・陳情活動費 会議費 資料作成費 資料購入費 実支出額合計 交付確定額

市議会による出前
ヒアリング（座談会）



３　　下呂市議会だより 2025.8 No.85 下呂市議会だより 2025.8 No.85　　２

G E R O  C I T Y  C O U N C I LG E R O  C I T Y  C O U N C I L

各
委
員
会
の

         

活
動
方
針

各
委
員
会
の

         

活
動
方
針

◆
民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

　
今
年
度
、特
に
取
り
組
む
活
動
と
し
て
、

政
策
提
言
に
向
け
た
次
の
３
点
に
つ
い
て

調
査
研
究
を
し
て
い
き
ま
す
。

① 

安
心
で
き
る
地
域
医
療
に
つ
い
て

　
高
齢
化
が
進
む
下
呂
市
に
お
い
て
、
安

心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
医
療

体
制
の
確
保
、
医
療
人
材
の
育
成
に
つ
い

て
の
調
査
研
究
。

② 

廃
棄
物
処
理
に
つ
い
て

　
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
等
を
調
査
研
究

し
、
約
20
年
後
の
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

建
設
を
見
据
え
た
事
業
の
あ
り
方
を
協

議
。

③ 

移
住
定
住
に
つ
い
て

　
空
き
家
の
活
用
、
女
性
が
活
躍
す
る
魅

力
あ
る
地
域
づ
く
り
等
、
多
岐
に
わ
た
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
。

　
ま
た
、
昨
年
12
月
に
市
長
に
提
出
し
た

政
策
提
言
へ
の
市
の
対
応
策
に
つ
い
て

も
、
事
業
の
進
捗
状
況
を
確
認
し
て
い
き

ま
す
。

◆
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
今
年
度
は
特
に
次
の
３
分
野
を
調
査
研

究
対
象
と
し
、集
中
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

① 

危
機
管
理
分
野

 

・
国
土
強
靭
化
に
向
け
た
国 

・
県
の
動

　 

向
調
査

 

・
市
内
の
強
靭
化
に
向
け
た
研
究 

（
う

　 

回
路 

・
沿
道
伐
採
含
む
）

② 

観
光
商
工
分
野

 

・
下
呂
温
泉
街
以
外
の
地
域
の
現
状
調
査

 

・
宿
泊
税
に
関
す
る
調
査
研
究

③ 

農
林
業
分
野

 

・
中
山
間
地
域
の
農
業
の
活
性
化
に
関
す

　 

る
調
査
研
究

　
各
分
野
と
も
関
係
団
体
の
皆
さ
ま
と
の

意
見
交
換
を
積
極
的
に
行
い
、
課
題
解
決

に
向
け
現
状
を
正
し
く
把
握
す
る
こ
と
に

も
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
よ
り
さ
ら
に
一
歩
踏
み
込
ん

だ
、
よ
り
制
度
設
計
に
近
い
具
体
的
な
提

言
を
執
行
部
に
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

◆
予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
当
市
議
会
で
は
、
決
算
審
査
に
よ
っ
て

明
確
に
な
っ
た
課
題
等
を
そ
の
後
の
予
算

審
査
に
活
か
し
、
よ
り
良
い
政
策
に
結
び

つ
け
て
い
く
た
め
、
予
算
と
決
算
を
総
合

的 

・
一
体
的
に
審
査
す
る
体
制
と
し
て
、

「
予
算
決
算
常
任
委
員
会
」
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　
な
お
、
新
年
度
予
算
案
に
つ
い
て
は
、

各
事
業
の
妥
当
性 

・
有
効
性 

・
公
平
性

が
確
保
さ
れ
て
い
る
も
の
に
な
っ
て
い
る

か
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
反
映
し
、
市

の
諸
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
も
の
と
な

っ
て
い
る
か
な
ど
の
視
点
で
審
査
を
行
い

ま
す
。

　
併
せ
て
、
突
発
的
な
災
害
対
応
や
経
済

情
勢
の
変
化
等
に
対
応
す
る
た
め
の
補
正

予
算
案
に
つ
い
て
は
、
財
源
の
確
保
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
、
緊
急
性
を
要
す
る
も

の
か
な
ど
の
視
点
で
審
査
し
ま
す
。

　
ま
た
、
前
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
は
、

各
事
業
に
お
け
る
目
標
の
達
成
度
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
充
実
度
、
効
果
的 

・

効
率
的
な
予
算
執
行
が
な
さ
れ
て
い
る
か

な
ど
、
慎
重
に
審
査
し
、
そ
の
審
査
結
果

を
踏
ま
え
、
次
年
度
予
算
に
反
映
す
べ
く

政
策
提
言
へ
と
つ
な
げ
る
よ
う
努
め
て
い

き
ま
す
。

◆
議
会
運
営
委
員
会

　
定
例
会
と
臨
時
会
の
会
期
や
議
案
の
取

り
扱
い
な
ど
の
議
会
運
営
全
般
に
つ
い
て

協
議
し
、
意
見
調
整
を
行
い
ま
す
。
　
　

　
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ま
や
団
体
等
か
ら

の
請
願
や
要
望
の
取
り
扱
い
の
協
議
を
行

い
ま
す
。

◆
下
呂
温
泉
街
整
備
特
別
委
員
会

　
令
和
６
年
度
に
引
き
続
き 

「
下
呂
駅
お

よ
び
旧
下
呂
温
泉
病
院
本
館
跡
地
整
備
」

と 

「
歴
史
的
資
源
を
活
用
し
た
景
観
ま
ち

づ
く
り
事
業
」
の
２
項
目
を
調
査 

・
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　
下
呂
温
泉
の
玄
関
口
で
あ
る
駅
周
辺
整

備
と
跡
地
利
用
の
具
体
化
、
歴
史
的
景
観

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
着
実
な

推
進
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
意
見

を
反
映
す
べ
く
多
角
的
に
審
査
し
、
将
来

に
わ
た
る
下
呂
温
泉
街
の
魅
力
向
上
と
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
活
発
な

議
論
を
行
い
、
積
極
的
に
提
言
し
て
い
き

ま
す
。

委員長
中島ゆき子

副委員長
高 井 範 和

委　員
森 　 哲 士

中 島 達 也森 　 哲 士
議　長副議長

委　員
鷲 見 昌 己

委　員
大 西 尚 子

委　員
桂 川 融 己

委　員
下平裕次郎

委員長
田 中 喜 登

副委員長
加 藤 久 人

委　員
中 島 達 也

委　員
今 井 政 良

委　員
尾 里 集 務

委　員
田 口 琢 弥

委　員
桂川いずみ

民生教育まちづくり常任委員会

総務産業建設常任委員会

下呂市議会 新体制でスタート
　下呂温泉の宿泊者数
がコロナ前に戻ったと
聞いています。
　下呂市の牽引役を担
う観光業の活況は明る
い話題です。10月から
導入される宿泊税がイ
ンバウンド施策や市内
の広域観光など、さら
なる観光振興につなが
るよう議会として見守
りたいと考えます。
　また、議会は議会基本条例に基づき、市民の皆さま
のご意見を市政に反映するために委員会で議論を深
め、政策の立案、提言を行っていきたいと考えていま
す。そのために市民の皆さまとの意見交換会の開催や
直接声を届けていただける取り組みも行っています。
今後もさらに開かれた議会を目指します。また、議会
運営のデジタル化にも取り組んでいます。タブレット
端末によるペーパーレス化と共に議員間の情報共有や
日程調整を行っています。併せて、有事を想定したオ
ンライン会議の試行も始めました。新たな時代に対応
できる議会を目指します。

　このたび、副議長に就
任させていただきました。
　議会運営を円滑に進め
るための議長の補佐役で
あると同時に、議会内外
の調整や意見交換を大切
にするのが役割だと考えて
います。市民の皆さまから
いただいたご意見を元に
誠心誠意、職責を果たし
ていく所存です。 
　議会制民主主義に基づく
二元代表制の一翼を担う議
会として、是々非々の立場
で、チェックとバランスを堅持していく必要があると考えています。
　今年度から第三次総合計画が開始され、挑戦の年と位置
づけ、持続的な成長と市民の幸福の実現に向け、必要な政
策を進めていくための重要な一年となります。
　議会は市民の皆さまの意見を反映させ、地域の課題解決
に向けた重要な場であります。議員一人一人が互いを尊重し
あった上で意見を述べ、建設的な議論ができる環境づくりに
貢献したいと考えます。
　本市が活力ある持続可能なまち、選ばれるまちとして発展
して行くこと、また、議会運営において、どのような課題にも
真摯に取り組み、議会を運営し、今後、一層、市民の皆さ
まに信頼される議会であるよう、取り組んでいきます。
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け
た
研
究 

（
う

　 

回
路 

・
沿
道
伐
採
含
む
）

② 

観
光
商
工
分
野

 

・
下
呂
温
泉
街
以
外
の
地
域
の
現
状
調
査

 

・
宿
泊
税
に
関
す
る
調
査
研
究

③ 

農
林
業
分
野

 

・
中
山
間
地
域
の
農
業
の
活
性
化
に
関
す

　 

る
調
査
研
究

　
各
分
野
と
も
関
係
団
体
の
皆
さ
ま
と
の

意
見
交
換
を
積
極
的
に
行
い
、
課
題
解
決

に
向
け
現
状
を
正
し
く
把
握
す
る
こ
と
に

も
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
よ
り
さ
ら
に
一
歩
踏
み
込
ん

だ
、
よ
り
制
度
設
計
に
近
い
具
体
的
な
提

言
を
執
行
部
に
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

◆
予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
当
市
議
会
で
は
、
決
算
審
査
に
よ
っ
て

明
確
に
な
っ
た
課
題
等
を
そ
の
後
の
予
算

審
査
に
活
か
し
、
よ
り
良
い
政
策
に
結
び

つ
け
て
い
く
た
め
、
予
算
と
決
算
を
総
合

的 

・
一
体
的
に
審
査
す
る
体
制
と
し
て
、

「
予
算
決
算
常
任
委
員
会
」
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　
な
お
、
新
年
度
予
算
案
に
つ
い
て
は
、

各
事
業
の
妥
当
性 

・
有
効
性 

・
公
平
性

が
確
保
さ
れ
て
い
る
も
の
に
な
っ
て
い
る

か
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
反
映
し
、
市

の
諸
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
も
の
と
な

っ
て
い
る
か
な
ど
の
視
点
で
審
査
を
行
い

ま
す
。

　
併
せ
て
、
突
発
的
な
災
害
対
応
や
経
済

情
勢
の
変
化
等
に
対
応
す
る
た
め
の
補
正

予
算
案
に
つ
い
て
は
、
財
源
の
確
保
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
、
緊
急
性
を
要
す
る
も

の
か
な
ど
の
視
点
で
審
査
し
ま
す
。

　
ま
た
、
前
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
は
、

各
事
業
に
お
け
る
目
標
の
達
成
度
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
充
実
度
、
効
果
的 

・

効
率
的
な
予
算
執
行
が
な
さ
れ
て
い
る
か

な
ど
、
慎
重
に
審
査
し
、
そ
の
審
査
結
果

を
踏
ま
え
、
次
年
度
予
算
に
反
映
す
べ
く

政
策
提
言
へ
と
つ
な
げ
る
よ
う
努
め
て
い

き
ま
す
。

◆
議
会
運
営
委
員
会

　
定
例
会
と
臨
時
会
の
会
期
や
議
案
の
取

り
扱
い
な
ど
の
議
会
運
営
全
般
に
つ
い
て

協
議
し
、
意
見
調
整
を
行
い
ま
す
。
　
　

　
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ま
や
団
体
等
か
ら

の
請
願
や
要
望
の
取
り
扱
い
の
協
議
を
行

い
ま
す
。

◆
下
呂
温
泉
街
整
備
特
別
委
員
会

　
令
和
６
年
度
に
引
き
続
き 

「
下
呂
駅
お

よ
び
旧
下
呂
温
泉
病
院
本
館
跡
地
整
備
」

と 

「
歴
史
的
資
源
を
活
用
し
た
景
観
ま
ち

づ
く
り
事
業
」
の
２
項
目
を
調
査 

・
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　
下
呂
温
泉
の
玄
関
口
で
あ
る
駅
周
辺
整

備
と
跡
地
利
用
の
具
体
化
、
歴
史
的
景
観

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
着
実
な

推
進
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
意
見

を
反
映
す
べ
く
多
角
的
に
審
査
し
、
将
来

に
わ
た
る
下
呂
温
泉
街
の
魅
力
向
上
と
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
活
発
な

議
論
を
行
い
、
積
極
的
に
提
言
し
て
い
き

ま
す
。

委員長
中島ゆき子

副委員長
高 井 範 和
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委員長
田 中 喜 登

副委員長
加 藤 久 人

委　員
中 島 達 也

委　員
今 井 政 良

委　員
尾 里 集 務

委　員
田 口 琢 弥

委　員
桂川いずみ

民生教育まちづくり常任委員会

総務産業建設常任委員会

下呂市議会 新体制でスタート
　下呂温泉の宿泊者数
がコロナ前に戻ったと
聞いています。
　下呂市の牽引役を担
う観光業の活況は明る
い話題です。10月から
導入される宿泊税がイ
ンバウンド施策や市内
の広域観光など、さら
なる観光振興につなが
るよう議会として見守
りたいと考えます。
　また、議会は議会基本条例に基づき、市民の皆さま
のご意見を市政に反映するために委員会で議論を深
め、政策の立案、提言を行っていきたいと考えていま
す。そのために市民の皆さまとの意見交換会の開催や
直接声を届けていただける取り組みも行っています。
今後もさらに開かれた議会を目指します。また、議会
運営のデジタル化にも取り組んでいます。タブレット
端末によるペーパーレス化と共に議員間の情報共有や
日程調整を行っています。併せて、有事を想定したオ
ンライン会議の試行も始めました。新たな時代に対応
できる議会を目指します。

　このたび、副議長に就
任させていただきました。
　議会運営を円滑に進め
るための議長の補佐役で
あると同時に、議会内外
の調整や意見交換を大切
にするのが役割だと考えて
います。市民の皆さまから
いただいたご意見を元に
誠心誠意、職責を果たし
ていく所存です。 
　議会制民主主義に基づく
二元代表制の一翼を担う議
会として、是々非々の立場
で、チェックとバランスを堅持していく必要があると考えています。
　今年度から第三次総合計画が開始され、挑戦の年と位置
づけ、持続的な成長と市民の幸福の実現に向け、必要な政
策を進めていくための重要な一年となります。
　議会は市民の皆さまの意見を反映させ、地域の課題解決
に向けた重要な場であります。議員一人一人が互いを尊重し
あった上で意見を述べ、建設的な議論ができる環境づくりに
貢献したいと考えます。
　本市が活力ある持続可能なまち、選ばれるまちとして発展
して行くこと、また、議会運営において、どのような課題にも
真摯に取り組み、議会を運営し、今後、一層、市民の皆さ
まに信頼される議会であるよう、取り組んでいきます。
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取
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① 

危
機
管
理
分
野

 

・
国
土
強
靭
化
に
向
け
た
国 

・
県
の
動

　 

向
調
査

 

・
市
内
の
強
靭
化
に
向
け
た
研
究 

（
う

　 

回
路 

・
沿
道
伐
採
含
む
）

② 

観
光
商
工
分
野

 

・
下
呂
温
泉
街
以
外
の
地
域
の
現
状
調
査

 

・
宿
泊
税
に
関
す
る
調
査
研
究

③ 

農
林
業
分
野

 

・
中
山
間
地
域
の
農
業
の
活
性
化
に
関
す

　 

る
調
査
研
究

　
各
分
野
と
も
関
係
団
体
の
皆
さ
ま
と
の

意
見
交
換
を
積
極
的
に
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、
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解
決

に
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現
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を
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把
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も
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と
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ま
す
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を
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が
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で
は
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政
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、
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と
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的
に
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る
体
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と
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て
、

「
予
算
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算
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会
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を
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す
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な
お
、
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度
予
算
案
に
つ
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て
は
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各
事
業
の
妥
当
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有
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平
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が
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も
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の
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の
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を
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市

の
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の
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に
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が
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も
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と
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か
な
ど
の
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で
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。
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突
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な
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や
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の
変
化
等
に
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た
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の
補
正
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算
案
に
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は
、
財
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の
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ど
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る
か
、
緊
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性
を
要
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も

の
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ど
の
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で
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す
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ま
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、
前
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の
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算
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は
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事
業
に
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目
標
の
達
成
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、
市
民
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充
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度
、
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率
的
な
予
算
執
行
が
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か
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そ
の
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結
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の
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ど
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会
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全
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協
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し
、
意
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調
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を
行
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ま
す
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ま
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、
市
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皆
さ
ま
や
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体
等
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ら

の
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や
要
望
の
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の
協
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を
行
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す
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泉
街
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特
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令
和
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度
に
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続
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「
下
呂
駅
お

よ
び
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呂
温
泉
病
院
本
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跡
地
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備
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「
歴
史
的
資
源
を
活
用
し
た
景
観
ま
ち

づ
く
り
事
業
」
の
２
項
目
を
調
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検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　
下
呂
温
泉
の
玄
関
口
で
あ
る
駅
周
辺
整

備
と
跡
地
利
用
の
具
体
化
、
歴
史
的
景
観

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
着
実
な

推
進
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
意
見

を
反
映
す
べ
く
多
角
的
に
審
査
し
、
将
来

に
わ
た
る
下
呂
温
泉
街
の
魅
力
向
上
と
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
活
発
な
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を
行
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、
積
極
的
に
提
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て
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き

ま
す
。
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民生教育まちづくり常任委員会

総務産業建設常任委員会

下呂市議会 新体制でスタート
　下呂温泉の宿泊者数
がコロナ前に戻ったと
聞いています。
　下呂市の牽引役を担
う観光業の活況は明る
い話題です。10月から
導入される宿泊税がイ
ンバウンド施策や市内
の広域観光など、さら
なる観光振興につなが
るよう議会として見守
りたいと考えます。
　また、議会は議会基本条例に基づき、市民の皆さま
のご意見を市政に反映するために委員会で議論を深
め、政策の立案、提言を行っていきたいと考えていま
す。そのために市民の皆さまとの意見交換会の開催や
直接声を届けていただける取り組みも行っています。
今後もさらに開かれた議会を目指します。また、議会
運営のデジタル化にも取り組んでいます。タブレット
端末によるペーパーレス化と共に議員間の情報共有や
日程調整を行っています。併せて、有事を想定したオ
ンライン会議の試行も始めました。新たな時代に対応
できる議会を目指します。

　このたび、副議長に就
任させていただきました。
　議会運営を円滑に進め
るための議長の補佐役で
あると同時に、議会内外
の調整や意見交換を大切
にするのが役割だと考えて
います。市民の皆さまから
いただいたご意見を元に
誠心誠意、職責を果たし
ていく所存です。 
　議会制民主主義に基づく
二元代表制の一翼を担う議
会として、是々非々の立場
で、チェックとバランスを堅持していく必要があると考えています。
　今年度から第三次総合計画が開始され、挑戦の年と位置
づけ、持続的な成長と市民の幸福の実現に向け、必要な政
策を進めていくための重要な一年となります。
　議会は市民の皆さまの意見を反映させ、地域の課題解決
に向けた重要な場であります。議員一人一人が互いを尊重し
あった上で意見を述べ、建設的な議論ができる環境づくりに
貢献したいと考えます。
　本市が活力ある持続可能なまち、選ばれるまちとして発展
して行くこと、また、議会運営において、どのような課題にも
真摯に取り組み、議会を運営し、今後、一層、市民の皆さ
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各
委
員
会
の

         

活
動
方
針

各
委
員
会
の

         

活
動
方
針

◆
民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

　
今
年
度
、特
に
取
り
組
む
活
動
と
し
て
、

政
策
提
言
に
向
け
た
次
の
３
点
に
つ
い
て

調
査
研
究
を
し
て
い
き
ま
す
。

① 

安
心
で
き
る
地
域
医
療
に
つ
い
て

　
高
齢
化
が
進
む
下
呂
市
に
お
い
て
、
安

心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
医
療

体
制
の
確
保
、
医
療
人
材
の
育
成
に
つ
い

て
の
調
査
研
究
。

② 

廃
棄
物
処
理
に
つ
い
て

　
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
等
を
調
査
研
究

し
、
約
20
年
後
の
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

建
設
を
見
据
え
た
事
業
の
あ
り
方
を
協

議
。

③ 

移
住
定
住
に
つ
い
て

　
空
き
家
の
活
用
、
女
性
が
活
躍
す
る
魅

力
あ
る
地
域
づ
く
り
等
、
多
岐
に
わ
た
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
。

　
ま
た
、
昨
年
12
月
に
市
長
に
提
出
し
た

政
策
提
言
へ
の
市
の
対
応
策
に
つ
い
て

も
、
事
業
の
進
捗
状
況
を
確
認
し
て
い
き

ま
す
。

◆
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
今
年
度
は
特
に
次
の
３
分
野
を
調
査
研

究
対
象
と
し
、集
中
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

① 

危
機
管
理
分
野

 

・
国
土
強
靭
化
に
向
け
た
国 

・
県
の
動

　 

向
調
査

 

・
市
内
の
強
靭
化
に
向
け
た
研
究 

（
う

　 

回
路 

・
沿
道
伐
採
含
む
）

② 

観
光
商
工
分
野

 

・
下
呂
温
泉
街
以
外
の
地
域
の
現
状
調
査

 
・
宿
泊
税
に
関
す
る
調
査
研
究

③ 
農
林
業
分
野

 

・
中
山
間
地
域
の
農
業
の
活
性
化
に
関
す

　 

る
調
査
研
究

　
各
分
野
と
も
関
係
団
体
の
皆
さ
ま
と
の

意
見
交
換
を
積
極
的
に
行
い
、
課
題
解
決

に
向
け
現
状
を
正
し
く
把
握
す
る
こ
と
に

も
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
よ
り
さ
ら
に
一
歩
踏
み
込
ん

だ
、
よ
り
制
度
設
計
に
近
い
具
体
的
な
提

言
を
執
行
部
に
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

◆
予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
当
市
議
会
で
は
、
決
算
審
査
に
よ
っ
て

明
確
に
な
っ
た
課
題
等
を
そ
の
後
の
予
算

審
査
に
活
か
し
、
よ
り
良
い
政
策
に
結
び

つ
け
て
い
く
た
め
、
予
算
と
決
算
を
総
合

的 

・
一
体
的
に
審
査
す
る
体
制
と
し
て
、

「
予
算
決
算
常
任
委
員
会
」
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　
な
お
、
新
年
度
予
算
案
に
つ
い
て
は
、

各
事
業
の
妥
当
性 

・
有
効
性 

・
公
平
性

が
確
保
さ
れ
て
い
る
も
の
に
な
っ
て
い
る

か
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
反
映
し
、
市

の
諸
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
も
の
と
な

っ
て
い
る
か
な
ど
の
視
点
で
審
査
を
行
い

ま
す
。

　
併
せ
て
、
突
発
的
な
災
害
対
応
や
経
済

情
勢
の
変
化
等
に
対
応
す
る
た
め
の
補
正

予
算
案
に
つ
い
て
は
、
財
源
の
確
保
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
、
緊
急
性
を
要
す
る
も

の
か
な
ど
の
視
点
で
審
査
し
ま
す
。

　
ま
た
、
前
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
は
、

各
事
業
に
お
け
る
目
標
の
達
成
度
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
充
実
度
、
効
果
的 

・

効
率
的
な
予
算
執
行
が
な
さ
れ
て
い
る
か

な
ど
、
慎
重
に
審
査
し
、
そ
の
審
査
結
果

を
踏
ま
え
、
次
年
度
予
算
に
反
映
す
べ
く

政
策
提
言
へ
と
つ
な
げ
る
よ
う
努
め
て
い

き
ま
す
。

◆
議
会
運
営
委
員
会

　
定
例
会
と
臨
時
会
の
会
期
や
議
案
の
取

り
扱
い
な
ど
の
議
会
運
営
全
般
に
つ
い
て

協
議
し
、
意
見
調
整
を
行
い
ま
す
。
　
　

　
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ま
や
団
体
等
か
ら

の
請
願
や
要
望
の
取
り
扱
い
の
協
議
を
行

い
ま
す
。

◆
下
呂
温
泉
街
整
備
特
別
委
員
会

　
令
和
６
年
度
に
引
き
続
き 

「
下
呂
駅
お

よ
び
旧
下
呂
温
泉
病
院
本
館
跡
地
整
備
」

と 

「
歴
史
的
資
源
を
活
用
し
た
景
観
ま
ち

づ
く
り
事
業
」
の
２
項
目
を
調
査 

・
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　
下
呂
温
泉
の
玄
関
口
で
あ
る
駅
周
辺
整

備
と
跡
地
利
用
の
具
体
化
、
歴
史
的
景
観

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
着
実
な

推
進
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
意
見

を
反
映
す
べ
く
多
角
的
に
審
査
し
、
将
来

に
わ
た
る
下
呂
温
泉
街
の
魅
力
向
上
と
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
活
発
な

議
論
を
行
い
、
積
極
的
に
提
言
し
て
い
き

ま
す
。

委員長
中島ゆき子

副委員長
高 井 範 和

委　員
森 　 哲 士

中 島 達 也森 　 哲 士
議　長副議長

委　員
鷲 見 昌 己

委　員
大 西 尚 子

委　員
桂 川 融 己

委　員
下平裕次郎

委員長
田 中 喜 登

副委員長
加 藤 久 人

委　員
中 島 達 也

委　員
今 井 政 良

委　員
尾 里 集 務

委　員
田 口 琢 弥

委　員
桂川いずみ

民生教育まちづくり常任委員会

総務産業建設常任委員会

下呂市議会 新体制でスタート
　下呂温泉の宿泊者数
がコロナ前に戻ったと
聞いています。
　下呂市の牽引役を担
う観光業の活況は明る
い話題です。10月から
導入される宿泊税がイ
ンバウンド施策や市内
の広域観光など、さら
なる観光振興につなが
るよう議会として見守
りたいと考えます。
　また、議会は議会基本条例に基づき、市民の皆さま
のご意見を市政に反映するために委員会で議論を深
め、政策の立案、提言を行っていきたいと考えていま
す。そのために市民の皆さまとの意見交換会の開催や
直接声を届けていただける取り組みも行っています。
今後もさらに開かれた議会を目指します。また、議会
運営のデジタル化にも取り組んでいます。タブレット
端末によるペーパーレス化と共に議員間の情報共有や
日程調整を行っています。併せて、有事を想定したオ
ンライン会議の試行も始めました。新たな時代に対応
できる議会を目指します。

　このたび、副議長に就
任させていただきました。
　議会運営を円滑に進め
るための議長の補佐役で
あると同時に、議会内外
の調整や意見交換を大切
にするのが役割だと考えて
います。市民の皆さまから
いただいたご意見を元に
誠心誠意、職責を果たし
ていく所存です。 
　議会制民主主義に基づく
二元代表制の一翼を担う議
会として、是々非々の立場
で、チェックとバランスを堅持していく必要があると考えています。
　今年度から第三次総合計画が開始され、挑戦の年と位置
づけ、持続的な成長と市民の幸福の実現に向け、必要な政
策を進めていくための重要な一年となります。
　議会は市民の皆さまの意見を反映させ、地域の課題解決
に向けた重要な場であります。議員一人一人が互いを尊重し
あった上で意見を述べ、建設的な議論ができる環境づくりに
貢献したいと考えます。
　本市が活力ある持続可能なまち、選ばれるまちとして発展
して行くこと、また、議会運営において、どのような課題にも
真摯に取り組み、議会を運営し、今後、一層、市民の皆さ
まに信頼される議会であるよう、取り組んでいきます。
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◆
濃
飛
横
断
道・リ
ニ
ア
特
別
委
員
会

　
濃
飛
横
断
自
動
車
道
は
、
郡
上
市
八
幡

町
か
ら
下
呂
市
を
経
由
し
中
津
川
市
へ
至

る
全
長
約
80
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
高
規
格
道

路
で
、
中
央
自
動
車
道
と
東
海
北
陸
自
動

車
道
を
結
ぶ
重
要
路
線
で
す
。
高
速
道
路

の
空
白
地
帯
で
あ
る
下
呂
市
を
補
完
し
、

地
域
間
連
携
や
県
土
の
強
靭
化
に
資
す
る

路
線
と
し
て
、
１
９
９
４
年
12
月
16
日
に

計
画
路
線
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
、

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線 

・
岐
阜
県
駅 
（
中
津

川
市
）へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
に
も
寄
与
し
、

そ
の
効
果
を
県
全
域
へ
波
及
さ
せ
る
役
割

も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
下
呂
市
〜
中
津
川
市
間
は
依

然
と
し
て
計
画
段
階
に
と
ど
ま
り
、
国
道

２
５
７
号
の
一
部
改
良
が
示
さ
れ
て
は
い

る
も
の
の
、「
下
呂
工
区
」
の
整
備
は
未

着
手
の
ま
ま
で
す
。

　
昨
年
度
は
下
呂
市 

・
中
津
川
市 

・
郡

上
市 

・
東
白
川
村
の
３
市
１
村
に
よ
る
合

同
会
議
単
独
で
の
要
望
活
動
を
行
う
な

ど
、
積
極
的
に
働
き
か
け
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
市
民
と
の
意
見
交
換
や
議

会
内
で
の
共
有
、
期
成
同
盟
会
と
の
連
携

を
さ
ら
に
深
め
、「
オ
ー
ル
下
呂
」
の
体

制
で
気
運
を
高
め
つ
つ
、
下
呂
〜
中
津
川

間
を
30
分
で
つ
な
ぐ
自
動
車
専
用
道
路
の

早
期
全
線
開
通
に
向
け
、
国
や
県
へ
の
継

続
的
な
要
望
活
動
と
と
も
に
、
地
域
一
体

と
な
っ
た
世
論
の
醸
成
と
合
意
形
成
を
図

り
な
が
ら
、
実
現
に
向
け
た
機
運
を
高
め

て
い
き
ま
す
。

◆
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　当
市
議
会
で
は
、
議
会
お
よ
び
議
員
の

役
割
と
責
任
を
明
確
に
し
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
負
託
に
応
え
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、「
議
会
基
本
条
例
」
を
制
定
し
て
い

ま
す
。
こ
の
条
例
に
基
づ
き
、
市
民
主
権

に
根
ざ
し
た
主
体
的
な
議
会
活
動
を
は
じ

め
、
市
民
に
開
か
れ
参
加
を
促
す
仕
組
み

の
整
備
、
執
行
機
関
と
の
政
策
競
争
の
姿

勢
の
確
立
、
議
員
間
討
議
を
重
視
し
た
活

発
な
議
論
の
展
開
、
議
員
の
資
質
向
上
に

よ
る
議
会
機
能
の
強
化
、
さ
ら
に
は
条
例

運
用
状
況
の
検
証
と
必
要
な
見
直
し
な
ど

に
着
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　今
年
度
は
、
開
か
れ
た
議
会
の
実
現
に

向
け
て
、
広
報 

・
広
聴
活
動
の
さ
ら
な
る

充
実
、
議
員
の
資
質
向
上
に
資
す
る
政
治

倫
理
規
定
の
確
立
、
市
民
に
と
っ
て
わ
か

り
や
す
い
一
般
質
問
の
工
夫
、
多
様
な
人

材
が
参
画
し
や
す
く
な
る
よ
う
、
選
挙
時

の
負
担
軽
減
に
資
す
る
選
挙
公
営
制
度
の

拡
充
な
ど
を
重
点
的
に
進
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
議
員
個
々
の
活
動
に
と
ど
ま

ら
ず
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

課
題
や
問
題
意
識
は
議
会
全
体
で
共
有

し
、
議
会
と
し
て
の
総
合
力
を
も
っ
て
応

え
て
い
け
る
よ
う
体
制
の
強
化
に
も
努
め

て
い
き
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
に

真
摯
に
耳
を
傾
け
、
信
頼
さ
れ
る
議
会
、

そ
し
て
市
民
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
い
、
と

も
に
未
来
を
築
く
議
会
を
目
指
し
ま
す
。

◆
広
報
広
聴
特
別
委
員
会

　「
議
会
っ
て
、
な
ん
だ
か
難
し
い
」「
何

を
し
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
」 

　
そ
ん
な
声
を
少
し
で
も
減
ら
し
た
い
。

広
報
広
聴
特
別
委
員
会
で
は
、「
わ
か
り

や
す
さ
」
を
大
切
に
、
親
し
み
や
す
く
参

加
し
や
す
い
広
報 

・
広
聴
の
あ
り
方
を
考

え
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ま
に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
身
近
に
議
会
を

感
じ
て
も
ら
え
る
窓
口
、
そ
れ
が
広
報
広

聴
の
役
割
で
す
。

　
年
４
回
発
行
の 

『
議
会
だ
よ
り
』
で
は
、

議
会
で
ど
ん
な
話
し
合
い
が
あ
っ
た
の
か
、

ま
ち
の
こ
れ
か
ら
に
関
わ
る
動
き
な
ど
を
、

で
き
る
だ
け
わ
か
り
や
す
く
お
届
け
し
ま

す
。
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
の
動
画
配
信
や
、
ス

マ
ホ
か
ら
見
ら
れ
る
二
次
元
コ
ー
ド
な
ど
も

活
用
し
、
気
軽
に
議
会
に
触
れ
て
い
た
だ

け
る
工
夫
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
議
会
か
ら
も
積
極
的
に
テ

ー
マ
を
投
げ
か
け
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
地

域
の
課
題
を
一
緒
に
考
え
る
、
そ
ん
な
双
方

向
の
場
を
少
し
ず
つ
広
げ
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
も

議
会
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
学
校
と
の
連
携
や
出
前
授
業
な
ど
に

つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　「
伝
え
る
」
だ
け
で
な
く 

「
声
を
聞
く
」

こ
と
を
大
切
に
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
て
一
歩
ず
つ
進
め
て
い
き
ま
す
。

委
員
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー

◆
予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
田
口
　
琢
弥
（
委
員
長
）

　
尾
里
　
集
務
（
副
委
員
長
）

　
他
、
議
長
を
除
く
全
議
員

◆
議
会
運
営
委
員
会

　
今
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上程議案と審議結果
○全会一致で可決した議案【市長提出議案】

議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

4月臨時会の報告
　４月30日、令和７年第３回下呂市議会臨時会を開催し、専決処分された条例改正の承認、教育委員会委員の任命の同意、定額
減税補足給付金事業等に係る一般会計補正予算について可決しました。
　また、議長選挙、副議長選挙を行い、議長に中島達也議員、副議長に森哲士議員が選出されました。この他、常任委員会、議
会運営委員会、特別委員会の委員の選任などを行いました。

★各上程議案の詳細は、下呂市ホー
ムページをご覧ください。
　（右の二次元コードを読み取ると
ホームページが閲覧できます）

専決処分の承認について（下呂市税条例及び下呂市宿泊税条例の一部を改正する条例）

下呂市教育委員会委員の任命について

令和７年度下呂市一般会計補正予算（第１号）

―

―

―

議案審議の詳細
令和７年４月30日
（臨時会本会議）

★４月臨時会の議案の提案説明から採決までの映像を
　動画共有サービス「YouTube」にて視聴できます。

○賛否が分かれた議案【市長提出議案】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○…賛成　×…反対
議　　　員　　　名

審議結果付　託
委員会

議　　　案　　　名

専決処分の承認について（下呂市国民健康保険税条例の
一部を改正する条例）
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平
裕
次
郎

中
島
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也

承認（全会一致）

同意（全会一致）

可決（全会一致）

6月定例会の報告
　６月６日から６月27日までの22日間において、令和７年第４回下呂市議会定例会を開催しました。
　初日には、大阪・関西万博「岐阜県の日」出演団体支援に係る補正予算の専決処分の承認、小中学校で使用するタブレット端末
の更新に係る財産の取得、国民健康保険事業におけるシステム改修に係る補
正予算について可決しました。
　また、最終日には、条例改正、各種計画の変更・策定、消防車両に係る
財産の取得、一般会計・特別会計に係る補正予算などについて可決しました。

★各上程議案の詳細は、下呂市ホー
ムページをご覧ください。
　（右の二次元コードを読み取ると
ホームページが閲覧できます）

上程議案と審議結果
○全会一致で可決した議案【市長提出議案】

議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

※付託委員会略称
　まちづくり：民生教育まちづくり常任委員会
　予 算 決 算：予算決算常任委員会

専決処分の承認について（令和７年度下呂市一般会計補正予算（第２号）)

財産の取得について

令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第１号）

―

―

―

承認（全会一致）

可　決
（全会一致）

承　認
（賛成多数）

５　　下呂市議会だより 2025.8 No.85 下呂市議会だより 2025.8 No.85　　４
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濃
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横
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自
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車
道
は
、
郡
上
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八
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町
か
ら
下
呂
市
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経
由
し
中
津
川
市
へ
至

る
全
長
約
80
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
高
規
格
道

路
で
、
中
央
自
動
車
道
と
東
海
北
陸
自
動

車
道
を
結
ぶ
重
要
路
線
で
す
。
高
速
道
路

の
空
白
地
帯
で
あ
る
下
呂
市
を
補
完
し
、

地
域
間
連
携
や
県
土
の
強
靭
化
に
資
す
る

路
線
と
し
て
、
１
９
９
４
年
12
月
16
日
に

計
画
路
線
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
、

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線 

・
岐
阜
県
駅 

（
中
津

川
市
）へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
に
も
寄
与
し
、

そ
の
効
果
を
県
全
域
へ
波
及
さ
せ
る
役
割

も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
下
呂
市
〜
中
津
川
市
間
は
依

然
と
し
て
計
画
段
階
に
と
ど
ま
り
、
国
道

２
５
７
号
の
一
部
改
良
が
示
さ
れ
て
は
い

る
も
の
の
、「
下
呂
工
区
」
の
整
備
は
未

着
手
の
ま
ま
で
す
。

　
昨
年
度
は
下
呂
市 

・
中
津
川
市 

・
郡

上
市 

・
東
白
川
村
の
３
市
１
村
に
よ
る
合

同
会
議
単
独
で
の
要
望
活
動
を
行
う
な

ど
、
積
極
的
に
働
き
か
け
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
市
民
と
の
意
見
交
換
や
議

会
内
で
の
共
有
、
期
成
同
盟
会
と
の
連
携

を
さ
ら
に
深
め
、「
オ
ー
ル
下
呂
」
の
体

制
で
気
運
を
高
め
つ
つ
、
下
呂
〜
中
津
川

間
を
30
分
で
つ
な
ぐ
自
動
車
専
用
道
路
の

早
期
全
線
開
通
に
向
け
、
国
や
県
へ
の
継

続
的
な
要
望
活
動
と
と
も
に
、
地
域
一
体

と
な
っ
た
世
論
の
醸
成
と
合
意
形
成
を
図

り
な
が
ら
、
実
現
に
向
け
た
機
運
を
高
め

て
い
き
ま
す
。

◆
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　当
市
議
会
で
は
、
議
会
お
よ
び
議
員
の

役
割
と
責
任
を
明
確
に
し
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
負
託
に
応
え
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、「
議
会
基
本
条
例
」
を
制
定
し
て
い

ま
す
。
こ
の
条
例
に
基
づ
き
、
市
民
主
権

に
根
ざ
し
た
主
体
的
な
議
会
活
動
を
は
じ

め
、
市
民
に
開
か
れ
参
加
を
促
す
仕
組
み

の
整
備
、
執
行
機
関
と
の
政
策
競
争
の
姿

勢
の
確
立
、
議
員
間
討
議
を
重
視
し
た
活

発
な
議
論
の
展
開
、
議
員
の
資
質
向
上
に

よ
る
議
会
機
能
の
強
化
、
さ
ら
に
は
条
例

運
用
状
況
の
検
証
と
必
要
な
見
直
し
な
ど

に
着
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　今
年
度
は
、
開
か
れ
た
議
会
の
実
現
に

向
け
て
、
広
報 

・
広
聴
活
動
の
さ
ら
な
る

充
実
、
議
員
の
資
質
向
上
に
資
す
る
政
治

倫
理
規
定
の
確
立
、
市
民
に
と
っ
て
わ
か

り
や
す
い
一
般
質
問
の
工
夫
、
多
様
な
人

材
が
参
画
し
や
す
く
な
る
よ
う
、
選
挙
時

の
負
担
軽
減
に
資
す
る
選
挙
公
営
制
度
の

拡
充
な
ど
を
重
点
的
に
進
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
議
員
個
々
の
活
動
に
と
ど
ま

ら
ず
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

課
題
や
問
題
意
識
は
議
会
全
体
で
共
有

し
、
議
会
と
し
て
の
総
合
力
を
も
っ
て
応

え
て
い
け
る
よ
う
体
制
の
強
化
に
も
努
め

て
い
き
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
に

真
摯
に
耳
を
傾
け
、
信
頼
さ
れ
る
議
会
、

そ
し
て
市
民
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
い
、
と

も
に
未
来
を
築
く
議
会
を
目
指
し
ま
す
。

◆
広
報
広
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別
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員
会

　「
議
会
っ
て
、
な
ん
だ
か
難
し
い
」「
何

を
し
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
」 

　
そ
ん
な
声
を
少
し
で
も
減
ら
し
た
い
。

広
報
広
聴
特
別
委
員
会
で
は
、「
わ
か
り

や
す
さ
」
を
大
切
に
、
親
し
み
や
す
く
参

加
し
や
す
い
広
報 

・
広
聴
の
あ
り
方
を
考

え
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ま
に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
身
近
に
議
会
を

感
じ
て
も
ら
え
る
窓
口
、
そ
れ
が
広
報
広

聴
の
役
割
で
す
。

　
年
４
回
発
行
の 
『
議
会
だ
よ
り
』
で
は
、

議
会
で
ど
ん
な
話
し
合
い
が
あ
っ
た
の
か
、

ま
ち
の
こ
れ
か
ら
に
関
わ
る
動
き
な
ど
を
、

で
き
る
だ
け
わ
か
り
や
す
く
お
届
け
し
ま

す
。
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
の
動
画
配
信
や
、
ス

マ
ホ
か
ら
見
ら
れ
る
二
次
元
コ
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ド
な
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も

活
用
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、
気
軽
に
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触
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い
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だ

け
る
工
夫
を
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け
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
議
会
か
ら
も
積
極
的
に
テ

ー
マ
を
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け
、
市
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の
皆
さ
ま
と
地

域
の
課
題
を
一
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に
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え
る
、
そ
ん
な
双
方

向
の
場
を
少
し
ず
つ
広
げ
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
ま
す
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ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
も

議
会
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
学
校
と
の
連
携
や
出
前
授
業
な
ど
に

つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　「
伝
え
る
」
だ
け
で
な
く 

「
声
を
聞
く
」

こ
と
を
大
切
に
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
て
一
歩
ず
つ
進
め
て
い
き
ま
す
。
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★各上程議案の詳細は、下呂市ホー
ムページをご覧ください。
　（右の二次元コードを読み取ると
ホームページが閲覧できます）

上程議案と審議結果
○全会一致で可決した議案【市長提出議案】

議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

※付託委員会略称
　まちづくり：民生教育まちづくり常任委員会
　予 算 決 算：予算決算常任委員会

専決処分の承認について（令和７年度下呂市一般会計補正予算（第２号）)

財産の取得について

令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第１号）

―

―

―

承認（全会一致）

可　決
（全会一致）

承　認
（賛成多数）
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◆
濃
飛
横
断
道・リ
ニ
ア
特
別
委
員
会

　
濃
飛
横
断
自
動
車
道
は
、
郡
上
市
八
幡

町
か
ら
下
呂
市
を
経
由
し
中
津
川
市
へ
至

る
全
長
約
80
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
高
規
格
道

路
で
、
中
央
自
動
車
道
と
東
海
北
陸
自
動

車
道
を
結
ぶ
重
要
路
線
で
す
。
高
速
道
路

の
空
白
地
帯
で
あ
る
下
呂
市
を
補
完
し
、

地
域
間
連
携
や
県
土
の
強
靭
化
に
資
す
る

路
線
と
し
て
、
１
９
９
４
年
12
月
16
日
に

計
画
路
線
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
、

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線 

・
岐
阜
県
駅 

（
中
津

川
市
）へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
に
も
寄
与
し
、

そ
の
効
果
を
県
全
域
へ
波
及
さ
せ
る
役
割

も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
下
呂
市
〜
中
津
川
市
間
は
依

然
と
し
て
計
画
段
階
に
と
ど
ま
り
、
国
道

２
５
７
号
の
一
部
改
良
が
示
さ
れ
て
は
い

る
も
の
の
、「
下
呂
工
区
」
の
整
備
は
未

着
手
の
ま
ま
で
す
。

　
昨
年
度
は
下
呂
市 

・
中
津
川
市 

・
郡

上
市 

・
東
白
川
村
の
３
市
１
村
に
よ
る
合

同
会
議
単
独
で
の
要
望
活
動
を
行
う
な

ど
、
積
極
的
に
働
き
か
け
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
市
民
と
の
意
見
交
換
や
議

会
内
で
の
共
有
、
期
成
同
盟
会
と
の
連
携

を
さ
ら
に
深
め
、「
オ
ー
ル
下
呂
」
の
体

制
で
気
運
を
高
め
つ
つ
、
下
呂
〜
中
津
川

間
を
30
分
で
つ
な
ぐ
自
動
車
専
用
道
路
の

早
期
全
線
開
通
に
向
け
、
国
や
県
へ
の
継

続
的
な
要
望
活
動
と
と
も
に
、
地
域
一
体

と
な
っ
た
世
論
の
醸
成
と
合
意
形
成
を
図

り
な
が
ら
、
実
現
に
向
け
た
機
運
を
高
め

て
い
き
ま
す
。

◆
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　当
市
議
会
で
は
、
議
会
お
よ
び
議
員
の

役
割
と
責
任
を
明
確
に
し
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
負
託
に
応
え
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、「
議
会
基
本
条
例
」
を
制
定
し
て
い

ま
す
。
こ
の
条
例
に
基
づ
き
、
市
民
主
権

に
根
ざ
し
た
主
体
的
な
議
会
活
動
を
は
じ

め
、
市
民
に
開
か
れ
参
加
を
促
す
仕
組
み

の
整
備
、
執
行
機
関
と
の
政
策
競
争
の
姿

勢
の
確
立
、
議
員
間
討
議
を
重
視
し
た
活

発
な
議
論
の
展
開
、
議
員
の
資
質
向
上
に

よ
る
議
会
機
能
の
強
化
、
さ
ら
に
は
条
例

運
用
状
況
の
検
証
と
必
要
な
見
直
し
な
ど

に
着
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　今
年
度
は
、
開
か
れ
た
議
会
の
実
現
に

向
け
て
、
広
報 

・
広
聴
活
動
の
さ
ら
な
る

充
実
、
議
員
の
資
質
向
上
に
資
す
る
政
治

倫
理
規
定
の
確
立
、
市
民
に
と
っ
て
わ
か

り
や
す
い
一
般
質
問
の
工
夫
、
多
様
な
人

材
が
参
画
し
や
す
く
な
る
よ
う
、
選
挙
時

の
負
担
軽
減
に
資
す
る
選
挙
公
営
制
度
の

拡
充
な
ど
を
重
点
的
に
進
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
議
員
個
々
の
活
動
に
と
ど
ま

ら
ず
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

課
題
や
問
題
意
識
は
議
会
全
体
で
共
有

し
、
議
会
と
し
て
の
総
合
力
を
も
っ
て
応

え
て
い
け
る
よ
う
体
制
の
強
化
に
も
努
め

て
い
き
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
に

真
摯
に
耳
を
傾
け
、
信
頼
さ
れ
る
議
会
、

そ
し
て
市
民
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
い
、
と

も
に
未
来
を
築
く
議
会
を
目
指
し
ま
す
。

◆
広
報
広
聴
特
別
委
員
会

　「
議
会
っ
て
、
な
ん
だ
か
難
し
い
」「
何

を
し
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
」 

　
そ
ん
な
声
を
少
し
で
も
減
ら
し
た
い
。

広
報
広
聴
特
別
委
員
会
で
は
、「
わ
か
り

や
す
さ
」
を
大
切
に
、
親
し
み
や
す
く
参

加
し
や
す
い
広
報 

・
広
聴
の
あ
り
方
を
考

え
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ま
に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
身
近
に
議
会
を

感
じ
て
も
ら
え
る
窓
口
、
そ
れ
が
広
報
広

聴
の
役
割
で
す
。

　
年
４
回
発
行
の 

『
議
会
だ
よ
り
』
で
は
、

議
会
で
ど
ん
な
話
し
合
い
が
あ
っ
た
の
か
、

ま
ち
の
こ
れ
か
ら
に
関
わ
る
動
き
な
ど
を
、

で
き
る
だ
け
わ
か
り
や
す
く
お
届
け
し
ま

す
。
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
の
動
画
配
信
や
、
ス

マ
ホ
か
ら
見
ら
れ
る
二
次
元
コ
ー
ド
な
ど
も

活
用
し
、
気
軽
に
議
会
に
触
れ
て
い
た
だ

け
る
工
夫
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
議
会
か
ら
も
積
極
的
に
テ

ー
マ
を
投
げ
か
け
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
地

域
の
課
題
を
一
緒
に
考
え
る
、
そ
ん
な
双
方

向
の
場
を
少
し
ず
つ
広
げ
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
も

議
会
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
学
校
と
の
連
携
や
出
前
授
業
な
ど
に

つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　「
伝
え
る
」
だ
け
で
な
く 

「
声
を
聞
く
」

こ
と
を
大
切
に
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
て
一
歩
ず
つ
進
め
て
い
き
ま
す
。

委
員
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
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今
井
　
政
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桂
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（
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）

　
森
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中
　
喜
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中
島
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上程議案と審議結果
○全会一致で可決した議案【市長提出議案】

議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

4月臨時会の報告
　４月30日、令和７年第３回下呂市議会臨時会を開催し、専決処分された条例改正の承認、教育委員会委員の任命の同意、定額
減税補足給付金事業等に係る一般会計補正予算について可決しました。
　また、議長選挙、副議長選挙を行い、議長に中島達也議員、副議長に森哲士議員が選出されました。この他、常任委員会、議
会運営委員会、特別委員会の委員の選任などを行いました。

★各上程議案の詳細は、下呂市ホー
ムページをご覧ください。
　（右の二次元コードを読み取ると
ホームページが閲覧できます）

専決処分の承認について（下呂市税条例及び下呂市宿泊税条例の一部を改正する条例）

下呂市教育委員会委員の任命について

令和７年度下呂市一般会計補正予算（第１号）

―

―

―

議案審議の詳細
令和７年４月30日
（臨時会本会議）

★４月臨時会の議案の提案説明から採決までの映像を
　動画共有サービス「YouTube」にて視聴できます。

○賛否が分かれた議案【市長提出議案】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○…賛成　×…反対
議　　　員　　　名

審議結果付　託
委員会

議　　　案　　　名

専決処分の承認について（下呂市国民健康保険税条例の
一部を改正する条例）

○○○○ ○○○○○×○○ ○ ―
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可決（全会一致）

6月定例会の報告
　６月６日から６月27日までの22日間において、令和７年第４回下呂市議会定例会を開催しました。
　初日には、大阪・関西万博「岐阜県の日」出演団体支援に係る補正予算の専決処分の承認、小中学校で使用するタブレット端末
の更新に係る財産の取得、国民健康保険事業におけるシステム改修に係る補
正予算について可決しました。
　また、最終日には、条例改正、各種計画の変更・策定、消防車両に係る
財産の取得、一般会計・特別会計に係る補正予算などについて可決しました。

★各上程議案の詳細は、下呂市ホー
ムページをご覧ください。
　（右の二次元コードを読み取ると
ホームページが閲覧できます）

上程議案と審議結果
○全会一致で可決した議案【市長提出議案】

議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

※付託委員会略称
　まちづくり：民生教育まちづくり常任委員会
　予 算 決 算：予算決算常任委員会

専決処分の承認について（令和７年度下呂市一般会計補正予算（第２号）)

財産の取得について

令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第１号）

―

―

―

承認（全会一致）
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（全会一致）
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な
議
論
の
展
開
、
議
員
の
資
質
向
上
に

よ
る
議
会
機
能
の
強
化
、
さ
ら
に
は
条
例

運
用
状
況
の
検
証
と
必
要
な
見
直
し
な
ど

に
着
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　今
年
度
は
、
開
か
れ
た
議
会
の
実
現
に

向
け
て
、
広
報 

・
広
聴
活
動
の
さ
ら
な
る

充
実
、
議
員
の
資
質
向
上
に
資
す
る
政
治

倫
理
規
定
の
確
立
、
市
民
に
と
っ
て
わ
か

り
や
す
い
一
般
質
問
の
工
夫
、
多
様
な
人

材
が
参
画
し
や
す
く
な
る
よ
う
、
選
挙
時

の
負
担
軽
減
に
資
す
る
選
挙
公
営
制
度
の

拡
充
な
ど
を
重
点
的
に
進
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
議
員
個
々
の
活
動
に
と
ど
ま

ら
ず
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

課
題
や
問
題
意
識
は
議
会
全
体
で
共
有

し
、
議
会
と
し
て
の
総
合
力
を
も
っ
て
応

え
て
い
け
る
よ
う
体
制
の
強
化
に
も
努
め

て
い
き
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
に

真
摯
に
耳
を
傾
け
、
信
頼
さ
れ
る
議
会
、

そ
し
て
市
民
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
い
、
と

も
に
未
来
を
築
く
議
会
を
目
指
し
ま
す
。

◆
広
報
広
聴
特
別
委
員
会

　「
議
会
っ
て
、
な
ん
だ
か
難
し
い
」「
何

を
し
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
」 

　
そ
ん
な
声
を
少
し
で
も
減
ら
し
た
い
。

広
報
広
聴
特
別
委
員
会
で
は
、「
わ
か
り

や
す
さ
」
を
大
切
に
、
親
し
み
や
す
く
参

加
し
や
す
い
広
報 

・
広
聴
の
あ
り
方
を
考

え
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ま
に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
身
近
に
議
会
を

感
じ
て
も
ら
え
る
窓
口
、
そ
れ
が
広
報
広

聴
の
役
割
で
す
。

　
年
４
回
発
行
の 

『
議
会
だ
よ
り
』
で
は
、

議
会
で
ど
ん
な
話
し
合
い
が
あ
っ
た
の
か
、

ま
ち
の
こ
れ
か
ら
に
関
わ
る
動
き
な
ど
を
、

で
き
る
だ
け
わ
か
り
や
す
く
お
届
け
し
ま

す
。
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
の
動
画
配
信
や
、
ス

マ
ホ
か
ら
見
ら
れ
る
二
次
元
コ
ー
ド
な
ど
も

活
用
し
、
気
軽
に
議
会
に
触
れ
て
い
た
だ

け
る
工
夫
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
議
会
か
ら
も
積
極
的
に
テ

ー
マ
を
投
げ
か
け
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
地

域
の
課
題
を
一
緒
に
考
え
る
、
そ
ん
な
双
方

向
の
場
を
少
し
ず
つ
広
げ
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
も

議
会
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
学
校
と
の
連
携
や
出
前
授
業
な
ど
に

つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　「
伝
え
る
」
だ
け
で
な
く 

「
声
を
聞
く
」

こ
と
を
大
切
に
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
て
一
歩
ず
つ
進
め
て
い
き
ま
す
。

委
員
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー

◆
予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
田
口
　
琢
弥
（
委
員
長
）

　
尾
里
　
集
務
（
副
委
員
長
）

　
他
、
議
長
を
除
く
全
議
員

◆
議
会
運
営
委
員
会

　
今
井
　
政
良
（
委
員
長
）

　
鷲
見
　
昌
己
（
副
委
員
長
）

　
加
藤
　
久
人
　
　
田
口
　
琢
弥

　
田
中
　
喜
登
　
　
尾
里
　
集
務

　
中
島
ゆ
き
子

◆
下
呂
温
泉
街
整
備
特
別
委
員
会

　
田
口
　
琢
弥
（
委
員
長
）

　
尾
里
　
集
務
（
副
委
員
長
）

　
他
、
議
長
を
除
く
全
議
員

◆
濃
飛
横
断
道・リ
ニ
ア
特
別
委
員
会

　
鷲
見
　
昌
己
（
委
員
長
）

　
加
藤
　
久
人
（
副
委
員
長
）

　
大
西
　
尚
子
　
　
桂
川
い
ず
み

　
田
口
　
琢
弥
　
　
田
中
　
喜
登

　
今
井
　
政
良

◆
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
鷲
見
　
昌
己
（
委
員
長
）

　
桂
川
　
融
己
（
副
委
員
長
）

　
高
井
　
範
和
　
　
田
口
　
琢
弥

　
田
中
　
喜
登
　
　
中
島
ゆ
き
子

　
今
井
　
政
良

◆
広
報
広
聴
特
別
委
員
会

　
桂
川
　
融
己
（
委
員
長
）

　
下
平
裕
次
郎
（
副
委
員
長
）

　
森
　
　
哲
士
　
　
田
中
　
喜
登

　
中
島
ゆ
き
子

上程議案と審議結果
○全会一致で可決した議案【市長提出議案】

議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

4月臨時会の報告
　４月30日、令和７年第３回下呂市議会臨時会を開催し、専決処分された条例改正の承認、教育委員会委員の任命の同意、定額
減税補足給付金事業等に係る一般会計補正予算について可決しました。
　また、議長選挙、副議長選挙を行い、議長に中島達也議員、副議長に森哲士議員が選出されました。この他、常任委員会、議
会運営委員会、特別委員会の委員の選任などを行いました。

★各上程議案の詳細は、下呂市ホー
ムページをご覧ください。
　（右の二次元コードを読み取ると
ホームページが閲覧できます）

専決処分の承認について（下呂市税条例及び下呂市宿泊税条例の一部を改正する条例）

下呂市教育委員会委員の任命について

令和７年度下呂市一般会計補正予算（第１号）

―

―

―

議案審議の詳細
令和７年４月30日
（臨時会本会議）

★４月臨時会の議案の提案説明から採決までの映像を
　動画共有サービス「YouTube」にて視聴できます。

○賛否が分かれた議案【市長提出議案】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○…賛成　×…反対
議　　　員　　　名

審議結果付　託
委員会

議　　　案　　　名

専決処分の承認について（下呂市国民健康保険税条例の
一部を改正する条例）

○○○○ ○○○○○×○○ ○ ―
議

　長

今
井

　政
良

中
島
ゆ
き
子

尾
里

　集
務

森

　
　哲
士

田
中

　喜
登

田
口

　琢
弥

鷲
見

　昌
己

加
藤

　久
人

桂
川
い
ず
み

高
井

　範
和

大
西

　尚
子

桂
川

　融
己

下
平
裕
次
郎

中
島

　達
也

承認（全会一致）

同意（全会一致）

可決（全会一致）

6月定例会の報告
　６月６日から６月27日までの22日間において、令和７年第４回下呂市議会定例会を開催しました。
　初日には、大阪・関西万博「岐阜県の日」出演団体支援に係る補正予算の専決処分の承認、小中学校で使用するタブレット端末
の更新に係る財産の取得、国民健康保険事業におけるシステム改修に係る補
正予算について可決しました。
　また、最終日には、条例改正、各種計画の変更・策定、消防車両に係る
財産の取得、一般会計・特別会計に係る補正予算などについて可決しました。

★各上程議案の詳細は、下呂市ホー
ムページをご覧ください。
　（右の二次元コードを読み取ると
ホームページが閲覧できます）

上程議案と審議結果
○全会一致で可決した議案【市長提出議案】

議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

※付託委員会略称
　まちづくり：民生教育まちづくり常任委員会
　予 算 決 算：予算決算常任委員会

専決処分の承認について（令和７年度下呂市一般会計補正予算（第２号）)

財産の取得について

令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第１号）

―

―

―

承認（全会一致）

可　決
（全会一致）

承　認
（賛成多数）



　
６
月
25
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
４
会
計
の
補
正
予
算
議
案
に
つ
い
て
審

査
し
た
結
果
、
全
て
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。
主
な
審
査
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

《
公
用
自
動
車
の
更
新
に
つ
い
て
》

（
公
務
に
使
用
す
る
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
１
台
、
お
よ
び
車
両
か
ら
外
部

電
気
機
器
に
電
力
供
給
す
る
給
電
器
を
購

入
す
る
こ
と
で
、
脱
炭
素
化
の
推
進
、
燃

料
費
の
削
減
、
さ
ら
に
は
災
害
時
に
お
け

る
避
難
所
の
非
常
用
電
源
と
し
て
の
活
用

に
よ
り
防
災
力
の
強
化
を
図
る
も
の
）

　
　
避
難
所
等
の
建
物
へ
直
接
電
力
供
給

す
る
Ｖ
２
Ｈ
シ
ス
テ
ム
設
備
は
、
整
備
す

る
予
定
か
。

　
　
今
回
は
、
建
物
へ
の
電
力
供
給
設
備

の
整
備
は
行
わ
な
い
が
、
可
搬
式
の
外
部

給
電
器
を
１
台
購
入
し
、
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
車
の
充
電
口
に
つ
な
い
で
Ａ

Ｃ
電
源
と
し
て
使
用
す
る
運
用
を
考
え
て

い
ま
す
。

《
移
動
図
書
館
の
運
営
に
つ
い
て
》

（
図
書
館
へ
の
来
館
が
困
難
な
地
域
へ
の

読
書
機
会
を
提
供
し
、
図
書
館
の
サ
ー
ビ

ス
を
よ
り
多
く
の
人
に
届
け
る
た
め
、
移

動
図
書
館
に
使
用
す
る
専
用
車
両
を
整
備

し
、
令
和
８
年
度
か
ら
専
用
車
両
に
よ
る

定
期
的
な
巡
回
な
ど
を
目
指
す
も
の
）

　
　
専
用
車
両
を
整
備
す
る
に
至
っ
た
経

緯
は
。

　
　
馬
瀬
地
域
で
移
動
図
書
を
実
施
し
た

際
に
、
本
を
箱
で
運
ぶ
な
ど
職
員
の
負
担

も
大
き
く
、
持
ち
込
め
る
本
の
数
も
限
ら

れ
る
と
い
っ
た
課
題
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で

専
用
車
両
導
入
に
向
け
検
討
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
助
成
制
度

を
活
用
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
全
額
の
導
入
支
援

が
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
継
続
し
て
助

成
申
請
を
行
う
中
で
、
今
回
事
業
採
択
が

得
ら
れ
補
正
予
算
に
計
上
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
馬
瀬

地
域
に
限
ら
ず
、
市
内
各
地
域
で
巡
回
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
選
定
し
て
い
く
考
え
で
す
。

《
新
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て
》

（
新
た
に
創
設
し
た「
下
呂
市
み
ら
い
奨
学

金
制
度
」
に
つ
い
て
、
学
生
に
と
っ
て
、
よ

り
充
実
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
、
市
が
利

子
を
負
担
す
る
期
間
を
在
学
中
に
加
え
、

卒
業
後
４
年
ま
で
拡
大
す
る
た
め
、
債
務

負
担
行
為
の
限
度
額
を
補
正
す
る
も
の
）

　
　
利
子
補
給
期
間
を
延
長
し
た
理
由
は
。

　
　
奨
学
金
業
務
委
託
に
関
す
る
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
を
受
け
、
日
本
学
生
支
援
機
構
の

奨
学
金
制
度
の
金
利
も
十
分
に
意
識
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
こ
れ
よ
り
も
軽
減
さ
れ
る
よ

う
な
形
で
、
在
学
中
プ
ラ
ス
４
年
間
と
い

う
考
え
方
を
取
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

７　　下呂市議会だより 2025.8 No.85 下呂市議会だより 2025.8 No.85　　６
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委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り

常

任

委

員

会

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り

常

任

委

員

会

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り

常

任

委

員

会

　
６
月
23
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
５
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
小
坂
町
湯
屋
大
洞
辺
地
に
係
る
公
共
的

施
設
の
総
合
整
備
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
》

（
小
坂
町
湯
屋
大
洞
辺
地
に
係
る
公
共
的

施
設
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
整
備
を
推

進
す
る
た
め
、
総
合
整
備
計
画
を
策
定
す

る
も
の
）

　
　「
ふ
れ
あ
い
の
森
」
の
整
備
の
内
容
は
。

　
　
築
30
年
以
上
経
過
し
て
い
る
バ
ン
ガ

ロ
ー
11
棟
の
屋
根
の
修
繕
、
食
事
の
提
供

と
食
材
の
販
売
が
で
き
る
よ
う
に
管
理

棟
・
調
理
棟
な
ど
の
一
部
改
修
、
通
年
営

業
に
向
け
て
水
道
管
の
凍
結
防
止
を
行
う

計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　「
ふ
れ
あ
い
の

森
」
の
今
後
の
収

益
の
見
通
し
は
。

　
　
売
上
１
５
０

０
万
円
、
入
込
数

３
千
人
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。

濃
飛
横
断
道
・
リ
ニ
ア

特
別
委
員
会

濃
飛
横
断
道
・
リ
ニ
ア

特
別
委
員
会

濃
飛
横
断
道
・
リ
ニ
ア

特
別
委
員
会

　
６
月
13
日
、
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、

担
当
部
局
か
ら
、
濃
飛
横
断
自
動
車
道
事

業
促
進
期
成
同
盟
会
に
お
け
る
令
和
６
年

度
の
活
動
報
告
と
し
て
、
岐
阜
県
議
会
議

員
連
盟
、
三
市
一
村
議
会
委
員
会
合
同
会

議
の
３
者
合
同
で
開
催
し
た
促
進
大
会
の

状
況
や
、
８
月
と
10
月
に
実
施
さ
れ
た
要

望
活
動
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
７
年
度
の
合
同
促
進
大
会

の
開
催
内
容
お
よ
び
要
望
活
動
の
計
画
に

つ
い
て
も
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
６
月
25
日
、
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、

市
長
お
よ
び
担
当
部
局
か
ら
、
都
市
政
策

関
連
事
業
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
報
告

を
受
け
ま
し
た
。

　
国
庫
補
助
金
の
内
示
額
が
低
く
市
費
対

応
や
事
業
の
見
直
し
に
よ
り
推
進
さ
れ
る

こ
と
や
、景
観
ま
ち
づ
く
り
協
定
の
締
結
、

街
な
み
環
境
整
備
事
業
補
助
金
の
開
始
、

下
呂
市
と
民
間
都
市
開
発
機
構
に
よ
る

「
共
助
推
進
型
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
」

の
創
設
、
下
呂
温
泉
街
整
備
検
討
委
員
会

を
開
催
し
駅
周
辺
整
備
に
関
す
る
意
見
交

換
を
実
施
し
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

問答

問

問

問 答

答 答

問答

予
算
決
算
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

▲ふれあいの森

議案審議の詳細
令和７年６月27日
（定例会最終日）

議案審議の詳細
令和７年６月６日
（定例会初日）

★６月定例会の議案の提案説明から採決までの
　映像を動画共有サービス「ＹｏｕTｕｂｅ」にて
　視聴できます。

６月定例会の議案審議の詳細
議第68号
令和７年度下呂市一般会計補正予算（第３号）
（市長提出議案：予算決算常任委員会審査付託）

【全会一致で可決】

【主な補正内容】
●総務管理費
　下呂交流会館管理運営費臨時
　20,141千円増
　（過疎対策事業債充当）
　下呂交流会館移動式
　バスケットゴールの購入

●社会教育費　図書館運営費臨時
　移動図書館車両購入　5,471千円増
　（コミュニティ助成事業助成金充当）
　移動図書館専用車両の購入

●総務管理費　公用自動車更新事業
　電気自動車関連購入　6,513千円増
　（クリーンエネルギー自動車等導入
　促進補助金充当）
　プラグインハイブリット車両と
　給電器の購入

▲移動図書館専用車両

▲プラグインハイブリッド車▲移動式バスケットゴール

下呂市過疎地域持続的発展計画の変更について

小坂町湯屋大洞辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について

下呂上原辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について

金山町北部辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について

子ども・子育て支援法施行規則等の一部を改正する内閣府令に伴う関係条例の一部を改正する条例について

令和７年度下呂市一般会計補正予算（第３号）

令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第２号）

令和７年度下呂市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）補正予算（第１号）

まちづくり

―

―

―

―

―

―

予算決算

○（引き続き）全会一致で可決した議案【市長提出議案】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

財産の取得について

財産の取得について

下呂市非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について

令和７年度下呂市一般会計補正予算（第４号）

○全会一致で可決した議案【市長提出議案（最終日追加提出）】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

令和６年度下呂市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について

令和６年度下呂市水道事業会計予算繰越計算書の報告について

○報告案件
議　　　案　　　名

下呂市議会会議規則の一部を改正する規則について

下呂市議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例について

○全会一致で可決した議案【委員会提出議案】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

可　決
（全会一致）

可　決
（全会一致）

可　決
（全会一致）

下
呂
温
泉
街
整
備

特
別
委
員
会

下
呂
温
泉
街
整
備

特
別
委
員
会

下
呂
温
泉
街
整
備

特
別
委
員
会

　
６
月
25
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
４
会
計
の
補
正
予
算
議
案
に
つ
い
て
審

査
し
た
結
果
、
全
て
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。
主
な
審
査
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

《
公
用
自
動
車
の
更
新
に
つ
い
て
》

（
公
務
に
使
用
す
る
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
１
台
、
お
よ
び
車
両
か
ら
外
部

電
気
機
器
に
電
力
供
給
す
る
給
電
器
を
購

入
す
る
こ
と
で
、
脱
炭
素
化
の
推
進
、
燃

料
費
の
削
減
、
さ
ら
に
は
災
害
時
に
お
け

る
避
難
所
の
非
常
用
電
源
と
し
て
の
活
用

に
よ
り
防
災
力
の
強
化
を
図
る
も
の
）

　
　
避
難
所
等
の
建
物
へ
直
接
電
力
供
給

す
る
Ｖ
２
Ｈ
シ
ス
テ
ム
設
備
は
、
整
備
す

る
予
定
か
。

　
　
今
回
は
、
建
物
へ
の
電
力
供
給
設
備

の
整
備
は
行
わ
な
い
が
、
可
搬
式
の
外
部

給
電
器
を
１
台
購
入
し
、
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
車
の
充
電
口
に
つ
な
い
で
Ａ

Ｃ
電
源
と
し
て
使
用
す
る
運
用
を
考
え
て

い
ま
す
。

《
移
動
図
書
館
の
運
営
に
つ
い
て
》

（
図
書
館
へ
の
来
館
が
困
難
な
地
域
へ
の

読
書
機
会
を
提
供
し
、
図
書
館
の
サ
ー
ビ

ス
を
よ
り
多
く
の
人
に
届
け
る
た
め
、
移

動
図
書
館
に
使
用
す
る
専
用
車
両
を
整
備

し
、
令
和
８
年
度
か
ら
専
用
車
両
に
よ
る

定
期
的
な
巡
回
な
ど
を
目
指
す
も
の
）

　
　
専
用
車
両
を
整
備
す
る
に
至
っ
た
経

緯
は
。

　
　
馬
瀬
地
域
で
移
動
図
書
を
実
施
し
た

際
に
、
本
を
箱
で
運
ぶ
な
ど
職
員
の
負
担

も
大
き
く
、
持
ち
込
め
る
本
の
数
も
限
ら

れ
る
と
い
っ
た
課
題
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で

専
用
車
両
導
入
に
向
け
検
討
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
助
成
制
度

を
活
用
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
全
額
の
導
入
支
援

が
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
継
続
し
て
助

成
申
請
を
行
う
中
で
、
今
回
事
業
採
択
が

得
ら
れ
補
正
予
算
に
計
上
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
馬
瀬

地
域
に
限
ら
ず
、
市
内
各
地
域
で
巡
回
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
選
定
し
て
い
く
考
え
で
す
。

《
新
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て
》

（
新
た
に
創
設
し
た「
下
呂
市
み
ら
い
奨
学

金
制
度
」
に
つ
い
て
、
学
生
に
と
っ
て
、
よ

り
充
実
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
、
市
が
利

子
を
負
担
す
る
期
間
を
在
学
中
に
加
え
、

卒
業
後
４
年
ま
で
拡
大
す
る
た
め
、
債
務

負
担
行
為
の
限
度
額
を
補
正
す
る
も
の
）

　
　
利
子
補
給
期
間
を
延
長
し
た
理
由
は
。

　
　
奨
学
金
業
務
委
託
に
関
す
る
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
を
受
け
、
日
本
学
生
支
援
機
構
の

奨
学
金
制
度
の
金
利
も
十
分
に
意
識
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
こ
れ
よ
り
も
軽
減
さ
れ
る
よ

う
な
形
で
、
在
学
中
プ
ラ
ス
４
年
間
と
い

う
考
え
方
を
取
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り

常

任

委

員

会

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り

常

任

委

員

会

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り

常

任

委

員

会

　
６
月
23
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
５
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
小
坂
町
湯
屋
大
洞
辺
地
に
係
る
公
共
的

施
設
の
総
合
整
備
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
》

（
小
坂
町
湯
屋
大
洞
辺
地
に
係
る
公
共
的

施
設
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
整
備
を
推

進
す
る
た
め
、
総
合
整
備
計
画
を
策
定
す

る
も
の
）

　
　「
ふ
れ
あ
い
の
森
」
の
整
備
の
内
容
は
。

　
　
築
30
年
以
上
経
過
し
て
い
る
バ
ン
ガ

ロ
ー
11
棟
の
屋
根
の
修
繕
、
食
事
の
提
供

と
食
材
の
販
売
が
で
き
る
よ
う
に
管
理

棟
・
調
理
棟
な
ど
の
一
部
改
修
、
通
年
営

業
に
向
け
て
水
道
管
の
凍
結
防
止
を
行
う

計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　「
ふ
れ
あ
い
の

森
」
の
今
後
の
収

益
の
見
通
し
は
。

　
　
売
上
１
５
０

０
万
円
、
入
込
数

３
千
人
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。

濃
飛
横
断
道
・
リ
ニ
ア

特
別
委
員
会

濃
飛
横
断
道
・
リ
ニ
ア

特
別
委
員
会

濃
飛
横
断
道
・
リ
ニ
ア

特
別
委
員
会

　
６
月
13
日
、
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、

担
当
部
局
か
ら
、
濃
飛
横
断
自
動
車
道
事

業
促
進
期
成
同
盟
会
に
お
け
る
令
和
６
年

度
の
活
動
報
告
と
し
て
、
岐
阜
県
議
会
議

員
連
盟
、
三
市
一
村
議
会
委
員
会
合
同
会

議
の
３
者
合
同
で
開
催
し
た
促
進
大
会
の

状
況
や
、
８
月
と
10
月
に
実
施
さ
れ
た
要

望
活
動
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
７
年
度
の
合
同
促
進
大
会

の
開
催
内
容
お
よ
び
要
望
活
動
の
計
画
に

つ
い
て
も
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
６
月
25
日
、
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、

市
長
お
よ
び
担
当
部
局
か
ら
、
都
市
政
策

関
連
事
業
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
報
告

を
受
け
ま
し
た
。

　
国
庫
補
助
金
の
内
示
額
が
低
く
市
費
対

応
や
事
業
の
見
直
し
に
よ
り
推
進
さ
れ
る

こ
と
や
、景
観
ま
ち
づ
く
り
協
定
の
締
結
、

街
な
み
環
境
整
備
事
業
補
助
金
の
開
始
、

下
呂
市
と
民
間
都
市
開
発
機
構
に
よ
る

「
共
助
推
進
型
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
」

の
創
設
、
下
呂
温
泉
街
整
備
検
討
委
員
会

を
開
催
し
駅
周
辺
整
備
に
関
す
る
意
見
交

換
を
実
施
し
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
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議案審議の詳細
令和７年６月27日
（定例会最終日）

議案審議の詳細
令和７年６月６日
（定例会初日）

★６月定例会の議案の提案説明から採決までの
　映像を動画共有サービス「ＹｏｕTｕｂｅ」にて
　視聴できます。

６月定例会の議案審議の詳細
議第68号
令和７年度下呂市一般会計補正予算（第３号）
（市長提出議案：予算決算常任委員会審査付託）

【全会一致で可決】

【主な補正内容】
●総務管理費
　下呂交流会館管理運営費臨時
　20,141千円増
　（過疎対策事業債充当）
　下呂交流会館移動式
　バスケットゴールの購入

●社会教育費　図書館運営費臨時
　移動図書館車両購入　5,471千円増
　（コミュニティ助成事業助成金充当）
　移動図書館専用車両の購入

●総務管理費　公用自動車更新事業
　電気自動車関連購入　6,513千円増
　（クリーンエネルギー自動車等導入
　促進補助金充当）
　プラグインハイブリット車両と
　給電器の購入

▲移動図書館専用車両

▲プラグインハイブリッド車▲移動式バスケットゴール

下呂市過疎地域持続的発展計画の変更について

小坂町湯屋大洞辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について

下呂上原辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について

金山町北部辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について

子ども・子育て支援法施行規則等の一部を改正する内閣府令に伴う関係条例の一部を改正する条例について

令和７年度下呂市一般会計補正予算（第３号）

令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第２号）
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財産の取得について
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下呂市議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例について
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下
呂
温
泉
街
整
備

特
別
委
員
会

下
呂
温
泉
街
整
備

特
別
委
員
会



　
６
月
25
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
４
会
計
の
補
正
予
算
議
案
に
つ
い
て
審

査
し
た
結
果
、
全
て
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。
主
な
審
査
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

《
公
用
自
動
車
の
更
新
に
つ
い
て
》

（
公
務
に
使
用
す
る
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
１
台
、
お
よ
び
車
両
か
ら
外
部

電
気
機
器
に
電
力
供
給
す
る
給
電
器
を
購

入
す
る
こ
と
で
、
脱
炭
素
化
の
推
進
、
燃

料
費
の
削
減
、
さ
ら
に
は
災
害
時
に
お
け

る
避
難
所
の
非
常
用
電
源
と
し
て
の
活
用

に
よ
り
防
災
力
の
強
化
を
図
る
も
の
）

　
　
避
難
所
等
の
建
物
へ
直
接
電
力
供
給

す
る
Ｖ
２
Ｈ
シ
ス
テ
ム
設
備
は
、
整
備
す

る
予
定
か
。

　
　
今
回
は
、
建
物
へ
の
電
力
供
給
設
備

の
整
備
は
行
わ
な
い
が
、
可
搬
式
の
外
部

給
電
器
を
１
台
購
入
し
、
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
車
の
充
電
口
に
つ
な
い
で
Ａ

Ｃ
電
源
と
し
て
使
用
す
る
運
用
を
考
え
て

い
ま
す
。

《
移
動
図
書
館
の
運
営
に
つ
い
て
》

（
図
書
館
へ
の
来
館
が
困
難
な
地
域
へ
の

読
書
機
会
を
提
供
し
、
図
書
館
の
サ
ー
ビ

ス
を
よ
り
多
く
の
人
に
届
け
る
た
め
、
移

動
図
書
館
に
使
用
す
る
専
用
車
両
を
整
備

し
、
令
和
８
年
度
か
ら
専
用
車
両
に
よ
る

定
期
的
な
巡
回
な
ど
を
目
指
す
も
の
）

　
　
専
用
車
両
を
整
備
す
る
に
至
っ
た
経

緯
は
。

　
　
馬
瀬
地
域
で
移
動
図
書
を
実
施
し
た

際
に
、
本
を
箱
で
運
ぶ
な
ど
職
員
の
負
担

も
大
き
く
、
持
ち
込
め
る
本
の
数
も
限
ら

れ
る
と
い
っ
た
課
題
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で

専
用
車
両
導
入
に
向
け
検
討
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
助
成
制
度

を
活
用
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
全
額
の
導
入
支
援

が
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
継
続
し
て
助

成
申
請
を
行
う
中
で
、
今
回
事
業
採
択
が

得
ら
れ
補
正
予
算
に
計
上
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
馬
瀬

地
域
に
限
ら
ず
、
市
内
各
地
域
で
巡
回
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
選
定
し
て
い
く
考
え
で
す
。

《
新
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て
》

（
新
た
に
創
設
し
た「
下
呂
市
み
ら
い
奨
学

金
制
度
」
に
つ
い
て
、
学
生
に
と
っ
て
、
よ

り
充
実
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
、
市
が
利

子
を
負
担
す
る
期
間
を
在
学
中
に
加
え
、

卒
業
後
４
年
ま
で
拡
大
す
る
た
め
、
債
務

負
担
行
為
の
限
度
額
を
補
正
す
る
も
の
）

　
　
利
子
補
給
期
間
を
延
長
し
た
理
由
は
。

　
　
奨
学
金
業
務
委
託
に
関
す
る
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
を
受
け
、
日
本
学
生
支
援
機
構
の

奨
学
金
制
度
の
金
利
も
十
分
に
意
識
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
こ
れ
よ
り
も
軽
減
さ
れ
る
よ

う
な
形
で
、
在
学
中
プ
ラ
ス
４
年
間
と
い

う
考
え
方
を
取
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り

常

任

委

員

会

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り

常

任

委

員

会

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り

常

任

委

員

会

　
６
月
23
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
５
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
小
坂
町
湯
屋
大
洞
辺
地
に
係
る
公
共
的

施
設
の
総
合
整
備
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
》

（
小
坂
町
湯
屋
大
洞
辺
地
に
係
る
公
共
的

施
設
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
整
備
を
推

進
す
る
た
め
、
総
合
整
備
計
画
を
策
定
す

る
も
の
）

　
　「
ふ
れ
あ
い
の
森
」
の
整
備
の
内
容
は
。

　
　
築
30
年
以
上
経
過
し
て
い
る
バ
ン
ガ

ロ
ー
11
棟
の
屋
根
の
修
繕
、
食
事
の
提
供

と
食
材
の
販
売
が
で
き
る
よ
う
に
管
理

棟
・
調
理
棟
な
ど
の
一
部
改
修
、
通
年
営

業
に
向
け
て
水
道
管
の
凍
結
防
止
を
行
う

計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　「
ふ
れ
あ
い
の

森
」
の
今
後
の
収

益
の
見
通
し
は
。

　
　
売
上
１
５
０

０
万
円
、
入
込
数

３
千
人
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。

濃
飛
横
断
道
・
リ
ニ
ア

特
別
委
員
会

濃
飛
横
断
道
・
リ
ニ
ア

特
別
委
員
会

濃
飛
横
断
道
・
リ
ニ
ア

特
別
委
員
会

　
６
月
13
日
、
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、

担
当
部
局
か
ら
、
濃
飛
横
断
自
動
車
道
事

業
促
進
期
成
同
盟
会
に
お
け
る
令
和
６
年

度
の
活
動
報
告
と
し
て
、
岐
阜
県
議
会
議

員
連
盟
、
三
市
一
村
議
会
委
員
会
合
同
会

議
の
３
者
合
同
で
開
催
し
た
促
進
大
会
の

状
況
や
、
８
月
と
10
月
に
実
施
さ
れ
た
要

望
活
動
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
７
年
度
の
合
同
促
進
大
会

の
開
催
内
容
お
よ
び
要
望
活
動
の
計
画
に

つ
い
て
も
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
６
月
25
日
、
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、

市
長
お
よ
び
担
当
部
局
か
ら
、
都
市
政
策

関
連
事
業
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
報
告

を
受
け
ま
し
た
。

　
国
庫
補
助
金
の
内
示
額
が
低
く
市
費
対

応
や
事
業
の
見
直
し
に
よ
り
推
進
さ
れ
る

こ
と
や
、景
観
ま
ち
づ
く
り
協
定
の
締
結
、

街
な
み
環
境
整
備
事
業
補
助
金
の
開
始
、

下
呂
市
と
民
間
都
市
開
発
機
構
に
よ
る

「
共
助
推
進
型
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
」

の
創
設
、
下
呂
温
泉
街
整
備
検
討
委
員
会

を
開
催
し
駅
周
辺
整
備
に
関
す
る
意
見
交

換
を
実
施
し
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

問答

問

問

問 答

答 答

問答

予
算
決
算
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

▲ふれあいの森

議案審議の詳細
令和７年６月27日
（定例会最終日）

議案審議の詳細
令和７年６月６日
（定例会初日）

★６月定例会の議案の提案説明から採決までの
　映像を動画共有サービス「ＹｏｕTｕｂｅ」にて
　視聴できます。

６月定例会の議案審議の詳細
議第68号
令和７年度下呂市一般会計補正予算（第３号）
（市長提出議案：予算決算常任委員会審査付託）

【全会一致で可決】

【主な補正内容】
●総務管理費
　下呂交流会館管理運営費臨時
　20,141千円増
　（過疎対策事業債充当）
　下呂交流会館移動式
　バスケットゴールの購入

●社会教育費　図書館運営費臨時
　移動図書館車両購入　5,471千円増
　（コミュニティ助成事業助成金充当）
　移動図書館専用車両の購入

●総務管理費　公用自動車更新事業
　電気自動車関連購入　6,513千円増
　（クリーンエネルギー自動車等導入
　促進補助金充当）
　プラグインハイブリット車両と
　給電器の購入

▲移動図書館専用車両

▲プラグインハイブリッド車▲移動式バスケットゴール

下呂市過疎地域持続的発展計画の変更について

小坂町湯屋大洞辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について

下呂上原辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について

金山町北部辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について

子ども・子育て支援法施行規則等の一部を改正する内閣府令に伴う関係条例の一部を改正する条例について

令和７年度下呂市一般会計補正予算（第３号）

令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第２号）

令和７年度下呂市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）補正予算（第１号）

まちづくり

―

―

―

―

―

―

予算決算

○（引き続き）全会一致で可決した議案【市長提出議案】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

財産の取得について

財産の取得について

下呂市非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について

令和７年度下呂市一般会計補正予算（第４号）

○全会一致で可決した議案【市長提出議案（最終日追加提出）】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

令和６年度下呂市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について

令和６年度下呂市水道事業会計予算繰越計算書の報告について

○報告案件
議　　　案　　　名

下呂市議会会議規則の一部を改正する規則について

下呂市議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例について

○全会一致で可決した議案【委員会提出議案】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

可　決
（全会一致）

可　決
（全会一致）

可　決
（全会一致）
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備

特
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特
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会
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整
備
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員
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６
月
25
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
４
会
計
の
補
正
予
算
議
案
に
つ
い
て
審

査
し
た
結
果
、
全
て
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。
主
な
審
査
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

《
公
用
自
動
車
の
更
新
に
つ
い
て
》

（
公
務
に
使
用
す
る
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
１
台
、
お
よ
び
車
両
か
ら
外
部

電
気
機
器
に
電
力
供
給
す
る
給
電
器
を
購

入
す
る
こ
と
で
、
脱
炭
素
化
の
推
進
、
燃

料
費
の
削
減
、
さ
ら
に
は
災
害
時
に
お
け

る
避
難
所
の
非
常
用
電
源
と
し
て
の
活
用

に
よ
り
防
災
力
の
強
化
を
図
る
も
の
）

　
　
避
難
所
等
の
建
物
へ
直
接
電
力
供
給

す
る
Ｖ
２
Ｈ
シ
ス
テ
ム
設
備
は
、
整
備
す

る
予
定
か
。

　
　
今
回
は
、
建
物
へ
の
電
力
供
給
設
備

の
整
備
は
行
わ
な
い
が
、
可
搬
式
の
外
部

給
電
器
を
１
台
購
入
し
、
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
車
の
充
電
口
に
つ
な
い
で
Ａ

Ｃ
電
源
と
し
て
使
用
す
る
運
用
を
考
え
て

い
ま
す
。

《
移
動
図
書
館
の
運
営
に
つ
い
て
》

（
図
書
館
へ
の
来
館
が
困
難
な
地
域
へ
の

読
書
機
会
を
提
供
し
、
図
書
館
の
サ
ー
ビ

ス
を
よ
り
多
く
の
人
に
届
け
る
た
め
、
移

動
図
書
館
に
使
用
す
る
専
用
車
両
を
整
備

し
、
令
和
８
年
度
か
ら
専
用
車
両
に
よ
る

定
期
的
な
巡
回
な
ど
を
目
指
す
も
の
）

　
　
専
用
車
両
を
整
備
す
る
に
至
っ
た
経

緯
は
。

　
　
馬
瀬
地
域
で
移
動
図
書
を
実
施
し
た

際
に
、
本
を
箱
で
運
ぶ
な
ど
職
員
の
負
担

も
大
き
く
、
持
ち
込
め
る
本
の
数
も
限
ら

れ
る
と
い
っ
た
課
題
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で

専
用
車
両
導
入
に
向
け
検
討
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
助
成
制
度

を
活
用
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
全
額
の
導
入
支
援

が
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
継
続
し
て
助

成
申
請
を
行
う
中
で
、
今
回
事
業
採
択
が

得
ら
れ
補
正
予
算
に
計
上
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
馬
瀬

地
域
に
限
ら
ず
、
市
内
各
地
域
で
巡
回
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
選
定
し
て
い
く
考
え
で
す
。

《
新
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て
》

（
新
た
に
創
設
し
た「
下
呂
市
み
ら
い
奨
学

金
制
度
」
に
つ
い
て
、
学
生
に
と
っ
て
、
よ

り
充
実
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
、
市
が
利

子
を
負
担
す
る
期
間
を
在
学
中
に
加
え
、

卒
業
後
４
年
ま
で
拡
大
す
る
た
め
、
債
務

負
担
行
為
の
限
度
額
を
補
正
す
る
も
の
）

　
　
利
子
補
給
期
間
を
延
長
し
た
理
由
は
。

　
　
奨
学
金
業
務
委
託
に
関
す
る
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
を
受
け
、
日
本
学
生
支
援
機
構
の

奨
学
金
制
度
の
金
利
も
十
分
に
意
識
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
こ
れ
よ
り
も
軽
減
さ
れ
る
よ

う
な
形
で
、
在
学
中
プ
ラ
ス
４
年
間
と
い

う
考
え
方
を
取
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り

常

任

委

員

会

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り

常

任

委

員

会

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り

常

任

委

員

会

　
６
月
23
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
５
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
小
坂
町
湯
屋
大
洞
辺
地
に
係
る
公
共
的

施
設
の
総
合
整
備
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
》

（
小
坂
町
湯
屋
大
洞
辺
地
に
係
る
公
共
的

施
設
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
整
備
を
推

進
す
る
た
め
、
総
合
整
備
計
画
を
策
定
す

る
も
の
）

　
　「
ふ
れ
あ
い
の
森
」
の
整
備
の
内
容
は
。

　
　
築
30
年
以
上
経
過
し
て
い
る
バ
ン
ガ

ロ
ー
11
棟
の
屋
根
の
修
繕
、
食
事
の
提
供

と
食
材
の
販
売
が
で
き
る
よ
う
に
管
理

棟
・
調
理
棟
な
ど
の
一
部
改
修
、
通
年
営

業
に
向
け
て
水
道
管
の
凍
結
防
止
を
行
う

計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　「
ふ
れ
あ
い
の

森
」
の
今
後
の
収

益
の
見
通
し
は
。

　
　
売
上
１
５
０

０
万
円
、
入
込
数

３
千
人
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。

濃
飛
横
断
道
・
リ
ニ
ア

特
別
委
員
会

濃
飛
横
断
道
・
リ
ニ
ア

特
別
委
員
会

濃
飛
横
断
道
・
リ
ニ
ア

特
別
委
員
会

　
６
月
13
日
、
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、

担
当
部
局
か
ら
、
濃
飛
横
断
自
動
車
道
事

業
促
進
期
成
同
盟
会
に
お
け
る
令
和
６
年

度
の
活
動
報
告
と
し
て
、
岐
阜
県
議
会
議

員
連
盟
、
三
市
一
村
議
会
委
員
会
合
同
会

議
の
３
者
合
同
で
開
催
し
た
促
進
大
会
の

状
況
や
、
８
月
と
10
月
に
実
施
さ
れ
た
要

望
活
動
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
７
年
度
の
合
同
促
進
大
会

の
開
催
内
容
お
よ
び
要
望
活
動
の
計
画
に

つ
い
て
も
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
６
月
25
日
、
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、

市
長
お
よ
び
担
当
部
局
か
ら
、
都
市
政
策

関
連
事
業
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
報
告

を
受
け
ま
し
た
。

　
国
庫
補
助
金
の
内
示
額
が
低
く
市
費
対

応
や
事
業
の
見
直
し
に
よ
り
推
進
さ
れ
る

こ
と
や
、景
観
ま
ち
づ
く
り
協
定
の
締
結
、

街
な
み
環
境
整
備
事
業
補
助
金
の
開
始
、

下
呂
市
と
民
間
都
市
開
発
機
構
に
よ
る

「
共
助
推
進
型
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
」

の
創
設
、
下
呂
温
泉
街
整
備
検
討
委
員
会

を
開
催
し
駅
周
辺
整
備
に
関
す
る
意
見
交

換
を
実
施
し
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

問答

問

問

問 答

答 答

問答

予
算
決
算
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

▲ふれあいの森

議案審議の詳細
令和７年６月27日
（定例会最終日）

議案審議の詳細
令和７年６月６日
（定例会初日）

★６月定例会の議案の提案説明から採決までの
　映像を動画共有サービス「ＹｏｕTｕｂｅ」にて
　視聴できます。

６月定例会の議案審議の詳細
議第68号
令和７年度下呂市一般会計補正予算（第３号）
（市長提出議案：予算決算常任委員会審査付託）

【全会一致で可決】

【主な補正内容】
●総務管理費
　下呂交流会館管理運営費臨時
　20,141千円増
　（過疎対策事業債充当）
　下呂交流会館移動式
　バスケットゴールの購入

●社会教育費　図書館運営費臨時
　移動図書館車両購入　5,471千円増
　（コミュニティ助成事業助成金充当）
　移動図書館専用車両の購入

●総務管理費　公用自動車更新事業
　電気自動車関連購入　6,513千円増
　（クリーンエネルギー自動車等導入
　促進補助金充当）
　プラグインハイブリット車両と
　給電器の購入

▲移動図書館専用車両

▲プラグインハイブリッド車▲移動式バスケットゴール

下呂市過疎地域持続的発展計画の変更について

小坂町湯屋大洞辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について

下呂上原辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について

金山町北部辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について

子ども・子育て支援法施行規則等の一部を改正する内閣府令に伴う関係条例の一部を改正する条例について

令和７年度下呂市一般会計補正予算（第３号）

令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第２号）

令和７年度下呂市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）補正予算（第１号）

まちづくり

―

―

―

―

―

―

予算決算

○（引き続き）全会一致で可決した議案【市長提出議案】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

財産の取得について

財産の取得について

下呂市非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について

令和７年度下呂市一般会計補正予算（第４号）

○全会一致で可決した議案【市長提出議案（最終日追加提出）】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

令和６年度下呂市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について

令和６年度下呂市水道事業会計予算繰越計算書の報告について

○報告案件
議　　　案　　　名

下呂市議会会議規則の一部を改正する規則について

下呂市議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例について

○全会一致で可決した議案【委員会提出議案】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

可　決
（全会一致）

可　決
（全会一致）

可　決
（全会一致）

下
呂
温
泉
街
整
備

特
別
委
員
会

下
呂
温
泉
街
整
備

特
別
委
員
会

下
呂
温
泉
街
整
備

特
別
委
員
会



９　　下呂市議会だより 2025.8 No.85 下呂市議会だより 2025.8 No.85　　８

G E R O  C I T Y  C O U N C I LG E R O  C I T Y  C O U N C I L

□
□

加
藤
久
人

下
平
裕
次
郎

□
□
自治会からの要望に対する対応

医師確保に関する対策

桂
川
い
ず
み

二地域居住という新しい暮らし方への取り組み

"関わるきっかけ”と受入体制づくりによる
関係人口の創出

□   チェックしてある項目を次ページ以降に掲載

□
□
□
□

人口減少対策につながる子育て支援
介護予防事業と骨粗鬆症検診の導入と市民への啓発
部活動の地域展開
飛騨萩原駅の運営

大
西
尚
子

□
□
外国籍の子どもたちや保護者への対応

医師確保対策としての招へい活動

高
井
範
和

□
□
これからの地域社会のあり方

民生委員・児童委員の活動

桂
川
融
己

□
□

□

学業の選択肢拡大に向けた通信制大学との連携
居宅介護サービス等事業者への移動支援
助成制度の創設
防災行政無線での地域情報発信とスマート
フォン連携

鷲
見
昌
己

森

　哲
士

田
中
喜
登

尾
里
集
務

□
□
地域おこし協力隊の活用

市役所の職場環境の改善

田
口
琢
弥

今
井
政
良

中
島
ゆ
き
子

議員の写真下の二次元コードから各議員の一般質問の映像を
動画共有サービス「YouTube」にて視聴できます。

市民に代わって 議員が市政を問う市民に代わって 議員が市政を問う

6月定例会  一般質問

議員が市長をはじめとした執行部に対して、執行状況や将来の方針、課題や疑問点など
行政全般について報告や説明を求めたり、質問することを一般質問といいます。

　 

広
大
な
市
域
で
の
居
宅
介

護
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
当
た
っ

て
は
、
事
業
者
に
と
っ
て
、

利
用
者
宅
へ
向
か
う
た
め
の

移
動
距
離
や
時
間
が
長
く
な

る
こ
と
が
大
き
な
負
担
に

な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
移

動
に
要
す
る
コ
ス
ト
を
補
助

す
る
移
動
対
策
制
度
の
創
設

の
考
え
は
。

　 

福
祉
部
長

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
継
続
を

第
一
に
、
現
行
の
訪
問
介
護
へ
の

支
援
策
を
見
直
す
と
共
に
、
事
業

者
か
ら
の
意
見
を
集
約
し
な
が
ら

実
態
を
把
握
し
、
独
自
支
援
の
必

要
性
を
検
証
し
た
上
で
、
通
所
系

サ
ー
ビ
ス
等
へ
の
制
度
拡
充
も
検

討
し
、
中
山
間
地
域
の
特
性
に
対

応
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
に

真
に
必
要
な
施
策
の
構
築
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
移
動
距
離
に
応
じ
た
支

援
等
も
視
野
に
入
れ
、
効
果
的
で

市
の
実
情
に
合
っ
た
施
策
を
検
討

し
て
い
く
方
針
で
す
。

　
　市
長

　
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の

皆
さ
ま
が
負
担
と
な
っ
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
伴
う
移
動
に
対

し
、
市
と
し
て
の
支
援
は
、
当
然

な
が
ら
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す

の
で
、
さ
ら
に
実
情
を
精
査
し
、

実
際
の
施
策
に
結
び
つ
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地域で支える持続可能な居宅介護サービス地域で支える持続可能な居宅介護サービス地域で支える持続可能な居宅介護サービス

鷲
見
昌
己
議員

す

ま
さ

み

み
一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

答

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

　 

市
内
お
よ
び
市
外
に
お
け

る
施
設
系
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

現
状
は
。

　 

福
祉
部
長

　
市
内
の
施
設
系
介
護
サ
ー
ビ
ス

で
あ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

（
特
養
）・
介
護
老
人
保
健
施
設
等

の
総
定
員
は
3
5
4
名
で
、
各
施

設
と
も
受
入
可
能
数
に
対
し
ほ
ぼ

満
床
の
状
態
で
す
。
待
機
者
は
、

複
数
施
設
に
重
複
し
て
申
し
込
ま

れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す

が
、
2
0
0
名
弱
と
見
込
ん
で
い

ま
す
。
一
方
、
市
外
の
施
設
系
介

護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
94
名
で
す
。

　
な
お
、
特
養
の
待
機
期
間
は
、

全
体
の
約
70
％
が
２
年
未
満
で
す

が
、
入
所
に
当
た
っ
て
は
、
各
施

設
に
設
置
さ
れ
た
入
所
判
定
委
員

会
が
介
護
の
必
要
性
や
家
族
の
状

況
等
を
評
価 

・
決
定
し
て
お
り
、

す
ぐ
に
入
所
で
き
る
方
と
長
く
お

待
ち
い
た
だ
く
方
と
の
違
い
は
、

こ
の
入
所
の
必
要
性
の
判
断
に
よ

る
も
の
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　
要
介
護
３
以
上
に
な
っ
た
ら
ま

ず
特
養
へ
申
し
込
む
と
い
う
傾
向

が
あ
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
が
、
介

護
資
源
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
真
に
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
さ

れ
る
方
へ
提
供
で
き
る
よ
う
な
体

制
づ
く
り
が
今
後
の
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

住み慣れた地域で安心して暮らせるために住み慣れた地域で安心して暮らせるために住み慣れた地域で安心して暮らせるために
問答

桂
川
い
ず
み
議員

か
つ
ら

が
わ

□

□

特別養護老人ホーム等の施設介護サービス
の現状

人口減少対策としての結婚支援対策 

□
□
公用車の車両管理と日常・法定点検

旧湯屋小学校の今後の利活用

□
□
少子化が進む中での小中学校のあり方

2027年の蛍光管製造禁止に備える取り組み

□
□
竹原出張所のあり方

防災関係補助金の見直し

□
□
緊急経路の整備

下呂・馬瀬トンネルの開通を目指して

□

□

災害時防災協定の実効性向上と拡充に向け
た取り組み

保育士の働き方改革と業務負担軽減
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□
□

加
藤
久
人

下
平
裕
次
郎

□
□
自治会からの要望に対する対応

医師確保に関する対策

桂
川
い
ず
み

二地域居住という新しい暮らし方への取り組み

"関わるきっかけ”と受入体制づくりによる
関係人口の創出

□   チェックしてある項目を次ページ以降に掲載

□
□
□
□

人口減少対策につながる子育て支援
介護予防事業と骨粗鬆症検診の導入と市民への啓発
部活動の地域展開
飛騨萩原駅の運営

大
西
尚
子

□
□
外国籍の子どもたちや保護者への対応

医師確保対策としての招へい活動

高
井
範
和

□
□
これからの地域社会のあり方

民生委員・児童委員の活動

桂
川
融
己

□
□

□

学業の選択肢拡大に向けた通信制大学との連携
居宅介護サービス等事業者への移動支援
助成制度の創設
防災行政無線での地域情報発信とスマート
フォン連携

鷲
見
昌
己

森

　哲
士

田
中
喜
登

尾
里
集
務

□
□
地域おこし協力隊の活用

市役所の職場環境の改善

田
口
琢
弥

今
井
政
良

中
島
ゆ
き
子

議員の写真下の二次元コードから各議員の一般質問の映像を
動画共有サービス「YouTube」にて視聴できます。

市民に代わって 議員が市政を問う市民に代わって 議員が市政を問う

6月定例会  一般質問

議員が市長をはじめとした執行部に対して、執行状況や将来の方針、課題や疑問点など
行政全般について報告や説明を求めたり、質問することを一般質問といいます。

　 

広
大
な
市
域
で
の
居
宅
介

護
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
当
た
っ

て
は
、
事
業
者
に
と
っ
て
、

利
用
者
宅
へ
向
か
う
た
め
の

移
動
距
離
や
時
間
が
長
く
な

る
こ
と
が
大
き
な
負
担
に

な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
移

動
に
要
す
る
コ
ス
ト
を
補
助

す
る
移
動
対
策
制
度
の
創
設

の
考
え
は
。

　 

福
祉
部
長

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
継
続
を

第
一
に
、
現
行
の
訪
問
介
護
へ
の

支
援
策
を
見
直
す
と
共
に
、
事
業

者
か
ら
の
意
見
を
集
約
し
な
が
ら

実
態
を
把
握
し
、
独
自
支
援
の
必

要
性
を
検
証
し
た
上
で
、
通
所
系

サ
ー
ビ
ス
等
へ
の
制
度
拡
充
も
検

討
し
、
中
山
間
地
域
の
特
性
に
対

応
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
に

真
に
必
要
な
施
策
の
構
築
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
移
動
距
離
に
応
じ
た
支

援
等
も
視
野
に
入
れ
、
効
果
的
で

市
の
実
情
に
合
っ
た
施
策
を
検
討

し
て
い
く
方
針
で
す
。

　
　市
長

　
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の

皆
さ
ま
が
負
担
と
な
っ
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
伴
う
移
動
に
対

し
、
市
と
し
て
の
支
援
は
、
当
然

な
が
ら
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す

の
で
、
さ
ら
に
実
情
を
精
査
し
、

実
際
の
施
策
に
結
び
つ
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地域で支える持続可能な居宅介護サービス地域で支える持続可能な居宅介護サービス地域で支える持続可能な居宅介護サービス

鷲
見
昌
己
議員

す

ま
さ

み

み
一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

答

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

　 

市
内
お
よ
び
市
外
に
お
け

る
施
設
系
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

現
状
は
。

　 

福
祉
部
長

　
市
内
の
施
設
系
介
護
サ
ー
ビ
ス

で
あ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

（
特
養
）・
介
護
老
人
保
健
施
設
等

の
総
定
員
は
3
5
4
名
で
、
各
施

設
と
も
受
入
可
能
数
に
対
し
ほ
ぼ

満
床
の
状
態
で
す
。
待
機
者
は
、

複
数
施
設
に
重
複
し
て
申
し
込
ま

れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す

が
、
2
0
0
名
弱
と
見
込
ん
で
い

ま
す
。
一
方
、
市
外
の
施
設
系
介

護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
94
名
で
す
。

　
な
お
、
特
養
の
待
機
期
間
は
、

全
体
の
約
70
％
が
２
年
未
満
で
す

が
、
入
所
に
当
た
っ
て
は
、
各
施

設
に
設
置
さ
れ
た
入
所
判
定
委
員

会
が
介
護
の
必
要
性
や
家
族
の
状

況
等
を
評
価 

・
決
定
し
て
お
り
、

す
ぐ
に
入
所
で
き
る
方
と
長
く
お

待
ち
い
た
だ
く
方
と
の
違
い
は
、

こ
の
入
所
の
必
要
性
の
判
断
に
よ

る
も
の
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　
要
介
護
３
以
上
に
な
っ
た
ら
ま

ず
特
養
へ
申
し
込
む
と
い
う
傾
向

が
あ
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
が
、
介

護
資
源
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
真
に
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
さ

れ
る
方
へ
提
供
で
き
る
よ
う
な
体

制
づ
く
り
が
今
後
の
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

住み慣れた地域で安心して暮らせるために住み慣れた地域で安心して暮らせるために住み慣れた地域で安心して暮らせるために
問答

桂
川
い
ず
み
議員

か
つ
ら

が
わ

□

□

特別養護老人ホーム等の施設介護サービス
の現状

人口減少対策としての結婚支援対策 

□
□
公用車の車両管理と日常・法定点検

旧湯屋小学校の今後の利活用

□
□
少子化が進む中での小中学校のあり方

2027年の蛍光管製造禁止に備える取り組み

□
□
竹原出張所のあり方

防災関係補助金の見直し

□
□
緊急経路の整備

下呂・馬瀬トンネルの開通を目指して

□

□

災害時防災協定の実効性向上と拡充に向け
た取り組み

保育士の働き方改革と業務負担軽減
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□

加
藤
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人

下
平
裕
次
郎

□
□
自治会からの要望に対する対応

医師確保に関する対策

桂
川
い
ず
み

二地域居住という新しい暮らし方への取り組み

"関わるきっかけ”と受入体制づくりによる
関係人口の創出

□   チェックしてある項目を次ページ以降に掲載
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□
□
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人口減少対策につながる子育て支援
介護予防事業と骨粗鬆症検診の導入と市民への啓発
部活動の地域展開
飛騨萩原駅の運営

大
西
尚
子

□
□
外国籍の子どもたちや保護者への対応

医師確保対策としての招へい活動

高
井
範
和
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□
これからの地域社会のあり方

民生委員・児童委員の活動

桂
川
融
己
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□

□

学業の選択肢拡大に向けた通信制大学との連携
居宅介護サービス等事業者への移動支援
助成制度の創設
防災行政無線での地域情報発信とスマート
フォン連携

鷲
見
昌
己

森

　哲
士

田
中
喜
登

尾
里
集
務

□
□
地域おこし協力隊の活用

市役所の職場環境の改善

田
口
琢
弥

今
井
政
良

中
島
ゆ
き
子

議員の写真下の二次元コードから各議員の一般質問の映像を
動画共有サービス「YouTube」にて視聴できます。

市民に代わって 議員が市政を問う市民に代わって 議員が市政を問う

6月定例会  一般質問

議員が市長をはじめとした執行部に対して、執行状況や将来の方針、課題や疑問点など
行政全般について報告や説明を求めたり、質問することを一般質問といいます。
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が
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の
必

要
性
を
検
証
し
た
上
で
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系
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等
へ
の
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拡
充
も
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討
し
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中
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地
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の
特
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に
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応
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護
サ
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の
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持
に

真
に
必
要
な
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の
構
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を
進
め
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い
と
考
え
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
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動
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に
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等
も
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に
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、
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的
で

市
の
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に
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た
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を
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討

し
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く
方
針
で
す
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皆
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ビ
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提
供
に
伴
う
移
動
に
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し
、
市
と
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の
支
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は
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当
然

な
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ら
必
要
で
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と
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で
、
さ
ら
に
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を
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の
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（
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等
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で
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ま
す
。
一
方
、
市
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の
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設
系
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護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
94
名
で
す
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な
お
、
特
養
の
待
機
期
間
は
、

全
体
の
約
70
％
が
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年
未
満
で
す

が
、
入
所
に
当
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て
は
、
各
施

設
に
設
置
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た
入
所
判
定
委
員

会
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護
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や
家
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の
状
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・
決
定
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、

す
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に
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で
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方
と
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ち
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た
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方
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の
違
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は
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こ
の
入
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の
必
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性
の
判
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に
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る
も
の
が
大
き
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と
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え
ら
れ
ま

す
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要
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護
３
以
上
に
な
っ
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ま
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特
養
へ
申
し
込
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と
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う
傾
向

が
あ
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
が
、
介

護
資
源
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
真
に
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
さ

れ
る
方
へ
提
供
で
き
る
よ
う
な
体

制
づ
く
り
が
今
後
の
課
題
で
あ
る

と
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識
し
て
い
ま
す
。

住み慣れた地域で安心して暮らせるために住み慣れた地域で安心して暮らせるために住み慣れた地域で安心して暮らせるために
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桂
川
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ず
み
議員

か
つ
ら

が
わ

□

□

特別養護老人ホーム等の施設介護サービス
の現状

人口減少対策としての結婚支援対策 

□
□
公用車の車両管理と日常・法定点検

旧湯屋小学校の今後の利活用

□
□
少子化が進む中での小中学校のあり方

2027年の蛍光管製造禁止に備える取り組み

□
□
竹原出張所のあり方

防災関係補助金の見直し

□
□
緊急経路の整備

下呂・馬瀬トンネルの開通を目指して

□

□

災害時防災協定の実効性向上と拡充に向け
た取り組み

保育士の働き方改革と業務負担軽減
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"関わるきっかけ”と受入体制づくりによる
関係人口の創出

□   チェックしてある項目を次ページ以降に掲載

□
□
□
□
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介護予防事業と骨粗鬆症検診の導入と市民への啓発
部活動の地域展開
飛騨萩原駅の運営

大
西
尚
子

□
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外国籍の子どもたちや保護者への対応

医師確保対策としての招へい活動

高
井
範
和

□
□
これからの地域社会のあり方

民生委員・児童委員の活動
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学業の選択肢拡大に向けた通信制大学との連携
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助成制度の創設
防災行政無線での地域情報発信とスマート
フォン連携
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見
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中
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尾
里
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地域おこし協力隊の活用

市役所の職場環境の改善

田
口
琢
弥

今
井
政
良

中
島
ゆ
き
子

議員の写真下の二次元コードから各議員の一般質問の映像を
動画共有サービス「YouTube」にて視聴できます。

市民に代わって 議員が市政を問う市民に代わって 議員が市政を問う

6月定例会  一般質問

議員が市長をはじめとした執行部に対して、執行状況や将来の方針、課題や疑問点など
行政全般について報告や説明を求めたり、質問することを一般質問といいます。
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に
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事
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に
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、

利
用
者
宅
へ
向
か
う
た
め
の
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や
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が
大
き
な
負
担
に

な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
移

動
に
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と
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で
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像
は
こ
ち
ら

問答

答

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

　 

市
内
お
よ
び
市
外
に
お
け

る
施
設
系
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

現
状
は
。

　 

福
祉
部
長

　
市
内
の
施
設
系
介
護
サ
ー
ビ
ス

で
あ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

（
特
養
）・
介
護
老
人
保
健
施
設
等

の
総
定
員
は
3
5
4
名
で
、
各
施

設
と
も
受
入
可
能
数
に
対
し
ほ
ぼ

満
床
の
状
態
で
す
。
待
機
者
は
、

複
数
施
設
に
重
複
し
て
申
し
込
ま

れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す

が
、
2
0
0
名
弱
と
見
込
ん
で
い

ま
す
。
一
方
、
市
外
の
施
設
系
介

護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
94
名
で
す
。

　
な
お
、
特
養
の
待
機
期
間
は
、

全
体
の
約
70
％
が
２
年
未
満
で
す

が
、
入
所
に
当
た
っ
て
は
、
各
施

設
に
設
置
さ
れ
た
入
所
判
定
委
員

会
が
介
護
の
必
要
性
や
家
族
の
状

況
等
を
評
価 

・
決
定
し
て
お
り
、

す
ぐ
に
入
所
で
き
る
方
と
長
く
お

待
ち
い
た
だ
く
方
と
の
違
い
は
、

こ
の
入
所
の
必
要
性
の
判
断
に
よ

る
も
の
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　
要
介
護
３
以
上
に
な
っ
た
ら
ま

ず
特
養
へ
申
し
込
む
と
い
う
傾
向

が
あ
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
が
、
介

護
資
源
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
真
に
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
さ

れ
る
方
へ
提
供
で
き
る
よ
う
な
体

制
づ
く
り
が
今
後
の
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

住み慣れた地域で安心して暮らせるために住み慣れた地域で安心して暮らせるために住み慣れた地域で安心して暮らせるために
問答

桂
川
い
ず
み
議員

か
つ
ら

が
わ

□

□

特別養護老人ホーム等の施設介護サービス
の現状

人口減少対策としての結婚支援対策 

□
□
公用車の車両管理と日常・法定点検

旧湯屋小学校の今後の利活用

□
□
少子化が進む中での小中学校のあり方

2027年の蛍光管製造禁止に備える取り組み

□
□
竹原出張所のあり方

防災関係補助金の見直し

□
□
緊急経路の整備

下呂・馬瀬トンネルの開通を目指して

□

□

災害時防災協定の実効性向上と拡充に向け
た取り組み

保育士の働き方改革と業務負担軽減
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昨
年
の
６
月
定
例
会
で
の

一
般
質
問
の
際
、「
自
治
会

か
ら
の
要
望
に
係
る
対
応
状

況
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す

く
丁
寧
な
回
答
が
で
き
る
よ

う
努
め
ま
す
」
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

国
県
へ
の
要
望
に
関
し
て

は
、「
引
き
続
き
〇
〇
〇
へ

要
望
し
ま
す
」
と
い
う
回
答

が
多
く
、
以
前
と
変
わ
り
な

く
決
し
て
明
確
な
回
答
と
は

言
え
な
い
。
改
善
の
余
地
が

あ
る
の
で
は
。

　 

地
域
振
興
部
長

　
一
部
の
振
興
事
務
所
に
お
い
て

は
、
国
や
県
か
ら
の
回
答
が
届
い

て
い
な
い
時
点
で
、
市
か
ら
の
回

答
だ
け
で
済
ま
せ
て
い
た
と
い
う

こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
国
や
県
に
お
け
る
要
望
に

係
る
検
討
結
果
が
正
確
に
伝
わ
っ

て
い
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
が
あ

り
、
大
き
な
反
省
点
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　
日
頃
の
自
治
会
長
さ
ん
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
、
国

や
県
に
対
す
る
要
望
事
項
の
進
捗

状
況
等
に
関
し
て
も
共
有
し
て
お

く
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
か
と
考
え

ま
す
。

　
今
後
は
、振
興
事
務
所
を
含
め
、

自
治
会
長
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
な
が
ら
、
真

摯
な
対
応
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

自治会からの要望の検討結果を明確に自治会からの要望の検討結果を明確に自治会からの要望の検討結果を明確に

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

▲湯屋小学校校舎

地域の集落拠点として旧湯屋小学校の活用を地域の集落拠点として旧湯屋小学校の活用を地域の集落拠点として旧湯屋小学校の活用を

森

　哲
士
議員

も
り

て
つ

し

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

　 

老
朽
化
し
た
湯
屋
地
区
公

民
館
に
代
わ
る
施
設
整
備
が

急
務
で
あ
る
が
、
旧
湯
屋
小

学
校
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
活
用
の

考
え
は
。
ま
た
、
旧
湯
屋
小

学
校
敷
地
内
に
公
の
施
設
を

集
約
し
、
集
落
機
能
を
高
め

る
考
え
は
。

　 

小
坂
振
興
事
務
所
長

　
湯
屋
地
区
公
民
館
に
代
わ
る
施

設
が
必
要
で
あ
り
、
活
用
で
き
る

施
設
は
旧
湯
屋
小
学
校
ラ
ン
チ

ル
ー
ム
だ
と
考
え
ま
す
。
旧
ラ
ン

チ
ル
ー
ム
は
立
地
も
良
く
、
耐
震

性
も
有
し
、
十
分
活
用
で
き
る
遊

休
施
設
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。従
来
の
公
民
館
機
能
に
加
え
、

多
目
的
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
等
の
新

た
な
機
能
も
考
慮
し
、
地
域
の
皆

さ
ま
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
管

理
方
法
も
含
め
検
討
を
進
め
ま

す
。 

　
ま
た
、
地
域
か
ら
の
要
望
に
も

あ
る
よ
う
に
、
既
に
避
難
所
機
能

を
有
す
る
体
育
館
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設 

・
防
災
拠
点
施
設 

・

消
防
施
設
を
一
体
的
に
整
備
す
る

こ
と
で
、
集
落
機
能
維
持
に
向
け

た
最
低
限
の
拠
点
が
確
立
で
き
る

と
考
え
ま
す
。

問答

加
藤
久
人
議員

か

ひ
さ

と

と
う

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

　 

人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進

行
す
る
中
、
市
民
生
活
の
最

も
基
本
的
な
基
盤
で
あ
る
地

域
を
ど
の
よ
う
に
活
性
化

し
、
存
続
さ
せ
て
い
く
か
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
市
は
、
地
域
の
主
体
的

な
取
り
組
み
を
ど
う
支
援
し

て
い
く
考
え
か
。

　 

地
域
振
興
部
長

　
自
治
会
交
付
金
の
交
付
の
ほ

か
、
小
規
模
自
治
会
の
統
合
あ
る

い
は
旧
学
校
区
で
の
地
域
運
営
組

織
の
立
上
げ
に
関
す
る
相
談
や
調

整
に
係
る
取
り
組
み
へ
の
支
援
と

し
て
、
集
落
支
援
員
配
置
に
よ
る

地
域
住
民
の
意
向
調
査
や
課
題
の

洗
い
出
し
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　 

観
光
商
工
部
長

　
令
和
５
年
に
下
呂
温
泉
観
光
協

会
が
小
坂
地
域
で
実
証
実
験
と
し

て
行
っ
た 

「
お
手
伝
い
旅
」
を
市

全
域
へ
展
開
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
観

光
を
交
え
な
が
ら
地
域
の
困
り
事

等
の
お
手
伝
い
体
験
を
通
し
て
、

下
呂
市
へ
の
愛
着
を
深
め
て
い
た

だ
き
、
交
流
人
口
か
ら
何
度
も
来

た
く
な
る
関
係
人
口
へ
発
展
さ
せ

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
今
後
は

関
係
部
局
や
各
地
域
と
連
携
し
て

プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
や
マ
ッ
チ
ン

グ
支
援
等
、
観
光
客
を
地
域
の

フ
ァ
ン
で
あ
る
関
係
人
口
に
つ
な

げ
ら
れ
る
よ
う
、
体
制
の
整
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

持続可能な地域社会の実現に向けて持続可能な地域社会の実現に向けて持続可能な地域社会の実現に向けて

田
中
喜
登
議員

た

き

の
り

な
か

問答答

少子化時代でのきめ細やかな教育を目指して少子化時代でのきめ細やかな教育を目指して少子化時代でのきめ細やかな教育を目指して
　 

少
子
化
が
進
む
中
で
の

「
義
務
教
育
学
校
」
の
メ
リ
ッ

ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

　 

教
育
長

　「
義
務
教
育
学
校
」
と
は
、
小

学
校
と
中
学
校
の
９
年
間
を
一
つ

の
学
校
と
し
て
一
貫
し
た
教
育
を

行
う
学
校
で
す
。

　
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
９
年
間

を
一
貫
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
編

成
す
る
た
め
、
児
童
生
徒
の
発
達

段
階
に
応
じ
た
指
導
が
目
の
前
で

行
え
ま
す
。
ま
た
、
中
学
校
の
学

習
内
容
を
小
学
校
段
階
で
指
導
す

る
な
ど
、
柔
軟
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

編
成
が
可
能
に
な
る
と
同
時
に
、

児
童
が
専
門
性
の
高
い
教
員
の
指

導
を
受
け
ら
れ
る
教
科
担
任
制
が

導
入
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
社
会

性
の
育
成
に
お
い
て
も
、
異
学
年

交
流
が
増
え
る
こ
と
で
、
思
い
や

り
や
助
け
合
い
の
気
持
ち
が
醸
成

さ
れ
る
と
考
え
ま
す
。

　
一
方
、デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、

小
学
校
１
年
生
か
ら
中
学
校
３
年

生
ま
で
の
発
達
段
階
が
大
き
く
異

な
る
子
ど
も
た
ち
が
同
籍
す
る
こ

と
に
よ
り
、
合
同
行
事
の
運
営
や

集
会
の
持
ち
方
等
に
配
慮
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
人
間
関
係
が
固
定

さ
れ
、
新
た
な
人
間
関
係
を
築
く

機
会
が
減
少
す
る
こ
と
に
よ
る
問

題
が
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答

中
島
ゆ
き
子
議員

な
か

こ

し
ま

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら
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６
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定
例
会
で
の

一
般
質
問
の
際
、「
自
治
会

か
ら
の
要
望
に
係
る
対
応
状

況
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す

く
丁
寧
な
回
答
が
で
き
る
よ

う
努
め
ま
す
」
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

国
県
へ
の
要
望
に
関
し
て

は
、「
引
き
続
き
〇
〇
〇
へ

要
望
し
ま
す
」
と
い
う
回
答

が
多
く
、
以
前
と
変
わ
り
な

く
決
し
て
明
確
な
回
答
と
は

言
え
な
い
。
改
善
の
余
地
が

あ
る
の
で
は
。

　 

地
域
振
興
部
長

　
一
部
の
振
興
事
務
所
に
お
い
て

は
、
国
や
県
か
ら
の
回
答
が
届
い

て
い
な
い
時
点
で
、
市
か
ら
の
回

答
だ
け
で
済
ま
せ
て
い
た
と
い
う

こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
国
や
県
に
お
け
る
要
望
に

係
る
検
討
結
果
が
正
確
に
伝
わ
っ

て
い
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
が
あ

り
、
大
き
な
反
省
点
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　
日
頃
の
自
治
会
長
さ
ん
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
、
国

や
県
に
対
す
る
要
望
事
項
の
進
捗

状
況
等
に
関
し
て
も
共
有
し
て
お

く
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
か
と
考
え

ま
す
。

　
今
後
は
、振
興
事
務
所
を
含
め
、

自
治
会
長
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
な
が
ら
、
真

摯
な
対
応
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

自治会からの要望の検討結果を明確に自治会からの要望の検討結果を明確に自治会からの要望の検討結果を明確に

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

▲湯屋小学校校舎

地域の集落拠点として旧湯屋小学校の活用を地域の集落拠点として旧湯屋小学校の活用を地域の集落拠点として旧湯屋小学校の活用を

森

　哲
士
議員

も
り

て
つ

し

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

　 

老
朽
化
し
た
湯
屋
地
区
公

民
館
に
代
わ
る
施
設
整
備
が

急
務
で
あ
る
が
、
旧
湯
屋
小

学
校
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
活
用
の

考
え
は
。
ま
た
、
旧
湯
屋
小

学
校
敷
地
内
に
公
の
施
設
を

集
約
し
、
集
落
機
能
を
高
め

る
考
え
は
。

　 

小
坂
振
興
事
務
所
長

　
湯
屋
地
区
公
民
館
に
代
わ
る
施

設
が
必
要
で
あ
り
、
活
用
で
き
る

施
設
は
旧
湯
屋
小
学
校
ラ
ン
チ

ル
ー
ム
だ
と
考
え
ま
す
。
旧
ラ
ン

チ
ル
ー
ム
は
立
地
も
良
く
、
耐
震

性
も
有
し
、
十
分
活
用
で
き
る
遊

休
施
設
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。従
来
の
公
民
館
機
能
に
加
え
、

多
目
的
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
等
の
新

た
な
機
能
も
考
慮
し
、
地
域
の
皆

さ
ま
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
管

理
方
法
も
含
め
検
討
を
進
め
ま

す
。 

　
ま
た
、
地
域
か
ら
の
要
望
に
も

あ
る
よ
う
に
、
既
に
避
難
所
機
能

を
有
す
る
体
育
館
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設 

・
防
災
拠
点
施
設 

・

消
防
施
設
を
一
体
的
に
整
備
す
る

こ
と
で
、
集
落
機
能
維
持
に
向
け

た
最
低
限
の
拠
点
が
確
立
で
き
る

と
考
え
ま
す
。

問答

加
藤
久
人
議員

か

ひ
さ

と

と
う

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

　 

人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進

行
す
る
中
、
市
民
生
活
の
最

も
基
本
的
な
基
盤
で
あ
る
地

域
を
ど
の
よ
う
に
活
性
化

し
、
存
続
さ
せ
て
い
く
か
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
市
は
、
地
域
の
主
体
的

な
取
り
組
み
を
ど
う
支
援
し

て
い
く
考
え
か
。

　 

地
域
振
興
部
長

　
自
治
会
交
付
金
の
交
付
の
ほ

か
、
小
規
模
自
治
会
の
統
合
あ
る

い
は
旧
学
校
区
で
の
地
域
運
営
組

織
の
立
上
げ
に
関
す
る
相
談
や
調

整
に
係
る
取
り
組
み
へ
の
支
援
と

し
て
、
集
落
支
援
員
配
置
に
よ
る

地
域
住
民
の
意
向
調
査
や
課
題
の

洗
い
出
し
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　 

観
光
商
工
部
長

　
令
和
５
年
に
下
呂
温
泉
観
光
協

会
が
小
坂
地
域
で
実
証
実
験
と
し

て
行
っ
た 

「
お
手
伝
い
旅
」
を
市

全
域
へ
展
開
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
観

光
を
交
え
な
が
ら
地
域
の
困
り
事

等
の
お
手
伝
い
体
験
を
通
し
て
、

下
呂
市
へ
の
愛
着
を
深
め
て
い
た

だ
き
、
交
流
人
口
か
ら
何
度
も
来

た
く
な
る
関
係
人
口
へ
発
展
さ
せ

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
今
後
は

関
係
部
局
や
各
地
域
と
連
携
し
て

プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
や
マ
ッ
チ
ン

グ
支
援
等
、
観
光
客
を
地
域
の

フ
ァ
ン
で
あ
る
関
係
人
口
に
つ
な

げ
ら
れ
る
よ
う
、
体
制
の
整
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

持続可能な地域社会の実現に向けて持続可能な地域社会の実現に向けて持続可能な地域社会の実現に向けて

田
中
喜
登
議員

た

き

の
り

な
か

問答答

少子化時代でのきめ細やかな教育を目指して少子化時代でのきめ細やかな教育を目指して少子化時代でのきめ細やかな教育を目指して
　 

少
子
化
が
進
む
中
で
の

「
義
務
教
育
学
校
」
の
メ
リ
ッ

ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

　 

教
育
長

　「
義
務
教
育
学
校
」
と
は
、
小

学
校
と
中
学
校
の
９
年
間
を
一
つ

の
学
校
と
し
て
一
貫
し
た
教
育
を

行
う
学
校
で
す
。

　
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
９
年
間

を
一
貫
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
編

成
す
る
た
め
、
児
童
生
徒
の
発
達

段
階
に
応
じ
た
指
導
が
目
の
前
で

行
え
ま
す
。
ま
た
、
中
学
校
の
学

習
内
容
を
小
学
校
段
階
で
指
導
す

る
な
ど
、
柔
軟
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

編
成
が
可
能
に
な
る
と
同
時
に
、

児
童
が
専
門
性
の
高
い
教
員
の
指

導
を
受
け
ら
れ
る
教
科
担
任
制
が

導
入
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
社
会

性
の
育
成
に
お
い
て
も
、
異
学
年

交
流
が
増
え
る
こ
と
で
、
思
い
や

り
や
助
け
合
い
の
気
持
ち
が
醸
成

さ
れ
る
と
考
え
ま
す
。

　
一
方
、デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、

小
学
校
１
年
生
か
ら
中
学
校
３
年

生
ま
で
の
発
達
段
階
が
大
き
く
異

な
る
子
ど
も
た
ち
が
同
籍
す
る
こ

と
に
よ
り
、
合
同
行
事
の
運
営
や

集
会
の
持
ち
方
等
に
配
慮
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
人
間
関
係
が
固
定

さ
れ
、
新
た
な
人
間
関
係
を
築
く

機
会
が
減
少
す
る
こ
と
に
よ
る
問

題
が
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答

中
島
ゆ
き
子
議員

な
か

こ

し
ま

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら
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昨
年
の
６
月
定
例
会
で
の

一
般
質
問
の
際
、「
自
治
会

か
ら
の
要
望
に
係
る
対
応
状

況
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す

く
丁
寧
な
回
答
が
で
き
る
よ

う
努
め
ま
す
」
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

国
県
へ
の
要
望
に
関
し
て

は
、「
引
き
続
き
〇
〇
〇
へ

要
望
し
ま
す
」
と
い
う
回
答

が
多
く
、
以
前
と
変
わ
り
な

く
決
し
て
明
確
な
回
答
と
は

言
え
な
い
。
改
善
の
余
地
が

あ
る
の
で
は
。

　 

地
域
振
興
部
長

　
一
部
の
振
興
事
務
所
に
お
い
て

は
、
国
や
県
か
ら
の
回
答
が
届
い

て
い
な
い
時
点
で
、
市
か
ら
の
回

答
だ
け
で
済
ま
せ
て
い
た
と
い
う

こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
国
や
県
に
お
け
る
要
望
に

係
る
検
討
結
果
が
正
確
に
伝
わ
っ

て
い
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
が
あ

り
、
大
き
な
反
省
点
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　
日
頃
の
自
治
会
長
さ
ん
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
、
国

や
県
に
対
す
る
要
望
事
項
の
進
捗

状
況
等
に
関
し
て
も
共
有
し
て
お

く
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
か
と
考
え

ま
す
。

　
今
後
は
、振
興
事
務
所
を
含
め
、

自
治
会
長
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
な
が
ら
、
真

摯
な
対
応
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

自治会からの要望の検討結果を明確に自治会からの要望の検討結果を明確に自治会からの要望の検討結果を明確に

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

▲湯屋小学校校舎

地域の集落拠点として旧湯屋小学校の活用を地域の集落拠点として旧湯屋小学校の活用を地域の集落拠点として旧湯屋小学校の活用を

森

　哲
士
議員

も
り

て
つ

し

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

　 

老
朽
化
し
た
湯
屋
地
区
公

民
館
に
代
わ
る
施
設
整
備
が

急
務
で
あ
る
が
、
旧
湯
屋
小

学
校
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
活
用
の

考
え
は
。
ま
た
、
旧
湯
屋
小

学
校
敷
地
内
に
公
の
施
設
を

集
約
し
、
集
落
機
能
を
高
め

る
考
え
は
。

　 

小
坂
振
興
事
務
所
長

　
湯
屋
地
区
公
民
館
に
代
わ
る
施

設
が
必
要
で
あ
り
、
活
用
で
き
る

施
設
は
旧
湯
屋
小
学
校
ラ
ン
チ

ル
ー
ム
だ
と
考
え
ま
す
。
旧
ラ
ン

チ
ル
ー
ム
は
立
地
も
良
く
、
耐
震

性
も
有
し
、
十
分
活
用
で
き
る
遊

休
施
設
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。従
来
の
公
民
館
機
能
に
加
え
、

多
目
的
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
等
の
新

た
な
機
能
も
考
慮
し
、
地
域
の
皆

さ
ま
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
管

理
方
法
も
含
め
検
討
を
進
め
ま

す
。 

　
ま
た
、
地
域
か
ら
の
要
望
に
も

あ
る
よ
う
に
、
既
に
避
難
所
機
能

を
有
す
る
体
育
館
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設 

・
防
災
拠
点
施
設 

・

消
防
施
設
を
一
体
的
に
整
備
す
る

こ
と
で
、
集
落
機
能
維
持
に
向
け

た
最
低
限
の
拠
点
が
確
立
で
き
る

と
考
え
ま
す
。

問答

加
藤
久
人
議員

か

ひ
さ

と

と
う

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

　 

人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進

行
す
る
中
、
市
民
生
活
の
最

も
基
本
的
な
基
盤
で
あ
る
地

域
を
ど
の
よ
う
に
活
性
化

し
、
存
続
さ
せ
て
い
く
か
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
市
は
、
地
域
の
主
体
的

な
取
り
組
み
を
ど
う
支
援
し

て
い
く
考
え
か
。

　 

地
域
振
興
部
長

　
自
治
会
交
付
金
の
交
付
の
ほ

か
、
小
規
模
自
治
会
の
統
合
あ
る

い
は
旧
学
校
区
で
の
地
域
運
営
組

織
の
立
上
げ
に
関
す
る
相
談
や
調

整
に
係
る
取
り
組
み
へ
の
支
援
と

し
て
、
集
落
支
援
員
配
置
に
よ
る

地
域
住
民
の
意
向
調
査
や
課
題
の

洗
い
出
し
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　 

観
光
商
工
部
長

　
令
和
５
年
に
下
呂
温
泉
観
光
協

会
が
小
坂
地
域
で
実
証
実
験
と
し

て
行
っ
た 

「
お
手
伝
い
旅
」
を
市

全
域
へ
展
開
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
観

光
を
交
え
な
が
ら
地
域
の
困
り
事

等
の
お
手
伝
い
体
験
を
通
し
て
、

下
呂
市
へ
の
愛
着
を
深
め
て
い
た

だ
き
、
交
流
人
口
か
ら
何
度
も
来

た
く
な
る
関
係
人
口
へ
発
展
さ
せ

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
今
後
は

関
係
部
局
や
各
地
域
と
連
携
し
て

プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
や
マ
ッ
チ
ン

グ
支
援
等
、
観
光
客
を
地
域
の

フ
ァ
ン
で
あ
る
関
係
人
口
に
つ
な

げ
ら
れ
る
よ
う
、
体
制
の
整
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

持続可能な地域社会の実現に向けて持続可能な地域社会の実現に向けて持続可能な地域社会の実現に向けて

田
中
喜
登
議員

た

き

の
り

な
か

問答答

少子化時代でのきめ細やかな教育を目指して少子化時代でのきめ細やかな教育を目指して少子化時代でのきめ細やかな教育を目指して
　 

少
子
化
が
進
む
中
で
の

「
義
務
教
育
学
校
」
の
メ
リ
ッ

ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

　 

教
育
長

　「
義
務
教
育
学
校
」
と
は
、
小

学
校
と
中
学
校
の
９
年
間
を
一
つ

の
学
校
と
し
て
一
貫
し
た
教
育
を

行
う
学
校
で
す
。

　
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
９
年
間

を
一
貫
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
編

成
す
る
た
め
、
児
童
生
徒
の
発
達

段
階
に
応
じ
た
指
導
が
目
の
前
で

行
え
ま
す
。
ま
た
、
中
学
校
の
学

習
内
容
を
小
学
校
段
階
で
指
導
す

る
な
ど
、
柔
軟
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

編
成
が
可
能
に
な
る
と
同
時
に
、

児
童
が
専
門
性
の
高
い
教
員
の
指

導
を
受
け
ら
れ
る
教
科
担
任
制
が

導
入
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
社
会

性
の
育
成
に
お
い
て
も
、
異
学
年

交
流
が
増
え
る
こ
と
で
、
思
い
や

り
や
助
け
合
い
の
気
持
ち
が
醸
成

さ
れ
る
と
考
え
ま
す
。

　
一
方
、デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、

小
学
校
１
年
生
か
ら
中
学
校
３
年

生
ま
で
の
発
達
段
階
が
大
き
く
異

な
る
子
ど
も
た
ち
が
同
籍
す
る
こ

と
に
よ
り
、
合
同
行
事
の
運
営
や

集
会
の
持
ち
方
等
に
配
慮
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
人
間
関
係
が
固
定

さ
れ
、
新
た
な
人
間
関
係
を
築
く

機
会
が
減
少
す
る
こ
と
に
よ
る
問

題
が
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答

中
島
ゆ
き
子
議員

な
か

こ

し
ま

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら
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年
の
６
月
定
例
会
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の
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質
問
の
際
、「
自
治
会

か
ら
の
要
望
に
係
る
対
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状

況
に
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て
、
分
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す

く
丁
寧
な
回
答
が
で
き
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よ

う
努
め
ま
す
」
と
の
答
弁
が

あ
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た
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し
か
し
な
が
ら
、

国
県
へ
の
要
望
に
関
し
て

は
、「
引
き
続
き
〇
〇
〇
へ

要
望
し
ま
す
」
と
い
う
回
答

が
多
く
、
以
前
と
変
わ
り
な

く
決
し
て
明
確
な
回
答
と
は

言
え
な
い
。
改
善
の
余
地
が

あ
る
の
で
は
。

　 

地
域
振
興
部
長

　
一
部
の
振
興
事
務
所
に
お
い
て

は
、
国
や
県
か
ら
の
回
答
が
届
い

て
い
な
い
時
点
で
、
市
か
ら
の
回

答
だ
け
で
済
ま
せ
て
い
た
と
い
う

こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
国
や
県
に
お
け
る
要
望
に

係
る
検
討
結
果
が
正
確
に
伝
わ
っ

て
い
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
が
あ

り
、
大
き
な
反
省
点
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　
日
頃
の
自
治
会
長
さ
ん
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
、
国

や
県
に
対
す
る
要
望
事
項
の
進
捗

状
況
等
に
関
し
て
も
共
有
し
て
お

く
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
か
と
考
え

ま
す
。

　
今
後
は
、振
興
事
務
所
を
含
め
、

自
治
会
長
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
な
が
ら
、
真

摯
な
対
応
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

自治会からの要望の検討結果を明確に自治会からの要望の検討結果を明確に自治会からの要望の検討結果を明確に

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

▲湯屋小学校校舎

地域の集落拠点として旧湯屋小学校の活用を地域の集落拠点として旧湯屋小学校の活用を地域の集落拠点として旧湯屋小学校の活用を

森

　哲
士
議員

も
り

て
つ

し

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

　 

老
朽
化
し
た
湯
屋
地
区
公

民
館
に
代
わ
る
施
設
整
備
が

急
務
で
あ
る
が
、
旧
湯
屋
小

学
校
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
活
用
の

考
え
は
。
ま
た
、
旧
湯
屋
小

学
校
敷
地
内
に
公
の
施
設
を

集
約
し
、
集
落
機
能
を
高
め

る
考
え
は
。

　 

小
坂
振
興
事
務
所
長

　
湯
屋
地
区
公
民
館
に
代
わ
る
施

設
が
必
要
で
あ
り
、
活
用
で
き
る

施
設
は
旧
湯
屋
小
学
校
ラ
ン
チ

ル
ー
ム
だ
と
考
え
ま
す
。
旧
ラ
ン

チ
ル
ー
ム
は
立
地
も
良
く
、
耐
震

性
も
有
し
、
十
分
活
用
で
き
る
遊

休
施
設
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。従
来
の
公
民
館
機
能
に
加
え
、

多
目
的
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
等
の
新

た
な
機
能
も
考
慮
し
、
地
域
の
皆

さ
ま
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
管

理
方
法
も
含
め
検
討
を
進
め
ま

す
。 

　
ま
た
、
地
域
か
ら
の
要
望
に
も

あ
る
よ
う
に
、
既
に
避
難
所
機
能

を
有
す
る
体
育
館
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設 

・
防
災
拠
点
施
設 

・

消
防
施
設
を
一
体
的
に
整
備
す
る

こ
と
で
、
集
落
機
能
維
持
に
向
け

た
最
低
限
の
拠
点
が
確
立
で
き
る

と
考
え
ま
す
。

問答

加
藤
久
人
議員

か

ひ
さ

と

と
う

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

　 

人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進

行
す
る
中
、
市
民
生
活
の
最

も
基
本
的
な
基
盤
で
あ
る
地

域
を
ど
の
よ
う
に
活
性
化

し
、
存
続
さ
せ
て
い
く
か
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
市
は
、
地
域
の
主
体
的

な
取
り
組
み
を
ど
う
支
援
し

て
い
く
考
え
か
。

　 

地
域
振
興
部
長

　
自
治
会
交
付
金
の
交
付
の
ほ

か
、
小
規
模
自
治
会
の
統
合
あ
る

い
は
旧
学
校
区
で
の
地
域
運
営
組

織
の
立
上
げ
に
関
す
る
相
談
や
調

整
に
係
る
取
り
組
み
へ
の
支
援
と

し
て
、
集
落
支
援
員
配
置
に
よ
る

地
域
住
民
の
意
向
調
査
や
課
題
の

洗
い
出
し
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　 

観
光
商
工
部
長

　
令
和
５
年
に
下
呂
温
泉
観
光
協

会
が
小
坂
地
域
で
実
証
実
験
と
し

て
行
っ
た 

「
お
手
伝
い
旅
」
を
市

全
域
へ
展
開
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
観

光
を
交
え
な
が
ら
地
域
の
困
り
事

等
の
お
手
伝
い
体
験
を
通
し
て
、

下
呂
市
へ
の
愛
着
を
深
め
て
い
た

だ
き
、
交
流
人
口
か
ら
何
度
も
来

た
く
な
る
関
係
人
口
へ
発
展
さ
せ

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
今
後
は

関
係
部
局
や
各
地
域
と
連
携
し
て

プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
や
マ
ッ
チ
ン

グ
支
援
等
、
観
光
客
を
地
域
の

フ
ァ
ン
で
あ
る
関
係
人
口
に
つ
な

げ
ら
れ
る
よ
う
、
体
制
の
整
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

持続可能な地域社会の実現に向けて持続可能な地域社会の実現に向けて持続可能な地域社会の実現に向けて

田
中
喜
登
議員

た

き

の
り

な
か

問答答

少子化時代でのきめ細やかな教育を目指して少子化時代でのきめ細やかな教育を目指して少子化時代でのきめ細やかな教育を目指して
　 

少
子
化
が
進
む
中
で
の

「
義
務
教
育
学
校
」
の
メ
リ
ッ

ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

　 

教
育
長

　「
義
務
教
育
学
校
」
と
は
、
小

学
校
と
中
学
校
の
９
年
間
を
一
つ

の
学
校
と
し
て
一
貫
し
た
教
育
を

行
う
学
校
で
す
。

　
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
９
年
間

を
一
貫
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
編

成
す
る
た
め
、
児
童
生
徒
の
発
達

段
階
に
応
じ
た
指
導
が
目
の
前
で

行
え
ま
す
。
ま
た
、
中
学
校
の
学

習
内
容
を
小
学
校
段
階
で
指
導
す

る
な
ど
、
柔
軟
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

編
成
が
可
能
に
な
る
と
同
時
に
、

児
童
が
専
門
性
の
高
い
教
員
の
指

導
を
受
け
ら
れ
る
教
科
担
任
制
が

導
入
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
社
会

性
の
育
成
に
お
い
て
も
、
異
学
年

交
流
が
増
え
る
こ
と
で
、
思
い
や

り
や
助
け
合
い
の
気
持
ち
が
醸
成

さ
れ
る
と
考
え
ま
す
。

　
一
方
、デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、

小
学
校
１
年
生
か
ら
中
学
校
３
年

生
ま
で
の
発
達
段
階
が
大
き
く
異

な
る
子
ど
も
た
ち
が
同
籍
す
る
こ

と
に
よ
り
、
合
同
行
事
の
運
営
や

集
会
の
持
ち
方
等
に
配
慮
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
人
間
関
係
が
固
定

さ
れ
、
新
た
な
人
間
関
係
を
築
く

機
会
が
減
少
す
る
こ
と
に
よ
る
問

題
が
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答

中
島
ゆ
き
子
議員

な
か

こ

し
ま

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら
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保
育
士
の
負
担
軽
減
を
図

る
ノ
ン
コ
ン
タ
ク
ト
タ
イ
ム

導
入
の
考
え
は
。
ま
た
、
こ

ど
も
園
で
運
用
中
の
保
護
者

連
絡
ア
プ
リ 

「
コ
ド
モ
ン
」

の
さ
ら
な
る
有
効
活
用
と
デ

ジ
タ
ル
化
推
進
の
観
点
か

ら
、
保
育
士
へ
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導

入
支
援
の
考
え
は
。

　 

福
祉
部
特
命
担
当
次
長

　
ノ
ン
コ
ン
タ
ク
ト
タ
イ
ム
は
、

保
育
士
の
人
員
配
置
や
園
児
へ
の

影
響
等
、
慎
重
に
検
討
す
べ
き
課

題
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
質
の

高
い
保
育
を
維
持
す
る
に
は
、
保

育
士
の
負
担
軽
減
が
不
可
欠
と
考

え
ま
す
。
こ
の
た
め
、
ノ
ン
コ
ン

タ
ク
ト
タ
イ
ム
導
入
の
可
能
性
も

含
め
、
先
進
事
例
調
査
や
各
園
か

ら
の
意
見
聴
取
を
行
い
、
保
育
士

の
業
務
時
間
軽
減
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ド
モ
ン
は
、
連
絡
業

務
や
業
務
日
誌
作
成
、
写
真
配
信

等
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
貢
献

し
て
い
る
一
方
で
、
新
た
な
業
務

の
発
生
や
保
護
者
と
保
育
士
の
顔

が
見
え
る
関
係
が
希
薄
に
な
る
可

能
性
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。今
後
は
、

保
護
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
機
会
の
確
保
に
も
配
慮
し
、
デ

ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
の
最
適
な
バ

ラ
ン
ス
を
見
極
め
、
よ
り
良
い
保

育
環
境
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

保育士の負担軽減で質の高い保育の提供を保育士の負担軽減で質の高い保育の提供を保育士の負担軽減で質の高い保育の提供を

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

下
平
裕
次
郎
議員

し
も

ひ
ら

ゆ
う

じ

ろ
う

　 

関
係
人
口
創
出
に
向
け
た

体
制
づ
く
り
と
新
た
な
暮
ら

し
方 「
二
地
域
居
住
」
へ
の

取
り
組
み
は
。

　 

市
長

　
二
地
域
居
住
の
取
り
組
み
は
、

人
口
減
少
に
対
し
て
重
要
な
施
策

で
す
が
、
本
市
で
は
、
ま
ず
は
市

民
の
生
活
の
質
の
向
上
、
す
な
わ

ち
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
実
現
を
重

点
的
に
行
い
、
社
会
基
盤
や
医

療 

・
福
祉
、
子
育
て
支
援
等
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

そ
の
上
で
、
二
地
域
居
住
と
い
っ
た

「
攻
め
」
の
施
策
に
つ
い
て
は
、
き
っ

か
け
づ
く
り
や
受
け
入
れ
体
制
の

整
備
も
含
め
、支
援
法
人
等
に
担
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
、
協
力
し
て
い
た

だ
け
る
方
々
の
募
集
や
連
携
の
促

進
、
予
算
投
入
を
通
じ
て
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

　
市
と
し
て
は
、
市
民
の
生
活
の

質
が
向
上
す
る
こ
と
で
、
移
住
者

に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
居
住
環
境

の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
人

口
減
少
対
策
は
、
第
三
次
総
合
計

画
に
も
掲
げ
た
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
ひ
と
つ
で
す
。
庁
内
連
携
を

さ
ら
に
深
め
、
関
係
人
口
や
二
地

域
居
住
を
担
う
体
制
づ
く
り
も
視

野
に
入
れ
な
が
ら
、
今
後
も
継
続

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

関係人口と二地域居住の創出に向けて関係人口と二地域居住の創出に向けて関係人口と二地域居住の創出に向けて

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答 問

桂
川
融
己
議員

か
つ
ら

が
わ

ゆ
う

き

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

地域力を引き出す地域おこし協力隊の活用を地域力を引き出す地域おこし協力隊の活用を地域力を引き出す地域おこし協力隊の活用を
　 

地
域
の
魅
力
的
資
源
を
再

発
見
し
発
信
す
る
な
ど
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
優
れ

た
視
点
と
行
動
力
に
は
目
を

見
張
る
も
の
が
あ
り
、
さ
ら

に
多
く
の
隊
員
が
定
住
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
意
義
深
い
と

考
え
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
活

動
へ
の
評
価
と
今
後
の
配
置

方
針
は
。

　 

地
域
振
興
部
長

　
下
呂
市
に
お
け
る
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
の
定
住
率
は
80
％
で
、

全
国
の
定
住
率
56
％
と
比
べ
高
い

数
値
に
な
っ
て
い
ま
す
。
任
期
終

了
後
も
市
内
で
起
業
や
就
業
さ

れ
、
地
域
活
性
化
の
た
め
に
中
心

的
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
元
隊
員

も
多
い
と
承
知
し
て
い
ま
す
。
地

域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
直
接
定
住

に
結
び
つ
き
、
外
か
ら
の
目
線
や

若
者
の
柔
軟
な
発
想
に
よ
り
地
域

へ
の
刺
激
や
活
性
化
に
つ
な
が
る

有
効
な
施
策
で
あ
り
、
高
く
評
価

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
の

ニ
ー
ズ
を
確
認
し
な
が
ら
、
こ
の

制
度
を
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

　
な
お
、
来
年
度
以
降
の
配
置
検

討
に
当
た
り
、
各
振
興
事
務
所
に

て
ニ
ー
ズ
把
握
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
任
期
満
了
後
に
お

け
る
自
立
に
つ
い
て
、
道
筋
が
描

け
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
隊
員
募

集
す
る
と
こ
ろ
ま
で
に
は
至
っ
て

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

答 問

高
井
範
和
議員

た
か

い

の
り

か
ず

　 

市
長
は
、
令
和
３
年
度
か

ら
令
和
６
年
度
に
か
け
て
延

べ
17
日
40
回
以
上
、
岐
阜
大

学
医
学
部
を
訪
問
し
、
医
師

不
足
解
消
に
向
け
た
招
へ
い

活
動
を
精
力
的
に
さ
れ
て
い

る
。
今
後
の
下
呂
市
の
医
療

体
制
確
保
に
向
け
た
考
え

は
。

　 

市
民
保
健
部
長

　
市
長
自
ら
が
岐
阜
大
学
医
学
部

へ
訪
問
す
る
こ
と
で
、
先
生
方
と

の
親
密
な
関
係
を
築
き
、
医
療
に

対
す
る
姿
勢
と
医
師
を
迎
え
入
れ

る
熱
意
を
直
接
お
伝
え
す
る
こ
と

が
で
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
今
後
、
地
方

に
お
け
る
医
師
不
足
は
一
層
深
刻

化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、特
に
、

特
定
の
診
療
科
や
若
手
医
師
の
確

保
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
定
期
的
な
訪
問

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
医
学
生
向

け
地
域
医
療
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
へ

の
呼
び
か
け
等
、
岐
阜
大
学
医
学

部
と
こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携
を
密

に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、

将
来
地
域
医
療
を
担
う
志
を
持
つ

医
学
生
の
奨
学
金
制
度
の
継
続
や

実
習
受
け
入
れ
等
の
育
成
支
援
を

強
化
い
た
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
継
続
し
な
が
ら
、
医

師
確
保
に
向
け
た
あ
ら
ゆ
る
可
能

性
を
追
求
し
、
地
域
医
療
提
供
体

制
の
確
保
に
最
大
限
努
力
し
て
い

き
ま
す
。

市民と来訪者の健康や命を守る医療の充実を市民と来訪者の健康や命を守る医療の充実を市民と来訪者の健康や命を守る医療の充実を
答 問

田
口
琢
弥
議員

た

ぐ
ち

た
く

や

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

※

二
地
域
居
住
と
は
？

　
都
市
と
地
方
な
ど
、
離
れ
た
２
つ

の
場
所
を
拠
点
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

場
所
で
一
定
期
間
を
過
ご
す
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
。

※

保
育
現
場
で
の
ノ
ン
コ
ン
タ
ク
ト

　
タ
イ
ム
と
は
？

　
保
育
士
が
子
ど
も
た
ち
と
直
接
関
わ

ら
ず
、
書
類
や
造
作
物
の
作
成
等
の
業

務
に
費
や
す
こ
と
が
で
き
る
時
間
。

▲馬瀬地域で活躍する地域おこし協力隊
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保
育
士
の
負
担
軽
減
を
図

る
ノ
ン
コ
ン
タ
ク
ト
タ
イ
ム

導
入
の
考
え
は
。
ま
た
、
こ

ど
も
園
で
運
用
中
の
保
護
者

連
絡
ア
プ
リ 

「
コ
ド
モ
ン
」

の
さ
ら
な
る
有
効
活
用
と
デ

ジ
タ
ル
化
推
進
の
観
点
か

ら
、
保
育
士
へ
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導

入
支
援
の
考
え
は
。

　 

福
祉
部
特
命
担
当
次
長

　
ノ
ン
コ
ン
タ
ク
ト
タ
イ
ム
は
、

保
育
士
の
人
員
配
置
や
園
児
へ
の

影
響
等
、
慎
重
に
検
討
す
べ
き
課

題
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
質
の

高
い
保
育
を
維
持
す
る
に
は
、
保

育
士
の
負
担
軽
減
が
不
可
欠
と
考

え
ま
す
。
こ
の
た
め
、
ノ
ン
コ
ン

タ
ク
ト
タ
イ
ム
導
入
の
可
能
性
も

含
め
、
先
進
事
例
調
査
や
各
園
か

ら
の
意
見
聴
取
を
行
い
、
保
育
士

の
業
務
時
間
軽
減
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ド
モ
ン
は
、
連
絡
業

務
や
業
務
日
誌
作
成
、
写
真
配
信

等
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
貢
献

し
て
い
る
一
方
で
、
新
た
な
業
務

の
発
生
や
保
護
者
と
保
育
士
の
顔

が
見
え
る
関
係
が
希
薄
に
な
る
可

能
性
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。今
後
は
、

保
護
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
機
会
の
確
保
に
も
配
慮
し
、
デ

ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
の
最
適
な
バ

ラ
ン
ス
を
見
極
め
、
よ
り
良
い
保

育
環
境
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

保育士の負担軽減で質の高い保育の提供を保育士の負担軽減で質の高い保育の提供を保育士の負担軽減で質の高い保育の提供を

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

下
平
裕
次
郎
議員

し
も

ひ
ら

ゆ
う

じ

ろ
う

　 

関
係
人
口
創
出
に
向
け
た

体
制
づ
く
り
と
新
た
な
暮
ら

し
方 「
二
地
域
居
住
」
へ
の

取
り
組
み
は
。

　 

市
長

　
二
地
域
居
住
の
取
り
組
み
は
、

人
口
減
少
に
対
し
て
重
要
な
施
策

で
す
が
、
本
市
で
は
、
ま
ず
は
市

民
の
生
活
の
質
の
向
上
、
す
な
わ

ち
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
実
現
を
重

点
的
に
行
い
、
社
会
基
盤
や
医

療 

・
福
祉
、
子
育
て
支
援
等
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

そ
の
上
で
、
二
地
域
居
住
と
い
っ
た

「
攻
め
」
の
施
策
に
つ
い
て
は
、
き
っ

か
け
づ
く
り
や
受
け
入
れ
体
制
の

整
備
も
含
め
、支
援
法
人
等
に
担
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
、
協
力
し
て
い
た

だ
け
る
方
々
の
募
集
や
連
携
の
促

進
、
予
算
投
入
を
通
じ
て
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

　
市
と
し
て
は
、
市
民
の
生
活
の

質
が
向
上
す
る
こ
と
で
、
移
住
者

に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
居
住
環
境

の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
人

口
減
少
対
策
は
、
第
三
次
総
合
計

画
に
も
掲
げ
た
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
ひ
と
つ
で
す
。
庁
内
連
携
を

さ
ら
に
深
め
、
関
係
人
口
や
二
地

域
居
住
を
担
う
体
制
づ
く
り
も
視

野
に
入
れ
な
が
ら
、
今
後
も
継
続

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

関係人口と二地域居住の創出に向けて関係人口と二地域居住の創出に向けて関係人口と二地域居住の創出に向けて

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答 問

桂
川
融
己
議員

か
つ
ら

が
わ

ゆ
う

き

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

地域力を引き出す地域おこし協力隊の活用を地域力を引き出す地域おこし協力隊の活用を地域力を引き出す地域おこし協力隊の活用を
　 

地
域
の
魅
力
的
資
源
を
再

発
見
し
発
信
す
る
な
ど
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
優
れ

た
視
点
と
行
動
力
に
は
目
を

見
張
る
も
の
が
あ
り
、
さ
ら

に
多
く
の
隊
員
が
定
住
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
意
義
深
い
と

考
え
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
活

動
へ
の
評
価
と
今
後
の
配
置

方
針
は
。

　 

地
域
振
興
部
長

　
下
呂
市
に
お
け
る
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
の
定
住
率
は
80
％
で
、

全
国
の
定
住
率
56
％
と
比
べ
高
い

数
値
に
な
っ
て
い
ま
す
。
任
期
終

了
後
も
市
内
で
起
業
や
就
業
さ

れ
、
地
域
活
性
化
の
た
め
に
中
心

的
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
元
隊
員

も
多
い
と
承
知
し
て
い
ま
す
。
地

域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
直
接
定
住

に
結
び
つ
き
、
外
か
ら
の
目
線
や

若
者
の
柔
軟
な
発
想
に
よ
り
地
域

へ
の
刺
激
や
活
性
化
に
つ
な
が
る

有
効
な
施
策
で
あ
り
、
高
く
評
価

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
の

ニ
ー
ズ
を
確
認
し
な
が
ら
、
こ
の

制
度
を
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

　
な
お
、
来
年
度
以
降
の
配
置
検

討
に
当
た
り
、
各
振
興
事
務
所
に

て
ニ
ー
ズ
把
握
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
任
期
満
了
後
に
お

け
る
自
立
に
つ
い
て
、
道
筋
が
描

け
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
隊
員
募

集
す
る
と
こ
ろ
ま
で
に
は
至
っ
て

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

答 問

高
井
範
和
議員

た
か

い

の
り

か
ず

　 

市
長
は
、
令
和
３
年
度
か

ら
令
和
６
年
度
に
か
け
て
延

べ
17
日
40
回
以
上
、
岐
阜
大

学
医
学
部
を
訪
問
し
、
医
師

不
足
解
消
に
向
け
た
招
へ
い

活
動
を
精
力
的
に
さ
れ
て
い

る
。
今
後
の
下
呂
市
の
医
療

体
制
確
保
に
向
け
た
考
え

は
。

　 
市
民
保
健
部
長

　
市
長
自
ら
が
岐
阜
大
学
医
学
部

へ
訪
問
す
る
こ
と
で
、
先
生
方
と

の
親
密
な
関
係
を
築
き
、
医
療
に

対
す
る
姿
勢
と
医
師
を
迎
え
入
れ

る
熱
意
を
直
接
お
伝
え
す
る
こ
と

が
で
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
今
後
、
地
方

に
お
け
る
医
師
不
足
は
一
層
深
刻

化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、特
に
、

特
定
の
診
療
科
や
若
手
医
師
の
確

保
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
定
期
的
な
訪
問

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
医
学
生
向

け
地
域
医
療
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
へ

の
呼
び
か
け
等
、
岐
阜
大
学
医
学

部
と
こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携
を
密

に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、

将
来
地
域
医
療
を
担
う
志
を
持
つ

医
学
生
の
奨
学
金
制
度
の
継
続
や

実
習
受
け
入
れ
等
の
育
成
支
援
を

強
化
い
た
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
継
続
し
な
が
ら
、
医

師
確
保
に
向
け
た
あ
ら
ゆ
る
可
能

性
を
追
求
し
、
地
域
医
療
提
供
体

制
の
確
保
に
最
大
限
努
力
し
て
い

き
ま
す
。

市民と来訪者の健康や命を守る医療の充実を市民と来訪者の健康や命を守る医療の充実を市民と来訪者の健康や命を守る医療の充実を
答 問

田
口
琢
弥
議員

た

ぐ
ち

た
く

や

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

※

二
地
域
居
住
と
は
？

　
都
市
と
地
方
な
ど
、
離
れ
た
２
つ

の
場
所
を
拠
点
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

場
所
で
一
定
期
間
を
過
ご
す
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
。

※

保
育
現
場
で
の
ノ
ン
コ
ン
タ
ク
ト

　
タ
イ
ム
と
は
？

　
保
育
士
が
子
ど
も
た
ち
と
直
接
関
わ

ら
ず
、
書
類
や
造
作
物
の
作
成
等
の
業

務
に
費
や
す
こ
と
が
で
き
る
時
間
。

▲馬瀬地域で活躍する地域おこし協力隊
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保
育
士
の
負
担
軽
減
を
図

る
ノ
ン
コ
ン
タ
ク
ト
タ
イ
ム

導
入
の
考
え
は
。
ま
た
、
こ

ど
も
園
で
運
用
中
の
保
護
者

連
絡
ア
プ
リ 

「
コ
ド
モ
ン
」

の
さ
ら
な
る
有
効
活
用
と
デ

ジ
タ
ル
化
推
進
の
観
点
か

ら
、
保
育
士
へ
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導

入
支
援
の
考
え
は
。

　 

福
祉
部
特
命
担
当
次
長

　
ノ
ン
コ
ン
タ
ク
ト
タ
イ
ム
は
、

保
育
士
の
人
員
配
置
や
園
児
へ
の

影
響
等
、
慎
重
に
検
討
す
べ
き
課

題
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
質
の

高
い
保
育
を
維
持
す
る
に
は
、
保

育
士
の
負
担
軽
減
が
不
可
欠
と
考

え
ま
す
。
こ
の
た
め
、
ノ
ン
コ
ン

タ
ク
ト
タ
イ
ム
導
入
の
可
能
性
も

含
め
、
先
進
事
例
調
査
や
各
園
か

ら
の
意
見
聴
取
を
行
い
、
保
育
士

の
業
務
時
間
軽
減
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ド
モ
ン
は
、
連
絡
業

務
や
業
務
日
誌
作
成
、
写
真
配
信

等
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
貢
献

し
て
い
る
一
方
で
、
新
た
な
業
務

の
発
生
や
保
護
者
と
保
育
士
の
顔

が
見
え
る
関
係
が
希
薄
に
な
る
可

能
性
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。今
後
は
、

保
護
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
機
会
の
確
保
に
も
配
慮
し
、
デ

ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
の
最
適
な
バ

ラ
ン
ス
を
見
極
め
、
よ
り
良
い
保

育
環
境
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

保育士の負担軽減で質の高い保育の提供を保育士の負担軽減で質の高い保育の提供を保育士の負担軽減で質の高い保育の提供を

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

下
平
裕
次
郎
議員

し
も

ひ
ら

ゆ
う

じ

ろ
う

　 

関
係
人
口
創
出
に
向
け
た

体
制
づ
く
り
と
新
た
な
暮
ら

し
方 「
二
地
域
居
住
」
へ
の

取
り
組
み
は
。

　 

市
長

　
二
地
域
居
住
の
取
り
組
み
は
、

人
口
減
少
に
対
し
て
重
要
な
施
策

で
す
が
、
本
市
で
は
、
ま
ず
は
市

民
の
生
活
の
質
の
向
上
、
す
な
わ

ち
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
実
現
を
重

点
的
に
行
い
、
社
会
基
盤
や
医

療 

・
福
祉
、
子
育
て
支
援
等
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

そ
の
上
で
、
二
地
域
居
住
と
い
っ
た

「
攻
め
」
の
施
策
に
つ
い
て
は
、
き
っ

か
け
づ
く
り
や
受
け
入
れ
体
制
の

整
備
も
含
め
、支
援
法
人
等
に
担
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
、
協
力
し
て
い
た

だ
け
る
方
々
の
募
集
や
連
携
の
促

進
、
予
算
投
入
を
通
じ
て
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

　
市
と
し
て
は
、
市
民
の
生
活
の

質
が
向
上
す
る
こ
と
で
、
移
住
者

に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
居
住
環
境

の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
人

口
減
少
対
策
は
、
第
三
次
総
合
計

画
に
も
掲
げ
た
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
ひ
と
つ
で
す
。
庁
内
連
携
を

さ
ら
に
深
め
、
関
係
人
口
や
二
地

域
居
住
を
担
う
体
制
づ
く
り
も
視

野
に
入
れ
な
が
ら
、
今
後
も
継
続

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

関係人口と二地域居住の創出に向けて関係人口と二地域居住の創出に向けて関係人口と二地域居住の創出に向けて

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答 問

桂
川
融
己
議員

か
つ
ら

が
わ

ゆ
う

き

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

地域力を引き出す地域おこし協力隊の活用を地域力を引き出す地域おこし協力隊の活用を地域力を引き出す地域おこし協力隊の活用を
　 

地
域
の
魅
力
的
資
源
を
再

発
見
し
発
信
す
る
な
ど
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
優
れ

た
視
点
と
行
動
力
に
は
目
を

見
張
る
も
の
が
あ
り
、
さ
ら

に
多
く
の
隊
員
が
定
住
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
意
義
深
い
と

考
え
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
活

動
へ
の
評
価
と
今
後
の
配
置

方
針
は
。

　 

地
域
振
興
部
長

　
下
呂
市
に
お
け
る
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
の
定
住
率
は
80
％
で
、

全
国
の
定
住
率
56
％
と
比
べ
高
い

数
値
に
な
っ
て
い
ま
す
。
任
期
終

了
後
も
市
内
で
起
業
や
就
業
さ

れ
、
地
域
活
性
化
の
た
め
に
中
心

的
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
元
隊
員

も
多
い
と
承
知
し
て
い
ま
す
。
地

域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
直
接
定
住

に
結
び
つ
き
、
外
か
ら
の
目
線
や

若
者
の
柔
軟
な
発
想
に
よ
り
地
域

へ
の
刺
激
や
活
性
化
に
つ
な
が
る

有
効
な
施
策
で
あ
り
、
高
く
評
価

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
の

ニ
ー
ズ
を
確
認
し
な
が
ら
、
こ
の

制
度
を
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

　
な
お
、
来
年
度
以
降
の
配
置
検

討
に
当
た
り
、
各
振
興
事
務
所
に

て
ニ
ー
ズ
把
握
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
任
期
満
了
後
に
お

け
る
自
立
に
つ
い
て
、
道
筋
が
描

け
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
隊
員
募

集
す
る
と
こ
ろ
ま
で
に
は
至
っ
て

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

答 問

高
井
範
和
議員

た
か

い

の
り

か
ず

　 

市
長
は
、
令
和
３
年
度
か

ら
令
和
６
年
度
に
か
け
て
延

べ
17
日
40
回
以
上
、
岐
阜
大

学
医
学
部
を
訪
問
し
、
医
師

不
足
解
消
に
向
け
た
招
へ
い

活
動
を
精
力
的
に
さ
れ
て
い

る
。
今
後
の
下
呂
市
の
医
療

体
制
確
保
に
向
け
た
考
え

は
。

　 

市
民
保
健
部
長

　
市
長
自
ら
が
岐
阜
大
学
医
学
部

へ
訪
問
す
る
こ
と
で
、
先
生
方
と

の
親
密
な
関
係
を
築
き
、
医
療
に

対
す
る
姿
勢
と
医
師
を
迎
え
入
れ

る
熱
意
を
直
接
お
伝
え
す
る
こ
と

が
で
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
今
後
、
地
方

に
お
け
る
医
師
不
足
は
一
層
深
刻

化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、特
に
、

特
定
の
診
療
科
や
若
手
医
師
の
確

保
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
定
期
的
な
訪
問

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
医
学
生
向

け
地
域
医
療
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
へ

の
呼
び
か
け
等
、
岐
阜
大
学
医
学

部
と
こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携
を
密

に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、

将
来
地
域
医
療
を
担
う
志
を
持
つ

医
学
生
の
奨
学
金
制
度
の
継
続
や

実
習
受
け
入
れ
等
の
育
成
支
援
を

強
化
い
た
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
継
続
し
な
が
ら
、
医

師
確
保
に
向
け
た
あ
ら
ゆ
る
可
能

性
を
追
求
し
、
地
域
医
療
提
供
体

制
の
確
保
に
最
大
限
努
力
し
て
い

き
ま
す
。

市民と来訪者の健康や命を守る医療の充実を市民と来訪者の健康や命を守る医療の充実を市民と来訪者の健康や命を守る医療の充実を
答 問

田
口
琢
弥
議員

た

ぐ
ち

た
く

や

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

※

二
地
域
居
住
と
は
？

　
都
市
と
地
方
な
ど
、
離
れ
た
２
つ

の
場
所
を
拠
点
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

場
所
で
一
定
期
間
を
過
ご
す
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
。

※

保
育
現
場
で
の
ノ
ン
コ
ン
タ
ク
ト

　
タ
イ
ム
と
は
？

　
保
育
士
が
子
ど
も
た
ち
と
直
接
関
わ

ら
ず
、
書
類
や
造
作
物
の
作
成
等
の
業

務
に
費
や
す
こ
と
が
で
き
る
時
間
。

▲馬瀬地域で活躍する地域おこし協力隊
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保
育
士
の
負
担
軽
減
を
図

る
ノ
ン
コ
ン
タ
ク
ト
タ
イ
ム

導
入
の
考
え
は
。
ま
た
、
こ

ど
も
園
で
運
用
中
の
保
護
者

連
絡
ア
プ
リ 

「
コ
ド
モ
ン
」

の
さ
ら
な
る
有
効
活
用
と
デ

ジ
タ
ル
化
推
進
の
観
点
か

ら
、
保
育
士
へ
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導

入
支
援
の
考
え
は
。

　 

福
祉
部
特
命
担
当
次
長

　
ノ
ン
コ
ン
タ
ク
ト
タ
イ
ム
は
、

保
育
士
の
人
員
配
置
や
園
児
へ
の

影
響
等
、
慎
重
に
検
討
す
べ
き
課

題
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
質
の

高
い
保
育
を
維
持
す
る
に
は
、
保

育
士
の
負
担
軽
減
が
不
可
欠
と
考

え
ま
す
。
こ
の
た
め
、
ノ
ン
コ
ン

タ
ク
ト
タ
イ
ム
導
入
の
可
能
性
も

含
め
、
先
進
事
例
調
査
や
各
園
か

ら
の
意
見
聴
取
を
行
い
、
保
育
士

の
業
務
時
間
軽
減
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ド
モ
ン
は
、
連
絡
業

務
や
業
務
日
誌
作
成
、
写
真
配
信

等
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
貢
献

し
て
い
る
一
方
で
、
新
た
な
業
務

の
発
生
や
保
護
者
と
保
育
士
の
顔

が
見
え
る
関
係
が
希
薄
に
な
る
可

能
性
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。今
後
は
、

保
護
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
機
会
の
確
保
に
も
配
慮
し
、
デ

ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
の
最
適
な
バ

ラ
ン
ス
を
見
極
め
、
よ
り
良
い
保

育
環
境
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

保育士の負担軽減で質の高い保育の提供を保育士の負担軽減で質の高い保育の提供を保育士の負担軽減で質の高い保育の提供を

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

下
平
裕
次
郎
議員

し
も

ひ
ら

ゆ
う

じ

ろ
う

　 

関
係
人
口
創
出
に
向
け
た

体
制
づ
く
り
と
新
た
な
暮
ら

し
方 「
二
地
域
居
住
」
へ
の

取
り
組
み
は
。

　 

市
長

　
二
地
域
居
住
の
取
り
組
み
は
、

人
口
減
少
に
対
し
て
重
要
な
施
策

で
す
が
、
本
市
で
は
、
ま
ず
は
市

民
の
生
活
の
質
の
向
上
、
す
な
わ

ち
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
実
現
を
重

点
的
に
行
い
、
社
会
基
盤
や
医

療 

・
福
祉
、
子
育
て
支
援
等
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

そ
の
上
で
、
二
地
域
居
住
と
い
っ
た

「
攻
め
」
の
施
策
に
つ
い
て
は
、
き
っ

か
け
づ
く
り
や
受
け
入
れ
体
制
の

整
備
も
含
め
、支
援
法
人
等
に
担
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
、
協
力
し
て
い
た

だ
け
る
方
々
の
募
集
や
連
携
の
促

進
、
予
算
投
入
を
通
じ
て
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

　
市
と
し
て
は
、
市
民
の
生
活
の

質
が
向
上
す
る
こ
と
で
、
移
住
者

に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
居
住
環
境

の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
人

口
減
少
対
策
は
、
第
三
次
総
合
計

画
に
も
掲
げ
た
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
ひ
と
つ
で
す
。
庁
内
連
携
を

さ
ら
に
深
め
、
関
係
人
口
や
二
地

域
居
住
を
担
う
体
制
づ
く
り
も
視

野
に
入
れ
な
が
ら
、
今
後
も
継
続

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

関係人口と二地域居住の創出に向けて関係人口と二地域居住の創出に向けて関係人口と二地域居住の創出に向けて

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答 問

桂
川
融
己
議員

か
つ
ら

が
わ

ゆ
う

き

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

地域力を引き出す地域おこし協力隊の活用を地域力を引き出す地域おこし協力隊の活用を地域力を引き出す地域おこし協力隊の活用を
　 

地
域
の
魅
力
的
資
源
を
再

発
見
し
発
信
す
る
な
ど
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
優
れ

た
視
点
と
行
動
力
に
は
目
を

見
張
る
も
の
が
あ
り
、
さ
ら

に
多
く
の
隊
員
が
定
住
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
意
義
深
い
と

考
え
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
活

動
へ
の
評
価
と
今
後
の
配
置

方
針
は
。

　 

地
域
振
興
部
長

　
下
呂
市
に
お
け
る
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
の
定
住
率
は
80
％
で
、

全
国
の
定
住
率
56
％
と
比
べ
高
い

数
値
に
な
っ
て
い
ま
す
。
任
期
終

了
後
も
市
内
で
起
業
や
就
業
さ

れ
、
地
域
活
性
化
の
た
め
に
中
心

的
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
元
隊
員

も
多
い
と
承
知
し
て
い
ま
す
。
地

域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
直
接
定
住

に
結
び
つ
き
、
外
か
ら
の
目
線
や

若
者
の
柔
軟
な
発
想
に
よ
り
地
域

へ
の
刺
激
や
活
性
化
に
つ
な
が
る

有
効
な
施
策
で
あ
り
、
高
く
評
価

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
の

ニ
ー
ズ
を
確
認
し
な
が
ら
、
こ
の

制
度
を
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

　
な
お
、
来
年
度
以
降
の
配
置
検

討
に
当
た
り
、
各
振
興
事
務
所
に

て
ニ
ー
ズ
把
握
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
任
期
満
了
後
に
お

け
る
自
立
に
つ
い
て
、
道
筋
が
描

け
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
隊
員
募

集
す
る
と
こ
ろ
ま
で
に
は
至
っ
て

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

答 問

高
井
範
和
議員

た
か

い

の
り

か
ず

　 

市
長
は
、
令
和
３
年
度
か

ら
令
和
６
年
度
に
か
け
て
延

べ
17
日
40
回
以
上
、
岐
阜
大

学
医
学
部
を
訪
問
し
、
医
師

不
足
解
消
に
向
け
た
招
へ
い

活
動
を
精
力
的
に
さ
れ
て
い

る
。
今
後
の
下
呂
市
の
医
療

体
制
確
保
に
向
け
た
考
え

は
。

　 

市
民
保
健
部
長

　
市
長
自
ら
が
岐
阜
大
学
医
学
部

へ
訪
問
す
る
こ
と
で
、
先
生
方
と

の
親
密
な
関
係
を
築
き
、
医
療
に

対
す
る
姿
勢
と
医
師
を
迎
え
入
れ

る
熱
意
を
直
接
お
伝
え
す
る
こ
と

が
で
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
今
後
、
地
方

に
お
け
る
医
師
不
足
は
一
層
深
刻

化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、特
に
、

特
定
の
診
療
科
や
若
手
医
師
の
確

保
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
定
期
的
な
訪
問

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
医
学
生
向

け
地
域
医
療
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
へ

の
呼
び
か
け
等
、
岐
阜
大
学
医
学

部
と
こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携
を
密

に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、

将
来
地
域
医
療
を
担
う
志
を
持
つ

医
学
生
の
奨
学
金
制
度
の
継
続
や

実
習
受
け
入
れ
等
の
育
成
支
援
を

強
化
い
た
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
継
続
し
な
が
ら
、
医

師
確
保
に
向
け
た
あ
ら
ゆ
る
可
能

性
を
追
求
し
、
地
域
医
療
提
供
体

制
の
確
保
に
最
大
限
努
力
し
て
い

き
ま
す
。

市民と来訪者の健康や命を守る医療の充実を市民と来訪者の健康や命を守る医療の充実を市民と来訪者の健康や命を守る医療の充実を
答 問

田
口
琢
弥
議員

た

ぐ
ち

た
く

や

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

※

二
地
域
居
住
と
は
？

　
都
市
と
地
方
な
ど
、
離
れ
た
２
つ

の
場
所
を
拠
点
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

場
所
で
一
定
期
間
を
過
ご
す
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
。

※

保
育
現
場
で
の
ノ
ン
コ
ン
タ
ク
ト

　
タ
イ
ム
と
は
？

　
保
育
士
が
子
ど
も
た
ち
と
直
接
関
わ

ら
ず
、
書
類
や
造
作
物
の
作
成
等
の
業

務
に
費
や
す
こ
と
が
で
き
る
時
間
。

▲馬瀬地域で活躍する地域おこし協力隊
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馬
瀬
と
萩
原
を
結
ぶ
新
日

和
田
ト
ン
ネ
ル
は
、
幅
員
が

狭
く
大
型
車
同
士
の
す
れ
違

い
に
も
苦
慮
し
て
い
る
中
、
地

域
住
民
の
利
便
性
向
上
と
観

光
に
も
大
き
く
寄
与
す
る
こ

と
に
な
る 「
下
呂 

・
馬
瀬
ト

ン
ネ
ル
」
の
整
備
の
考
え
は
。

　 

市
長

　
馬
瀬
地
域
の
孤
立
対
策
を
考
え

た
時
、
も
う
１
本
の
ト
ン
ネ
ル
か

道
路
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
明
白

で
あ
り
、
将
来
を
見
据
え
て
整
備

を
進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。な
お
、

ト
ン
ネ
ル
は
大
事
業
と
な
る
の

で
、
早
く
計
画
路
線
に
位
置
付
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

国
県
へ
の
要
望
と
し
て
は
、
金
山

町
の
陸
閘
門
に
係
る
交
通
対
策
と

し
て
の
ト
ン
ネ
ル
整
備
が
優
先
順

位
と
し
て
非
常
に
高
く
、
ま
た
、

濃
飛
横
断
自
動
車
道
下
呂
・
中
津

川
間
の
ル
ー
ト
決
定
と
事
業
化
を

県
に
強
く
迫
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
の
次
に 

「
下
呂 

・
馬
瀬
ト
ン
ネ
ル
」
の
話

を
土
俵
に
上
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
観
光
面
に
お
い
て
も
、

喉
か
ら
手
が
出
る
ほ
ど
欲
し
い

ル
ー
ト
で
あ
り
、
昇
龍
道
と
し
て

の
機
能
が
さ
ら
に
際
立
つ
も
の
と

考
え
ま
す
。
夢
で
は
な
く
現
実
の

問
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

下呂・馬瀬トンネルの開通を目指して下呂・馬瀬トンネルの開通を目指して下呂・馬瀬トンネルの開通を目指して

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答 問

尾
里
集
務
議員

お

あ
つ

む

ざ
と

　 

竹
原 

・
上
原 

・
中
原
地

区
に
お
け
る
地
域
振
興
を
総

合
的
に
支
援
す
る
仮
称 「
下

呂
市
南
部
振
興
事
務
所
」
設

置
の
考
え
は
。

　 

市
長

　
振
興
事
務
所
と
い
う
も
の
は
、

本
庁
か
ら
離
れ
た
地
域
で
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
や
地
域
振
興
支
援
が
届

き
に
く
い
こ
と
か
ら
設
置
さ
れ
て
い

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
下
呂
地
域
の
中
心
部
に
位
置
す

る
現
在
の
下
呂
振
興
事
務
所
職
員

を
地
域
振
興
課
と
竹
原
出
張
所
の

そ
れ
ぞ
れ
に
分
散
配
置
し
、
さ
ら

に
集
落
支
援
員
も
そ
の
中
に
含
め

る
こ
と
で
、
竹
原 

・
上
原 

・
中
原

地
区
の
地
域
振
興
に
関
す
る
き
め

細
か
な
対
応
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。

　
こ
れ
は
す
ぐ
に
実
現
で
き
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
竹
原 

・

上
原 

・
中
原
地
区
に
、
も
う
少
し

目
を
届
か
せ
る
必
要
が
あ
る
と
個

人
的
に
は
考
え
て
い
ま
す
。

　
振
興
事
務
所
と
な
る
と
所
長
の

配
置
等
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

２
年
、
３
年
の
試
行
期
間
を
も
っ

て
、
そ
の
中
で
今
後
の
方
針
を
判

断
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
来
年
度
は

試
行
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ

り
ま
す
が
、
確
定
し
た
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
点
だ
け
ご

承
知
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

竹原地区に「下呂市南部振興事務所」の設置を竹原地区に「下呂市南部振興事務所」の設置を竹原地区に「下呂市南部振興事務所」の設置を
答 問

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

今
井
政
良
議員

い
ま

い

ま
さ

よ
し

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

大
西
尚
子
議員

お
お

に
し

な
お

こ

健康的で活動的な生活を長く続けるために健康的で活動的な生活を長く続けるために健康的で活動的な生活を長く続けるために
　 

下
呂
市
の
高
齢
化
率
は

40
％
を
超
え
、
健
康
寿
命
延

伸
と
地
域
活
力
維
持
の
た
め

に
も
介
護
予
防
の
強
化
が
必

要
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解

は
。

　 

福
祉
部
長

　
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
要
介

護
認
定
率
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、

令
和
２
年
度
以
降
、
県
平
均
を
上

回
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ

の
背
景
に
は
、
認
知
症
や
転
倒 

・

骨
折
と
い
っ
た
加
齢
に
伴
う
心
身

機
能
の
衰
え
に
よ
っ
て
現
れ
る
さ

ま
ざ
ま
な
症
状
が
大
き
な
要
因
と

し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す 

。

　
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
介

護
予
防
を
個
人
の
健
康
問
題
と
し

て
だ
け
で
な
く
、
市
の
将
来
に
関

わ
る
重
要
な
課
題
と
捉
え
て
お

り
、
介
護
予
防
を
推
進
す
る
こ
と

で
、
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
医
療
費
や
介
護
費
の

抑
制
、
さ
ら
に
高
齢
者
の
社
会
参

加
を
通
じ
た
地
域
活
力
の
維
持

等
、
多
岐
に
わ
た
る
効
果
が
期
待

で
き
る
こ
と
か
ら
、
介
護
予
防
を

重
要
施
策
と
し
て
位
置
付
け
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
認
識
の
も
と
、
特
に

介
護
認
定
区
分
に
お
い
て
比
較
的

軽
度
の
方
に
多
い
運
動
器
疾
患
に

着
目
し
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目

指
し
、
活
動
的
な
生
活
を
維
持
で

き
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
取
り
組

み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

答 問

※

昇
龍
道
と
は
？

　
主
に
中
部
地
方
に
お
け
る
南
か
ら
北

へと
縦
断
す
る
広
域
観
光
周
遊
ル
ー
ト
。

▲竹原出張所

▲新日和田トンネル

金
山
小
学
校
議
場
見
学

　
６
月
12
日
、
金
山
小
学
校
６
年
生
の

児
童
35
名
の
皆
さ
ん
が
社
会
科
の
校
外
学

習
と
し
て
下
呂
市
議
会
の
議
場
見
学
に
来

て
く
れ
ま
し
た
。

　
議
員
席
や
執
行
部
席
に
座
り
、
議
会

の
仕
組
み
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
後
、「
税
金
は
何
に
一
番
使
わ
れ
て
い

ま
す
か
？
」、「
条
例
は
全
部
で
い
く
つ

あ
り
ま
す
か
？
」
な
ど
の
た
く
さ
ん
の

質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
実
際
に
議
場
の
中
で
見
た
り
聞
い
た
り

し
な
が
ら
議
会

の
こ
と
を
学

び
、自
分
た
ち

の
暮
ら
す
ま
ち

や
市
に
つ
い
て
、

未
来
に
向
け
て

考
え
る
き
っ
か

け
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
７
月
３
日
、
議
会
基
本
条
例
の
規
定

に
基
づ
き
、
議
員
全
員
を
対
象
と
し
た

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
当
市
議
会
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
委
嘱
し
て
い
る
高
沖
秀
宣
氏 

（
自
治
体
議
会
研
究
所
代
表 

・
元
三
重
県

議
会
事
務
局
次
長
）
を
講
師
に
お
招
き

し
、『
議
会
力
の
強
化
〜
令
和
６
年
度
に

お
け
る
議
会
基
本
条
例
検
証
結
果
を
踏

ま
え
、
下
呂
市
議
会
の
向
か
う
べ
き
方

向
を
考
え
る
〜
』
を
テ
ー
マ
に
講
義
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
反
映
し
た
地

域
課
題
に
対
す
る
政
策
立
案
・
政
策
提

言
な
ど
に
議
会
と
し
て
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
に
当
た
っ
て
、
講
師
か
ら

は
、
他
の
議
会
に
お
け
る
成
功
事
例
を

参
考
に
し
た

具
体
的
な
進

め
方
等
に
つ

い
て
お
話
が

あ
り
、
理
解

を
深
め
る
機

会
と
な
り
ま

し
た
。

議
会
改
革
研
修
会
を

　
　
　開
催
し
ま
し
た
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馬
瀬
と
萩
原
を
結
ぶ
新
日

和
田
ト
ン
ネ
ル
は
、
幅
員
が

狭
く
大
型
車
同
士
の
す
れ
違

い
に
も
苦
慮
し
て
い
る
中
、
地

域
住
民
の
利
便
性
向
上
と
観

光
に
も
大
き
く
寄
与
す
る
こ

と
に
な
る 「
下
呂 

・
馬
瀬
ト

ン
ネ
ル
」
の
整
備
の
考
え
は
。

　 

市
長

　
馬
瀬
地
域
の
孤
立
対
策
を
考
え

た
時
、
も
う
１
本
の
ト
ン
ネ
ル
か

道
路
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
明
白

で
あ
り
、
将
来
を
見
据
え
て
整
備

を
進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。な
お
、

ト
ン
ネ
ル
は
大
事
業
と
な
る
の

で
、
早
く
計
画
路
線
に
位
置
付
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

国
県
へ
の
要
望
と
し
て
は
、
金
山

町
の
陸
閘
門
に
係
る
交
通
対
策
と

し
て
の
ト
ン
ネ
ル
整
備
が
優
先
順

位
と
し
て
非
常
に
高
く
、
ま
た
、

濃
飛
横
断
自
動
車
道
下
呂
・
中
津

川
間
の
ル
ー
ト
決
定
と
事
業
化
を

県
に
強
く
迫
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
の
次
に 

「
下
呂 

・
馬
瀬
ト
ン
ネ
ル
」
の
話

を
土
俵
に
上
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
観
光
面
に
お
い
て
も
、

喉
か
ら
手
が
出
る
ほ
ど
欲
し
い

ル
ー
ト
で
あ
り
、
昇
龍
道
と
し
て

の
機
能
が
さ
ら
に
際
立
つ
も
の
と

考
え
ま
す
。
夢
で
は
な
く
現
実
の

問
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

下呂・馬瀬トンネルの開通を目指して下呂・馬瀬トンネルの開通を目指して下呂・馬瀬トンネルの開通を目指して

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答 問

尾
里
集
務
議員

お

あ
つ

む

ざ
と

　 

竹
原 

・
上
原 

・
中
原
地

区
に
お
け
る
地
域
振
興
を
総

合
的
に
支
援
す
る
仮
称 「
下

呂
市
南
部
振
興
事
務
所
」
設

置
の
考
え
は
。

　 

市
長

　
振
興
事
務
所
と
い
う
も
の
は
、

本
庁
か
ら
離
れ
た
地
域
で
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
や
地
域
振
興
支
援
が
届

き
に
く
い
こ
と
か
ら
設
置
さ
れ
て
い

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
下
呂
地
域
の
中
心
部
に
位
置
す

る
現
在
の
下
呂
振
興
事
務
所
職
員

を
地
域
振
興
課
と
竹
原
出
張
所
の

そ
れ
ぞ
れ
に
分
散
配
置
し
、
さ
ら

に
集
落
支
援
員
も
そ
の
中
に
含
め

る
こ
と
で
、
竹
原 

・
上
原 

・
中
原

地
区
の
地
域
振
興
に
関
す
る
き
め

細
か
な
対
応
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。

　
こ
れ
は
す
ぐ
に
実
現
で
き
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
竹
原 

・

上
原 

・
中
原
地
区
に
、
も
う
少
し

目
を
届
か
せ
る
必
要
が
あ
る
と
個

人
的
に
は
考
え
て
い
ま
す
。

　
振
興
事
務
所
と
な
る
と
所
長
の

配
置
等
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

２
年
、
３
年
の
試
行
期
間
を
も
っ

て
、
そ
の
中
で
今
後
の
方
針
を
判

断
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
来
年
度
は

試
行
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ

り
ま
す
が
、
確
定
し
た
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
点
だ
け
ご

承
知
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

竹原地区に「下呂市南部振興事務所」の設置を竹原地区に「下呂市南部振興事務所」の設置を竹原地区に「下呂市南部振興事務所」の設置を
答 問

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

今
井
政
良
議員

い
ま

い

ま
さ

よ
し

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

大
西
尚
子
議員

お
お

に
し

な
お

こ

健康的で活動的な生活を長く続けるために健康的で活動的な生活を長く続けるために健康的で活動的な生活を長く続けるために
　 

下
呂
市
の
高
齢
化
率
は

40
％
を
超
え
、
健
康
寿
命
延

伸
と
地
域
活
力
維
持
の
た
め

に
も
介
護
予
防
の
強
化
が
必

要
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解

は
。

　 

福
祉
部
長

　
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
要
介

護
認
定
率
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、

令
和
２
年
度
以
降
、
県
平
均
を
上

回
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ

の
背
景
に
は
、
認
知
症
や
転
倒 

・

骨
折
と
い
っ
た
加
齢
に
伴
う
心
身

機
能
の
衰
え
に
よ
っ
て
現
れ
る
さ

ま
ざ
ま
な
症
状
が
大
き
な
要
因
と

し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す 

。

　
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
介

護
予
防
を
個
人
の
健
康
問
題
と
し

て
だ
け
で
な
く
、
市
の
将
来
に
関

わ
る
重
要
な
課
題
と
捉
え
て
お

り
、
介
護
予
防
を
推
進
す
る
こ
と

で
、
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
医
療
費
や
介
護
費
の

抑
制
、
さ
ら
に
高
齢
者
の
社
会
参

加
を
通
じ
た
地
域
活
力
の
維
持

等
、
多
岐
に
わ
た
る
効
果
が
期
待

で
き
る
こ
と
か
ら
、
介
護
予
防
を

重
要
施
策
と
し
て
位
置
付
け
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
認
識
の
も
と
、
特
に

介
護
認
定
区
分
に
お
い
て
比
較
的

軽
度
の
方
に
多
い
運
動
器
疾
患
に

着
目
し
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目

指
し
、
活
動
的
な
生
活
を
維
持
で

き
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
取
り
組

み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

答 問

※

昇
龍
道
と
は
？

　
主
に
中
部
地
方
に
お
け
る
南
か
ら
北

へと
縦
断
す
る
広
域
観
光
周
遊
ル
ー
ト
。

▲竹原出張所

▲新日和田トンネル

金
山
小
学
校
議
場
見
学

　
６
月
12
日
、
金
山
小
学
校
６
年
生
の

児
童
35
名
の
皆
さ
ん
が
社
会
科
の
校
外
学

習
と
し
て
下
呂
市
議
会
の
議
場
見
学
に
来

て
く
れ
ま
し
た
。

　
議
員
席
や
執
行
部
席
に
座
り
、
議
会

の
仕
組
み
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
後
、「
税
金
は
何
に
一
番
使
わ
れ
て
い

ま
す
か
？
」、「
条
例
は
全
部
で
い
く
つ

あ
り
ま
す
か
？
」
な
ど
の
た
く
さ
ん
の

質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
実
際
に
議
場
の
中
で
見
た
り
聞
い
た
り

し
な
が
ら
議
会

の
こ
と
を
学

び
、自
分
た
ち

の
暮
ら
す
ま
ち

や
市
に
つ
い
て
、

未
来
に
向
け
て

考
え
る
き
っ
か

け
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
７
月
３
日
、
議
会
基
本
条
例
の
規
定

に
基
づ
き
、
議
員
全
員
を
対
象
と
し
た

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
当
市
議
会
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
委
嘱
し
て
い
る
高
沖
秀
宣
氏 

（
自
治
体
議
会
研
究
所
代
表 

・
元
三
重
県

議
会
事
務
局
次
長
）
を
講
師
に
お
招
き

し
、『
議
会
力
の
強
化
〜
令
和
６
年
度
に

お
け
る
議
会
基
本
条
例
検
証
結
果
を
踏

ま
え
、
下
呂
市
議
会
の
向
か
う
べ
き
方

向
を
考
え
る
〜
』
を
テ
ー
マ
に
講
義
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
反
映
し
た
地

域
課
題
に
対
す
る
政
策
立
案
・
政
策
提

言
な
ど
に
議
会
と
し
て
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
に
当
た
っ
て
、
講
師
か
ら

は
、
他
の
議
会
に
お
け
る
成
功
事
例
を

参
考
に
し
た

具
体
的
な
進

め
方
等
に
つ

い
て
お
話
が

あ
り
、
理
解

を
深
め
る
機

会
と
な
り
ま

し
た
。

議
会
改
革
研
修
会
を

　
　
　開
催
し
ま
し
た
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馬
瀬
と
萩
原
を
結
ぶ
新
日

和
田
ト
ン
ネ
ル
は
、
幅
員
が

狭
く
大
型
車
同
士
の
す
れ
違

い
に
も
苦
慮
し
て
い
る
中
、
地

域
住
民
の
利
便
性
向
上
と
観

光
に
も
大
き
く
寄
与
す
る
こ

と
に
な
る 「
下
呂 

・
馬
瀬
ト

ン
ネ
ル
」
の
整
備
の
考
え
は
。

　 

市
長

　
馬
瀬
地
域
の
孤
立
対
策
を
考
え

た
時
、
も
う
１
本
の
ト
ン
ネ
ル
か

道
路
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
明
白

で
あ
り
、
将
来
を
見
据
え
て
整
備

を
進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。な
お
、

ト
ン
ネ
ル
は
大
事
業
と
な
る
の

で
、
早
く
計
画
路
線
に
位
置
付
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

国
県
へ
の
要
望
と
し
て
は
、
金
山

町
の
陸
閘
門
に
係
る
交
通
対
策
と

し
て
の
ト
ン
ネ
ル
整
備
が
優
先
順

位
と
し
て
非
常
に
高
く
、
ま
た
、

濃
飛
横
断
自
動
車
道
下
呂
・
中
津

川
間
の
ル
ー
ト
決
定
と
事
業
化
を

県
に
強
く
迫
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
の
次
に 

「
下
呂 

・
馬
瀬
ト
ン
ネ
ル
」
の
話

を
土
俵
に
上
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
観
光
面
に
お
い
て
も
、

喉
か
ら
手
が
出
る
ほ
ど
欲
し
い

ル
ー
ト
で
あ
り
、
昇
龍
道
と
し
て

の
機
能
が
さ
ら
に
際
立
つ
も
の
と

考
え
ま
す
。
夢
で
は
な
く
現
実
の

問
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

下呂・馬瀬トンネルの開通を目指して下呂・馬瀬トンネルの開通を目指して下呂・馬瀬トンネルの開通を目指して

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答 問

尾
里
集
務
議員

お

あ
つ

む

ざ
と

　 

竹
原 

・
上
原 

・
中
原
地

区
に
お
け
る
地
域
振
興
を
総

合
的
に
支
援
す
る
仮
称 「
下

呂
市
南
部
振
興
事
務
所
」
設

置
の
考
え
は
。

　 

市
長

　
振
興
事
務
所
と
い
う
も
の
は
、

本
庁
か
ら
離
れ
た
地
域
で
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
や
地
域
振
興
支
援
が
届

き
に
く
い
こ
と
か
ら
設
置
さ
れ
て
い

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
下
呂
地
域
の
中
心
部
に
位
置
す

る
現
在
の
下
呂
振
興
事
務
所
職
員

を
地
域
振
興
課
と
竹
原
出
張
所
の

そ
れ
ぞ
れ
に
分
散
配
置
し
、
さ
ら

に
集
落
支
援
員
も
そ
の
中
に
含
め

る
こ
と
で
、
竹
原 

・
上
原 

・
中
原

地
区
の
地
域
振
興
に
関
す
る
き
め

細
か
な
対
応
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。

　
こ
れ
は
す
ぐ
に
実
現
で
き
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
竹
原 
・

上
原 

・
中
原
地
区
に
、
も
う
少
し

目
を
届
か
せ
る
必
要
が
あ
る
と
個

人
的
に
は
考
え
て
い
ま
す
。

　
振
興
事
務
所
と
な
る
と
所
長
の

配
置
等
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

２
年
、
３
年
の
試
行
期
間
を
も
っ

て
、
そ
の
中
で
今
後
の
方
針
を
判

断
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
来
年
度
は

試
行
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ

り
ま
す
が
、
確
定
し
た
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
点
だ
け
ご

承
知
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

竹原地区に「下呂市南部振興事務所」の設置を竹原地区に「下呂市南部振興事務所」の設置を竹原地区に「下呂市南部振興事務所」の設置を
答 問

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

今
井
政
良
議員

い
ま

い

ま
さ

よ
し

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

大
西
尚
子
議員

お
お

に
し

な
お

こ

健康的で活動的な生活を長く続けるために健康的で活動的な生活を長く続けるために健康的で活動的な生活を長く続けるために
　 

下
呂
市
の
高
齢
化
率
は

40
％
を
超
え
、
健
康
寿
命
延

伸
と
地
域
活
力
維
持
の
た
め

に
も
介
護
予
防
の
強
化
が
必

要
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解

は
。

　 

福
祉
部
長

　
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
要
介

護
認
定
率
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、

令
和
２
年
度
以
降
、
県
平
均
を
上

回
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ

の
背
景
に
は
、
認
知
症
や
転
倒 

・

骨
折
と
い
っ
た
加
齢
に
伴
う
心
身

機
能
の
衰
え
に
よ
っ
て
現
れ
る
さ

ま
ざ
ま
な
症
状
が
大
き
な
要
因
と

し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す 

。

　
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
介

護
予
防
を
個
人
の
健
康
問
題
と
し

て
だ
け
で
な
く
、
市
の
将
来
に
関

わ
る
重
要
な
課
題
と
捉
え
て
お

り
、
介
護
予
防
を
推
進
す
る
こ
と

で
、
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
医
療
費
や
介
護
費
の

抑
制
、
さ
ら
に
高
齢
者
の
社
会
参

加
を
通
じ
た
地
域
活
力
の
維
持

等
、
多
岐
に
わ
た
る
効
果
が
期
待

で
き
る
こ
と
か
ら
、
介
護
予
防
を

重
要
施
策
と
し
て
位
置
付
け
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
認
識
の
も
と
、
特
に

介
護
認
定
区
分
に
お
い
て
比
較
的

軽
度
の
方
に
多
い
運
動
器
疾
患
に

着
目
し
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目

指
し
、
活
動
的
な
生
活
を
維
持
で

き
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
取
り
組

み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

答 問

※

昇
龍
道
と
は
？

　
主
に
中
部
地
方
に
お
け
る
南
か
ら
北

へと
縦
断
す
る
広
域
観
光
周
遊
ル
ー
ト
。

▲竹原出張所

▲新日和田トンネル

金
山
小
学
校
議
場
見
学

　
６
月
12
日
、
金
山
小
学
校
６
年
生
の

児
童
35
名
の
皆
さ
ん
が
社
会
科
の
校
外
学

習
と
し
て
下
呂
市
議
会
の
議
場
見
学
に
来

て
く
れ
ま
し
た
。

　
議
員
席
や
執
行
部
席
に
座
り
、
議
会

の
仕
組
み
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
後
、「
税
金
は
何
に
一
番
使
わ
れ
て
い

ま
す
か
？
」、「
条
例
は
全
部
で
い
く
つ

あ
り
ま
す
か
？
」
な
ど
の
た
く
さ
ん
の

質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
実
際
に
議
場
の
中
で
見
た
り
聞
い
た
り

し
な
が
ら
議
会

の
こ
と
を
学

び
、自
分
た
ち

の
暮
ら
す
ま
ち

や
市
に
つ
い
て
、

未
来
に
向
け
て

考
え
る
き
っ
か

け
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
７
月
３
日
、
議
会
基
本
条
例
の
規
定

に
基
づ
き
、
議
員
全
員
を
対
象
と
し
た

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
当
市
議
会
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
委
嘱
し
て
い
る
高
沖
秀
宣
氏 

（
自
治
体
議
会
研
究
所
代
表 

・
元
三
重
県

議
会
事
務
局
次
長
）
を
講
師
に
お
招
き

し
、『
議
会
力
の
強
化
〜
令
和
６
年
度
に

お
け
る
議
会
基
本
条
例
検
証
結
果
を
踏

ま
え
、
下
呂
市
議
会
の
向
か
う
べ
き
方

向
を
考
え
る
〜
』
を
テ
ー
マ
に
講
義
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
反
映
し
た
地

域
課
題
に
対
す
る
政
策
立
案
・
政
策
提

言
な
ど
に
議
会
と
し
て
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
に
当
た
っ
て
、
講
師
か
ら

は
、
他
の
議
会
に
お
け
る
成
功
事
例
を

参
考
に
し
た

具
体
的
な
進

め
方
等
に
つ

い
て
お
話
が

あ
り
、
理
解

を
深
め
る
機

会
と
な
り
ま

し
た
。

議
会
改
革
研
修
会
を

　
　
　開
催
し
ま
し
た

15　　下呂市議会だより 2025.8 No.85 下呂市議会だより 2025.8 No.85　　14

G E R O  C I T Y  C O U N C I L G E R O  C I T Y  C O U N C I L

　 

馬
瀬
と
萩
原
を
結
ぶ
新
日

和
田
ト
ン
ネ
ル
は
、
幅
員
が

狭
く
大
型
車
同
士
の
す
れ
違

い
に
も
苦
慮
し
て
い
る
中
、
地

域
住
民
の
利
便
性
向
上
と
観

光
に
も
大
き
く
寄
与
す
る
こ

と
に
な
る 「
下
呂 

・
馬
瀬
ト

ン
ネ
ル
」
の
整
備
の
考
え
は
。

　 

市
長

　
馬
瀬
地
域
の
孤
立
対
策
を
考
え

た
時
、
も
う
１
本
の
ト
ン
ネ
ル
か

道
路
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
明
白

で
あ
り
、
将
来
を
見
据
え
て
整
備

を
進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。な
お
、

ト
ン
ネ
ル
は
大
事
業
と
な
る
の

で
、
早
く
計
画
路
線
に
位
置
付
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

国
県
へ
の
要
望
と
し
て
は
、
金
山

町
の
陸
閘
門
に
係
る
交
通
対
策
と

し
て
の
ト
ン
ネ
ル
整
備
が
優
先
順

位
と
し
て
非
常
に
高
く
、
ま
た
、

濃
飛
横
断
自
動
車
道
下
呂
・
中
津

川
間
の
ル
ー
ト
決
定
と
事
業
化
を

県
に
強
く
迫
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
の
次
に 

「
下
呂 

・
馬
瀬
ト
ン
ネ
ル
」
の
話

を
土
俵
に
上
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
観
光
面
に
お
い
て
も
、

喉
か
ら
手
が
出
る
ほ
ど
欲
し
い

ル
ー
ト
で
あ
り
、
昇
龍
道
と
し
て

の
機
能
が
さ
ら
に
際
立
つ
も
の
と

考
え
ま
す
。
夢
で
は
な
く
現
実
の

問
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

下呂・馬瀬トンネルの開通を目指して下呂・馬瀬トンネルの開通を目指して下呂・馬瀬トンネルの開通を目指して

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答 問

尾
里
集
務
議員

お

あ
つ

む

ざ
と

　 

竹
原 

・
上
原 
・
中
原
地

区
に
お
け
る
地
域
振
興
を
総

合
的
に
支
援
す
る
仮
称 「
下

呂
市
南
部
振
興
事
務
所
」
設

置
の
考
え
は
。

　 

市
長

　
振
興
事
務
所
と
い
う
も
の
は
、

本
庁
か
ら
離
れ
た
地
域
で
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
や
地
域
振
興
支
援
が
届

き
に
く
い
こ
と
か
ら
設
置
さ
れ
て
い

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
下
呂
地
域
の
中
心
部
に
位
置
す

る
現
在
の
下
呂
振
興
事
務
所
職
員

を
地
域
振
興
課
と
竹
原
出
張
所
の

そ
れ
ぞ
れ
に
分
散
配
置
し
、
さ
ら

に
集
落
支
援
員
も
そ
の
中
に
含
め

る
こ
と
で
、
竹
原 

・
上
原 

・
中
原

地
区
の
地
域
振
興
に
関
す
る
き
め

細
か
な
対
応
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。

　
こ
れ
は
す
ぐ
に
実
現
で
き
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
竹
原 

・

上
原 

・
中
原
地
区
に
、
も
う
少
し

目
を
届
か
せ
る
必
要
が
あ
る
と
個

人
的
に
は
考
え
て
い
ま
す
。

　
振
興
事
務
所
と
な
る
と
所
長
の

配
置
等
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

２
年
、
３
年
の
試
行
期
間
を
も
っ

て
、
そ
の
中
で
今
後
の
方
針
を
判

断
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
来
年
度
は

試
行
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ

り
ま
す
が
、
確
定
し
た
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
点
だ
け
ご

承
知
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

竹原地区に「下呂市南部振興事務所」の設置を竹原地区に「下呂市南部振興事務所」の設置を竹原地区に「下呂市南部振興事務所」の設置を
答 問

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

今
井
政
良
議員

い
ま

い

ま
さ

よ
し

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

大
西
尚
子
議員

お
お

に
し

な
お

こ

健康的で活動的な生活を長く続けるために健康的で活動的な生活を長く続けるために健康的で活動的な生活を長く続けるために
　 

下
呂
市
の
高
齢
化
率
は

40
％
を
超
え
、
健
康
寿
命
延

伸
と
地
域
活
力
維
持
の
た
め

に
も
介
護
予
防
の
強
化
が
必

要
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解

は
。

　 

福
祉
部
長

　
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
要
介

護
認
定
率
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、

令
和
２
年
度
以
降
、
県
平
均
を
上

回
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ

の
背
景
に
は
、
認
知
症
や
転
倒 

・

骨
折
と
い
っ
た
加
齢
に
伴
う
心
身

機
能
の
衰
え
に
よ
っ
て
現
れ
る
さ

ま
ざ
ま
な
症
状
が
大
き
な
要
因
と

し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す 

。

　
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
介

護
予
防
を
個
人
の
健
康
問
題
と
し

て
だ
け
で
な
く
、
市
の
将
来
に
関

わ
る
重
要
な
課
題
と
捉
え
て
お

り
、
介
護
予
防
を
推
進
す
る
こ
と

で
、
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
医
療
費
や
介
護
費
の

抑
制
、
さ
ら
に
高
齢
者
の
社
会
参

加
を
通
じ
た
地
域
活
力
の
維
持

等
、
多
岐
に
わ
た
る
効
果
が
期
待

で
き
る
こ
と
か
ら
、
介
護
予
防
を

重
要
施
策
と
し
て
位
置
付
け
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
認
識
の
も
と
、
特
に

介
護
認
定
区
分
に
お
い
て
比
較
的

軽
度
の
方
に
多
い
運
動
器
疾
患
に

着
目
し
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目

指
し
、
活
動
的
な
生
活
を
維
持
で

き
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
取
り
組

み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

答 問

※

昇
龍
道
と
は
？

　
主
に
中
部
地
方
に
お
け
る
南
か
ら
北

へと
縦
断
す
る
広
域
観
光
周
遊
ル
ー
ト
。

▲竹原出張所

▲新日和田トンネル

金
山
小
学
校
議
場
見
学

　
６
月
12
日
、
金
山
小
学
校
６
年
生
の

児
童
35
名
の
皆
さ
ん
が
社
会
科
の
校
外
学

習
と
し
て
下
呂
市
議
会
の
議
場
見
学
に
来

て
く
れ
ま
し
た
。

　
議
員
席
や
執
行
部
席
に
座
り
、
議
会

の
仕
組
み
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
後
、「
税
金
は
何
に
一
番
使
わ
れ
て
い

ま
す
か
？
」、「
条
例
は
全
部
で
い
く
つ

あ
り
ま
す
か
？
」
な
ど
の
た
く
さ
ん
の

質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
実
際
に
議
場
の
中
で
見
た
り
聞
い
た
り

し
な
が
ら
議
会

の
こ
と
を
学

び
、自
分
た
ち

の
暮
ら
す
ま
ち

や
市
に
つ
い
て
、

未
来
に
向
け
て

考
え
る
き
っ
か

け
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
７
月
３
日
、
議
会
基
本
条
例
の
規
定

に
基
づ
き
、
議
員
全
員
を
対
象
と
し
た

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
当
市
議
会
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
委
嘱
し
て
い
る
高
沖
秀
宣
氏 

（
自
治
体
議
会
研
究
所
代
表 

・
元
三
重
県

議
会
事
務
局
次
長
）
を
講
師
に
お
招
き

し
、『
議
会
力
の
強
化
〜
令
和
６
年
度
に

お
け
る
議
会
基
本
条
例
検
証
結
果
を
踏

ま
え
、
下
呂
市
議
会
の
向
か
う
べ
き
方

向
を
考
え
る
〜
』
を
テ
ー
マ
に
講
義
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
反
映
し
た
地

域
課
題
に
対
す
る
政
策
立
案
・
政
策
提

言
な
ど
に
議
会
と
し
て
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
に
当
た
っ
て
、
講
師
か
ら

は
、
他
の
議
会
に
お
け
る
成
功
事
例
を

参
考
に
し
た

具
体
的
な
進

め
方
等
に
つ

い
て
お
話
が

あ
り
、
理
解

を
深
め
る
機

会
と
な
り
ま

し
た
。

議
会
改
革
研
修
会
を

　
　
　開
催
し
ま
し
た
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TOPICS
●新体制でスタート（正副議長就任あいさつ・委員会構成・活動方針）
●４月臨時会・６月定例会報告（審議結果）・委員会報告
●一般質問（これって、どうなってるの？）
●令和6年度政務活動費の交付実績、９月定例会日程

No.85
令和７年 8月1日

GERO CITY COUNCIL

　９月定例会の会期日程（予定）をお知らせします。なお、一般質問
などの内容は新聞折込および下呂市メールでお知らせします。

９月定例会会期日程（予定）

※日程は変更になる
　場合もあります。

月　　日
９月　２日
１６日
１７日
１８日
１９日
２２日
２４日
２５日
２６日
３０日

火
火
水
木
金
月
水
木
金
火

午前9時30分～

本会議（初日）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
常任委員会
常任委員会
予算決算常任委員会（予算関係）
予算決算常任委員会（決算関係）
予算決算常任委員会（決算関係）
予算決算常任委員会（決算関係）
本会議（最終日）

会　議　内　容 時　　間曜日

場所 ： 本会議（下呂庁舎３階議場）
　　　委員会（下呂庁舎３ー１会議室）

　議会をより身近に感じていただけるよう、新体制での議会
だよりも工夫を重ねていきます。
　本年度も、「市議会による出前ヒアリング（座談会）」を積
極的に展開していきます。「ちょっと聞いてほしいことがあ
る」「議会に伝えたいことがある」そん
なご相談、大歓迎です！
　申し込みはHPからでも、お近くの議
員に声をかけてもらっても大丈夫で
す。どうぞお気軽にご利用ください。
　9月定例会は、前年度に市が使った
お金＝決算について審議します。ぜひ
ご注目ください！（Y・K）

編 集 後 記

「げろ議会だより」をお読みいただき、ありがとう
ございます。「読みたくなる議会だより」とするため、
皆さんの声をお聞かせください。
右の二次元コードを読み取り、アン
ケートに回答をお願いします。 https://www.youtube.com/channel/

UCALIKRpFipq7Mtpr--rJGKQ/featured
ライブ配信動画は、次回定例会までYouTubeから視聴できます。
過去の配信動画は、下呂市ホームページにて視聴できます。

インターネットライブ配信
本会議および常任委員会（付託案件審査）は、動画共有
サービス（YouTube）にてライブ配信を行っています。

「げろ議会だより」アンケート

　令和７年５月24日、下呂市中学生姉妹都市交流事業として３月末から約２週間にわたり海外派遣を行っ
た 「第36回ケチカン市派遣団」（９名）と 「第30回ペンサコーラ市派遣団」（20名）による合同報告会が
行われました。
　派遣団の皆さんは、現地での貴重な体験を通して得た学びや感動を発表してくれました。

【下呂市中学生姉妹都市交流事業　中学生海外派遣団合同報告会】
表
紙
の
写
真

令和６年度政務活動費の交付状況をお知らせします令和６年度政務活動費の交付状況をお知らせします

◆下呂市議会政務活動費制度のポイント

◆令和６年度政務活動費交付実績一覧

　政務活動費とは、議員の政策形成能力の向上、および議会の審議機能の強化を図るため、議員が市政に関する調査研
究活動 （政務活動）を行う際に必要な経費の一部として、議員または会派に対し交付されるものです。
　政務活動費に係る実績報告書等については、下呂市ホームページにて詳細を公開しています。

●適正と認められた実費だけを後日支給する完全後払い制としています。
●政務活動費の額は、議員１人当たり月額１万円 （任期中のみ対象）を交付の上限としています。
●政務活動費を充てることができるのは、市政の課題および市民の意思を把握し、市政に反映させる活動、その他住民
福祉の増進を図るために必要な活動に要する経費に限定しています。

●政務活動費に係る実績報告書等の公開 ・閲覧を行っていくことにより、政務活動費の使途の透明性の確保に努め、議
員活動の見える化にもつなげていきます。

下平裕次郎
桂川　融己
大西　尚子
高井　範和
桂川いずみ
加藤　久人
鷲見　昌己
田口　琢弥
森　哲士
田中　喜登
尾里　集務
中島ゆき子
今井　政良
中島　達也

110,000
110,000
110,000
110,000
110,000
110,000
120,000
120,000
120,000
120,000
120,000
120,000
120,000
120,000
1,620,000

54,916
41,670

27,389
52,030

27,389
27,389

27,389
27,389
285,561

27,130
107,380
77,910

8,050

220,470

11,275
68,318

79,593

74,602

74,602 0 0 0

28,320
44,589
43,015
2,500

5,661

36,850
36,850

23,400
221,185

83,236
113,389
150,395
80,410
27,389
52,030
82,652

0
33,050
27,389
48,125
105,168
27,389
50,789
881,411

83,236
110,000
110,000
80,410
27,389
52,030
82,652

0
33,050
27,389
48,125
105,168
27,389
50,789
837,627

（単位：円）

※交付基準日は毎月１日のため、１期議員（任期４/18～）については４月は算定対象外（交付上限額は11万円）

議員名 交付上限額 調査研究費 研修費 広報費 広聴費 要請・陳情活動費 会議費 資料作成費 資料購入費 実支出額合計 交付確定額

市議会による出前
ヒアリング（座談会）


